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このたび、市政の基本理念や基本目標を掲げた「千葉市基本構想」のもと、将来を見据えた中長期的な市政運営の
基本方針となる「千葉市基本計画」を策定いたしました。

本市は、縄文の古来より豊かな自然環境に恵まれ、鎌倉時代の興隆から交通の要衝としての繁栄を経て、大正10年
（1921年）に市制を施行し、現在約98万の市民が生活する東京圏有数の大都市に成長しました。折しも、令和３年
（2021年）に市制100周年、令和4年（2022年）には政令指定都市移行30周年を迎え、これまでの本市の発展のあゆみ
を振り返り、これからの100年のまちづくりに向けた第一歩を踏み出す、大変重要な時期にあります。

一方、本市の人口は、まもなく減少に転じる見通しであり、少子高齢社会の進行や生産年齢人口の減少、気候変動や
災害、新興感染症のリスクの増大、またこれらに伴う価値観やライフスタイルの変化など、わたしたちの暮らす社会は
構造的な変化に直面しています。

このような中、本市がこれからの100年も、人々から選ばれ、郷土への愛着を感じられ、活力のある豊かな都市で
あり続けるためには、社会の急速な変化や将来リスクに対応し、SDGsの理念である「誰一人取り残さない」という
視点等を踏まえつつ、中長期的な未来を展望し、本市の特性を十分に活かした「千葉市ならでは」のまちづくりの方
向性を示すことが必要です。

本計画では、先人たちから受け継がれ、そして未来に引き継いでいくべき千葉市の特性を「まちの宝」として明ら
かにするとともに、2040年頃を展望した社会変化を踏まえ、まちづくりの基本方針において、10年後に目指すべき
未来の千葉市の姿を「みんなが輝く　都市と自然が織りなす・千葉市」と定めました。

この将来像の実現に向けて、本計画では分野横断的かつ重点的に取り組むべき４つの戦略的視点を掲げています。
これに基づき、新たな時代を切り拓く未来志向のまちづくりを進めてまいります。

また、本計画で位置付けた様々な取組みは、行政だけでなしえるものではなく、市民の皆様をはじめとする多様な
主体とともに取り組むことによって初めて実現するものです。

そのため、本計画では、「まちづくりを進める力」として、多様な主体の一層の連携や市民主体のまちづくりを
支える環境づくりなどを進めることとしています。

本計画の策定にあたり、市議会においてご審議をいただくとともに、市民の皆様をはじめ、有識者、団体、企業、
大学など、多くの方々にご参画いただきました。策定に携わっていただいた皆様に、心からお礼を申し上げます。

多くの方々の想いが込められた本計画をみんなで共有し、豊かな千葉市の実現に向けて、ともに歩みを進めてまいり
ましょう。

令和５年３月

はじめに

千葉市長
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1 策定の趣旨
千葉市はこれまで、人口減少と少子高齢化の進行をはじめとするまちづくりの重要な課題に的確に対応する

べく、「わたしから！未来へつなぐ まちづくり」をコンセプトとする千葉市新基本計画のもと、様々な取組み
を進めてきました。

また、千葉市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（平成27 〜令和4年度（2015 〜 2022年度））
を策定し、総合計画の理念や目標を共有しつつ、地方創生の取組みを積極的に展開してきました。これらの取
組みにより、子育て・教育環境の充実、地域包括ケアシステムの構築・強化、地域経済の活性化などで成果を
挙げてきたところですが、遠くない将来には本市の人口も減少局面に突入することが見込まれており、これま
での計画・戦略を引き継ぐ本計画は、将来の本格的な人口減少期に向けた「準備段階」としての性格を有する
計画となります。

そのため、社会経済の様々な部分で不確実性が高まる中においても、少子高齢化の進行とこれに伴う生産年
齢人口の減少といった人口統計的な変化に加え、IoT １ 、AI ２等テクノロジーの進展、さらには地球温暖化に
伴う気候変動リスクの増大、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした新しい行動様式の浸透などによ
る個人の価値観やライフスタイルに関する変化などを的確に捉えるとともに、より長期的な将来を展望しなが
ら、千葉市ならではのまちづくりの方向性を定めることが重要です。

千葉市は、令和３年（2021年）１月、市制施行から100周年の節目を迎え、その歩みを振り返った時、この
100年間は都市としての成長の歴史ということができます。

これからの100年先の未来、わたしたちの「郷土千葉市」はどのような姿に変わっているでしょうか。
これからの100年を見据えた次なるステージへの幕開け期の計画として、市民はもとより、団体・企業・大

学等・行政など多様な主体がみんなで目指す未来の千葉市の姿を共有し、その実現に向け、一層連携できるよ
う、本計画を策定します。

1　�IoT：Internet of Thingsの略称。自動車、家電、センサーなど、様々なモノがインターネットにつながり、情報のやりとりをすること。そ
れによりデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、新たな付加価値を生み出す。

2　�AI：Artificial Intelligenceの略称。人工知能のこと。人間の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム、あるいは人間が知的と感
じる情報処理・技術といった広い概念で理解されている。「画像認識」や「音声認識」、「自然言語処理」など多岐にわたる分野に応用さ
れている。

はじめに
この「千葉市基本計画」（以下、「本計画」という。）は、100 年先の未来を見据え、市民・団体・企業・大

学等を含む教育機関、そして行政などまちに関係する多様な主体がともに手を携えながら、わたしたちの千葉
市をより豊かなものとしていくためのまちづくりの方向性を明らかにする計画です。
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3　�SDGs（持続可能な開発目標）：Sustainable Development Goalsの略称。2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」にて定められた2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す持続可能な開発目標のこと。貧困の根絶、ジェン
ダー平等、気候変動対策などの17のゴールと169のターゲットを定めている。

本計画の策定に当たっては、100 年先を見据えた「千葉市ならでは」の計画とすることができるよう、次の
4 つのことに留意しました。

（１）千葉市の特性を活かした計画
都市は、自然や歴史を背景に、様々な「いろ」や「かお」などの特性を持っています。
100年先の将来にわたり、人々から選ばれ、愛される、活力のある豊かな都市であり続けるためには、千葉

市ならではの特性や個性を活かしたまちづくりが重要です。
そこで、まちづくりに携わるすべての主体が共有し、磨き上げて未来に引き継ぐべき千葉市の特性を明らか

にし、まちづくりの基本的な方向性を定めました。

（２）中長期的な未来を見据えた計画
2040年頃、我が国の人口構造は人口減少が深刻化し、高齢者人口がピークを迎え、また、人口増加期に集

中的に整備してきた公共施設・インフラの老朽化に伴い更新需要が高まるなど、様々な課題が生じることが想
定されています。

また、人口・都市機能の集中する大都市を中心に新型コロナウイルス感染症が拡大する中、暮らしや働き方
など社会経済活動の様々な場面において、新しい技術を活用した社会変化に即応できるまちづくりが求められ
ています。

このような顕在化してくる諸課題に対応し、官民連携のもと、将来にわたり持続可能な都市経営を図るため、
計画期間のさらに先まで見据えつつ、10年後に実現したい姿を描くとともに、2040年頃を展望した社会変
化、将来リスク、SDGs３ の「誰一人取り残さない」といった視点等を踏まえ、この10年間に重点的に推進す
る政策及び分野目標を位置付けました。

（３）みんなで共有し、みんなで取り組むまちづくりの計画
千葉市新基本計画では、「わたしから！未来へつなぐ　まちづくり」をまちづくりのコンセプトに、多様な

主体の連携が織りなす「まちづくりの底力」を「まちづくりを支える力」と位置付け、計画の推進を図ってき
ました。

これまでの取組みにより、多くの市民、団体が地域に根差した活動を展開していることから、本計画では、
行政が担ってきた様々な機能についても、多様な主体がサービス提供や課題解決の担い手としてより一層関
わっていくことを目指し、「まちづくりを支える力」を「まちづくりを進める力」へとさらに発展させていく
ことを志向しています。

また、策定段階から、まちづくりに携わる多様な主体がみんなで共有できる計画とするため、市民、学識経
験者、各種団体の代表などから構成される、千葉市新基本計画審議会での審議はもとより、「千葉市100人未
来会議」や「千葉市まちづくり未来研究所」など様々な市民参加の取組みを通じて、市民をはじめとする多様
な主体が未来の千葉市に馳せる夢や想いを、計画に積極的に反映しました。

100 年先を見据えた「千葉市ならでは」の
計画とするために
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（４）地方創生を進める計画
本計画は、人口減少に伴う課題の克服と地域の活性化を目指す、地方創生の理念と目的を同じくするものです。
総合的かつ戦略的なまちづくりにより、今後の地方創生の取組みの一層の推進を図るため、「千葉市まち・

ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」を基本計画及びこれに基づき具体的な取組みを定める実施計画に
継承・統合しました。

これに伴い、人口・地域経済等の分析を行うとともに、「まちづくりの基本方針」において、「未来のまち
づくりに向けた戦略的視点」を位置付けました。

千葉市制100周年記念絵画コンクール　市長賞
タイトル：「1000年先までつづいてゆけ！！輝く千葉市へ」
受賞者：都賀の台小学校　6年生　梅澤　広太さん
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（１）計画体系
本計画は、「千葉市基本構想」で定める基本目標である「人とまち　いきいきと幸せに輝く都市」の実現の

ために、将来を見据えた中長期的な市政運営の基本方針を示し、必要な施策・取組みを、総合的かつ体系的に
取りまとめたものです。

本計画に基づく取組みを計画的に推進していくため、中期的により具体的な事業内容を示す実施計画を策定
することとし、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層構造による計画体系により、社会経済状況の変
化等に柔軟に対応していきます。

また、市政の特定の課題等への対応を目的とする各個別部門計画の策定にあたっては、上位計画である本計
画が掲げる基本方針や分野ごとの目標等を踏まえるとともに、施策の展開における連携、整合を図ります。

なお、地方創生の取組みとの一体的な推進を図るため、本計画及び本計画に基づく実施計画は、千葉市まち・
ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略を兼ねるものとして策定します。

基本構想

○市政運営の指針として、変化の激しい時代であって
も変わることのない恒久的な都市づくりの基本理念・
基本目標及び望ましい都市の姿を示しています。
【基本理念】人間尊重・市民生活優先
【基本目標】人とまち　いきいきと幸せに輝く都市
【望ましい都市の姿】
①自然を身近に感じるまち・千葉市
②健やかに安心して暮らせるまち・千葉市
③安全で快適なまち・千葉市
④豊かな創造力をはぐくむまち・千葉市
⑤はつらつとした活力のあるまち・千葉市
⑥共に築いていくまち・千葉市

基本計画

○基本構想で定める基本目標等を実現するため、
まちづくりの方向性などを示す基本方針や今後の
施策展開などを示しています。

実施計画

○基本計画に基づく具体的な事業を示しています。

※人口ビジョン・総合戦略
　目指すべき人口の将来展望とその達成に向けた取組み

基本構想

基本計画 則す

個別部門計画連携実施計画

人口ビジョン・
総合戦略※を兼ねる
人口ビジョン・
総合戦略※を兼ねる

計画体系・計画期間3

（２）計画期間
本計画の計画期間は､ 令和5年（2023年）4月1日から令和15年（2033年）3月31日までの10年間です｡
本計画の取組みを具体的に示す､ 実施計画の計画期間は3年間とし､ 第1次実施計画の計画期間は､ 令和5年

度（2023年度）から令和7年度（2025年度）とします｡
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千葉市は東京湾の湾奥部に面し､ 千葉県のほぼ中央部､ 東京都心部から東に約40㎞に位置します｡ 成田国際
空港及び木更津市（東京湾アクアラインの接岸地）からそれぞれ約30㎞の距離にあります｡ また､ 鉄道や幹線
道路の結節点として､ 県内交通の要衝となっています｡

市域面積は約272㎢ で､ 地形は花見川や都川､ 鹿島川などの河川によって刻まれた低地と台地､ 東京湾沿い
に広がる約34㎢の埋立地に大別されます｡

全体的に平坦な地形のため､ 都市の成長とともに市街化が進みましたが､ 内陸部には緑豊かな自然環境が残
されており､ また延長約42㎞に及ぶ海岸線や13の河川を擁するなど､ 大都市でありながら緑と水辺に恵まれ
ていることが特長です｡

川崎

さいたま

木更津

館山

八王子
東京 銚子

横浜

千葉

浜
里
九
十
九

成田

30km

40km

（出典）千葉市

千葉市の位置

位置 ･ 地勢1

千葉市の概況
これからのまちづくりについて考える際には､ その前提として､ 千葉市のこれまでの歩みや現況､ そして

将来展望について理解することが重要です｡
第 2 章では､ 地理や歴史などの概況を示すとともに､ 本市の特性を明らかにします｡
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千葉市の自然 千葉市の緑被（令和２年（2020年））

（出典）国土地理院 （出典）千葉市

千葉県内の鉄道路線図 千葉県内の道路網

（出典）千葉県総合計画「次世代への飛躍　輝け！ちば元気プラン」
P253　鉄道路線図を基に作成

（出典）千葉県ハンドブック

■千葉市の交通

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

12



ここでは､ これからのまちづくりを考える前提として､ 千葉市の成り立ちや発展の過程など､ 縄文から現在
の大都市に至るまでのあゆみを振り返ります｡

（１）縄文時代〜加曽利貝塚から見える持続可能な暮らし〜
千葉市は貝塚に限らず縄文時代の遺跡数が面積比率で全国1位と､ 当時からとても住みやすい場所だったこ

とが推測されます｡ その中でも､ 約5,000年〜 3,000年前の縄文時代に作られた加曽利貝塚は日本最大級の貝
塚で､ 国の特別史跡に指定されています｡

当時の人々は､ その糧を自然に委ね､ 動物を含めた生命への畏敬を持つなど､ 自然と一体となった暮らしを
営んでおり､ このような精神のありようは､ 地球温暖化に伴う気候変動などに直面し、SDGsに取り組む現代の
わたしたちに貴重な示唆を与えてくれています｡

（２）古墳時代から平安時代 〜千葉郡と武士のおこり〜
市域には古墳が多く築かれ､ 飛鳥時代後期から始まった律令制下では主に下総国千葉郡に含まれており､

朝廷から派遣された下総国司のもと､ この地の有力豪族が郡司に任じられて統治を行いました｡
平安時代になると治安が悪化し､ 房総にも武士がおこりました｡ ｢平将門の乱｣ ｢平忠常の乱｣ を通じて､

その子孫達は､ 次第に房総半島の各地に進出し大きな力を蓄えるようになります｡

（３）鎌倉時代 〜千葉氏の隆盛 〜
大
だ い

治
じ

元年（1126年）､ 千葉常
つ ね

重
し げ

が大
お お

椎
じ

（緑区）から現在の亥鼻付近（中央区）に本拠を移したことにより､
千葉氏と千葉のまちの繁栄が始まったと言われています｡

常重の子の常
つ ね

胤
た ね

は､ 石橋山の戦いに敗れて安房（千葉県南部）に逃れて来た源頼朝のもとにいち早く参陣し
ました｡ また､ 源

げ ん

平
ぺ い

合
か っ

戦
せ ん

や奥
お う

州
しゅう

合
か っ

戦
せ ん

などにも参加し､ 鎌倉幕府の創設に大きく貢献しました｡ この功績によっ
て常胤は上総国と下総国を中心に､ 東北から九州まで全国に多数の所領を獲得し､ 幕府の中でも屈指の御家人
に成長しました｡

（４）室町時代から江戸時代〜人と物の行き交う交通の要衝として〜
下総の守護として大きな勢力を有していた千葉氏ですが､ 次第に一族内で争いを繰り返すようになり､ 康

こ う

正
しょう

元年（1455年）､ 当主であった千葉胤
た ね

直
な お

は館を攻められ敗れてしまいます｡ 後に拠点を本佐倉城に移していま
すが､ その後も､ 引き続き港町､ 妙見宮などの門前町として賑わいました｡

戦国期には勢力を拡大していた小田原北条氏に従うようになりますが､ 天
て ん

正
しょう

18年（1590年）､ 豊臣秀吉によ
る小田原攻めによって領主としての千葉氏は滅びました｡

江戸時代､ 市域は佐倉藩領や生実藩領､ 旗本領､ 寺社領に分かれていました｡ 佐倉藩領であった千葉のまち
は､ 登戸・寒川（中央区）の両港と江戸を結ぶ水運や､ 房総往還､ 佐倉街道などの街道が交わる要衝として繁
栄を続けました｡

（５）本格的な都市形成 〜千葉県の誕生〜
明治政府は､ 藩を廃止して県を置きましたが､ 明治6年（1873年）に千葉町に県庁が置かれ､ 千葉県が誕生

しました｡ 県庁設置後､ 総武鉄道千葉駅が開業するなど県内の政治の中心となり､ 次々と官庁や学校等の施設
が建てられ､ 官公吏や商人が移り住み､ 町は急激に発展しました｡ また､ 千葉町には公立の病院とともに医学
校が設置され､ ｢医療の町｣ としても知られました｡

千葉市のあゆみ2
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（６）戦前の海
稲毛海岸は千葉県内で最初に海水浴場が開かれた場所で､ 明治21年（1888年）に海

か い

気
き

館
か ん

が設立して以来保
養地として知られていました｡ 鉄道の開通により､ 東京からの日帰り観光地となり､ 海水浴や行楽客で賑わう
ようになりました｡ 特に､ 稲毛海岸の美しい海と松林は､ 多くの文人墨客にも愛されるとともに､ 遠浅の海岸
は潮干狩りの名所として人々に親しまれました｡

また､ 砂地の海岸は飛行機の滑走路としても使われたことから､ 稲毛海岸は ｢民間航空発祥の地｣ ともなっ
ています｡

（７）陸軍関係の学校・施設
明治41年（1908年）6月の交通兵旅団司令部と鉄道連隊第2大隊の椿森への移転以来､ 千葉市には陸軍歩兵

学校や気球連隊など多くの陸軍施設が置かれるようになりました｡ 特に中央区（椿森・弁天）や稲毛区（作草
部・天台・穴川・小仲台・園生）の台地には軍施設が多く､ その郊外には演習地も広がっていました｡

（８）千葉市誕生と県都としての近代化
大正10年（1921年）､ 千葉町が市制を施行して千葉市が誕生しました｡
昭和に入り､ 県都としての都市機能の充実が求められ､ 病院や銀行､ 市庁舎など様々な近代的な施設のさら

なる充実が図られました｡

（９）千葉空襲
太平洋戦争において､ 米軍は日本の地方都市を目標とした空襲を繰り返しました｡ 千葉市でも軍需工場のほ

か､多くの軍事施設があったため､2度の大きな空襲を受けました｡ 昭和20年（1945年）6月10日と7月7日（七
夕空襲）です｡

2度の空襲により､ 市街地の約7割（231 ha）が焼け野原となり､ 被害は死傷者1,595人､ 被災戸数8,904戸､
被災者41,212人に及びました｡

（10）戦後の復興と工業地帯の発達（千葉港の開港と川鉄の操業）
戦後､ 千葉市は復興への足掛かりを海岸埋立による工場誘致に求めました｡
昭和28年（1953年）に川崎製鉄が操業し､ 翌年の昭和29年（1954年）には千葉港が開港しました｡
特に､ 川崎製鉄千葉製鉄所と東京電力の進出は､ 日本の高度成長を支える京葉工業地域発展の先駆けとなり､

千葉市を消費都市から生産都市へと変容させ､ 戦後復興の原動力となりました｡

（11）近隣町村との合併
昭和29年（1954年）に千葉郡犢橋村を編入して以降､ 昭和44年（1969年）にかけて近隣町村を編入する

ことで､ 市域が広がり､ 現在のような多様な特性を有する市域が形成されました｡

（12）臨海部の埋め立て
戦後､ 消費都市から生産都市へと変容していく中で､ また､ 京葉臨海工業地帯への企業の進出により増加し

た人口急増対策として､ 海岸部では大規模な埋立事業が始まり､ その結果として自然の海岸線は消滅しました｡
そこで､ 昭和51年（1976年）､ かつての遠浅の海を再現しようと､ わが国初の人工海浜である ｢いなげの浜｣

が造成され､ 昭和56年（1981年）には､ 市制60周年を記念して市民参加による ｢磯の松原｣ の植樹が行われ
ました｡

稲毛から幕張にかけての浜は､ 日本一の長さを誇る人工海浜として､ 今も市民から愛され続けています｡
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（13）幕張新都心の誕生
平成元年（1989年）幕張メッセのオープンでスタートした幕張新都心は、先導的中核施設である幕張メッ

セの設置をはじめ、業務研究ビル、教育・研究施設や、ホテル・商業施設の誘致及び幕張ベイタウン、幕張ベ
イパーク（若葉住宅地区）での住宅整備の推進などにより、「職・住・学・遊」の複合機能の集積が進み、就
業者・居住者・就学者及び新都心への来訪者を合わせると、日々約23万人の人々が活動するまちとなっています。

特に幕張メッセは、日本初の本格的複合型コンベンション施設として多くの人々に愛され、日本経済の発展
に大きく寄与しています。

（14）政令指定都市への移行
政令指定都市調査室を設置し､ 以後､ 政令指定都市移行への準備を進めました｡ そして､ 平成3年（1991年）

10月18日､ 千葉市を政令指定都市に指定する政令が公布され､ 平成4年（1992年）年4月1日､ 6つの行政区
を有する政令指定都市としての千葉市が誕生し､ 大都市として新たな歩みを始めました｡

（15）国家戦略特区の活用
国家戦略特区は、国が定めた区域において、規制改革等の施策を総合的かつ集中的に推進することで、産業

の国際競争力を強化し、国際的な経済産業拠点の形成を図る制度です。千葉市においても、Society5.0 4 の実
現に向け、本制度を活用した特例事業の実施や都市部でのドローン 5 による宅配、自動運転モビリティ6 など
の新たな挑戦に取り組む企業等を支援しています。

4　�Society5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決
を両立する人間中心の社会であり、わが国が目指すべき未来社会の姿として国が提唱しているもの。

5　�ドローン：無人で遠隔操作や自動制御によって飛行できる航空機のこと。本市では、ドローン宅配の実用化や多分野でのビジネスモデルの
創出を進めている。

6　�自動運転モビリティ：運転者が行っている、認知、判断、運転操作といった行為の一部又は全部を、運転者の代わりにシステムが行う乗り物
のこと。
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現在約 98 万人もの人々が暮らす千葉市｡
はるか ｢縄文｣ の昔から､ 温暖な気候のもとに豊かな自然を受け継ぎながら､ この土地で先人たちが暮らし

を営み､ また､ 都市として発展していく中で築き上げられてきた､ 千葉市ならではの特性を有しています｡
これらの特性は､ 現在のわたしたちが享受している市民共通の財産であり､ また､ それらの組合せが本市を

東京圏の中でも稀有な存在としています｡
本計画では､ こうした未来に引き継いでいくべき ｢まちの宝｣ を明らかにし､ みんなで共有するとともに､

これからのまちづくりに活かしていきます｡

はるか ｢縄文｣ の昔から受け継ぐめぐみ豊かな自然
■日々の暮らしの中で享受できる ｢縄文｣ の昔から続く豊かな自然の恵み
■自然を大切にする人々の想いと行動

特性❶

千葉市には特別史跡である加曽利貝塚をはじめ､ 約120もの貝塚が集中しており､ その集積は数・規模とも
に全国を見ても群を抜いています｡ このことから､ 本市が古来より豊かな自然環境に恵まれ､ 2,000年以上も
の間､ 住環境が充実していたことの証左といえます｡

東京湾の豊かな恵みをもたらした海辺には現在も､ 3つの浜（いなげの浜､ 検見川の浜､ 幕張の浜）に日本
最長の人工海浜によるビーチが連なり､ 東京圏において貴重な浜辺を身近に感じることのできる空間が広がる
とともに､ 内陸部には緑豊かな里山､ 谷津田や肥沃な農地を有し､ 花見川や都川といった河川が内陸部と海辺
をつないでいます｡

このような豊かな自然に恵まれ､ 自然と共生しながら暮らしを営んできたわたしたちには､ 古代ハスの発掘・
開花や加曽利貝塚の保存活動､ 磯の松原の復元などに見られるように､ 文化や自然を大切にする心が脈々と受け
継がれています｡

千葉市の特性3

特別史跡加曽利貝塚 人工海浜
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なんでもそろう ･ なんでもできる利便性と
安らぎをもたらすゆとり
■市内でのあらゆる日常シーンへの対応を可能とする充実した都市機能
■職住近接がもたらす時間のゆとりと､ 身近な自然が生み出す空間のゆとり

特性❷

千葉市は、県都として、政令指定都市として、県内あるいは東京圏の行政・経済の中枢・中核を担い、３都心
（千葉都心、幕張新都心及び蘇我副都心）をはじめ、臨海部、内陸部の工業団地等に産業が集積しており、
こうした機能・産業の集積は、県内外から通勤者を集める豊富な働く場を創出しています。

こうしたことを背景に整えられた生活・教育・文化芸術・スポーツ等の機能や「場」の集積は、市外に出る
ことなく、充実した様々な消費生活や余暇時間をもたらし、職住近接の豊かな暮らしの実現を可能としています。

その一方で、市域の約半分を緑豊かな市街化調整区域が占め、内陸部には緑が広がり、都市部には公園やビー
チが所在するなど、遊ぶ・憩う・癒される・食す・学ぶなど様々な日常シーンで、豊かな自然と日常的にふれ
あえる機会が充実しています。

このような利便性の高さと日々身近に体感できる自然の魅力の共存は、時間のゆとりと空間のゆとり、「べ
んり」と「のどか」を両立させ、本市を豊かな、住みやすい「まち」に創り出しています。

YohaS2022 Blooming NIGHTS（千葉公園）

泉自然公園
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多様な交流が生み出す拠点性、拠点性がもたらす
多様な交流
■東京圏にありながらも、地勢的な環境に起因した独立性
■東京、房総各方面から海外まで、高い交通利便性が生み出す多様な交流

特性❸

千葉市は、古くから県内交通の要衝・房総各方面への「玄関口」として栄え、現在も、本市以東、以南を中
心とする周辺地域から多くの人々が働き、学び、買い物などに訪れる、県内随一の拠点性を有しています。

こうした豊かな自然と多彩な魅力を有する房総各方面の様々な地域とのつながりにより、東京圏の中にあり
つつも、本市を含むエリアは一定の独立した生活圏・経済圏を形成しています。

加えて、東京や房総各方面のみならず、東京圏にある２つの国際空港からほど近く、幕張新都心を有すること
によって、遠く海外までに及ぶ高い交通利便性を活かした多様な交流が本市で生み出されており、多くの人々
を惹きつける交流拠点としての役割を担っています。

千葉都市モノレール

幕張新都心
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おだやかで温暖な気候と交流により育まれる
懐の深い市民性
■温暖な気候と、まちの移り変わりにより生まれる交流の中で育まれてきた
　市民の柔軟さ

特性❹

千葉市は、内湾である東京湾に面し、黒潮の影響により温暖な気候に恵まれ、海と陸の交通の中継地として、
中世の時代から多くの人と物が行き交う商業のまちとして栄えてきました。

また、明治時代には、港町や小売商人の町から県内の政治の中心地として近代的な街並みが整備された都市
へと変容を遂げ、戦後、高度経済成長期には、大規模団地が次々と造成されるなど、全国各地から人口が流入
しました。

このように、房総の温暖な気候や立地環境を背景とした、人々が集まり、行き交う暮らしの中で、また大き
なまちの変化とともに歩んできた歴史を通じて、柔軟性がある懐の深い市民性が受け継がれ、本市で展開され
る多彩な活動の底流に息づいています。

通町門前市場夏祭り（通町公園）

昭和の森
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奈良原式四号機「鳳号」（1912年）

ドローン宅配実証実験
©株式会社A.L.I.Technologies

未来を拓く ｢挑戦都市｣ としての矜持
■パイオニアたちの挑戦を見つめ、支えてきたフィールド
■歴史を動かし、まちを転換する大胆さ

特性❺

千葉市は、日本で初めて民間飛行場が開設された場所であり、また民間航空機で初めて東京訪問飛行に成功
するなど、民間航空の先駆けとなった聖地でもあります。

また、第二次世界大戦の空襲で焼け野原となり、本市は戦後の復興への足掛かりを官民連携の先駆けとなっ
た海岸埋め立てによる工場誘致に求めました。中でも戦後初の民営大型銑

せ ん

鋼
こ う

一貫製鉄所となる川崎製鉄の誘致
は、本市を消費都市から生産都市に転換しただけでなく、日本の重工業が発展する礎を築きました。

その後も、文化財保護のあり方に大きな影響を与えた加曽利貝塚の保存活動のほか、幕張メッセにおける新
たな交流の創出や、国家戦略特区制度を活用した未来技術の実証など、その挑戦都市としての矜持は今もなお、
脈々と受け継がれています。
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第　 章3

1 現在の千葉市を取り巻く状況

現在の千葉市を取り巻く状況と
2040年を展望した重要な社会変化

千葉市を取り巻く環境が急速に変化し、不確実性が高まる中においても、中長期的な社会変化を踏まえ施策
を検討するとともに、社会変化に応じて柔軟に対応することが必要です。

ここでは、本市が持つ特徴や課題を明らかにするため、人口や産業構造などを概観するとともに、将来の
まちづくりの方向性を考えるうえで重要な人口の将来見通しと社会変化について整理します。

7　�圏域：一般的には、単独の行政区画を越えた複数の基礎自治体を包括する地域を指すが、本計画では、本市の以東、以南を中心とした本市
と経済、雇用などの面で関連の深い周辺自治体を含むエリアである、ちば共創都市圏と同意で用いている。

8　�推計人口：国勢調査の結果を基礎として、毎月の住民基本台帳の異動（出生・死亡・転入・転出など）を加減して算出したもの。

人口の推移（推計人口8 ）（千葉市）

（出典）千葉市

980,000

930,000

880,000

830,000

780,000

(人)

906,239

963,682
977,306

836,594

（各年 1月 1日現在）

19921992 19971997 2022202220172017201220122007200720022002

■総人口の推移
・総人口は平成以降、安定的に増加。

● 本市の総人口は、安定的に増加。
● 自然増減（出生数と死亡数）は、平成26年（2014年）以降８年連続で減少し、年々減少幅が拡大。
● 社会増減（人口転入数と転出数）は、近年プラスを維持。
● �千葉市の人口は、主に市以東、以南の地域からの転入により支えられてきたが、これらの地域では

既に人口減少が始まっており、本市の活力を維持するためには、本市単独ではなく、周辺都市まで
を含めた圏域7全体の人口維持・増加を考えることが必要。

（１）人口の動き
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（出典）千葉市

（出典）千葉市

■自然動態（出生・死亡）
・出生者数が死亡者数を上回っていたが、平成25年（2013年）を境に逆転。
・死亡者数が年々増加し、出生者数は年々減少。その差は拡大傾向にある。

■人口の転出入
・近年、マンション開発が続いており、これが主な要因として社会増が続いている。

自然動態（千葉市）

社会動態（千葉市）
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・本市への転入は県内からが中心であり、主に以東、以南の都市によって人口が支えられている。
・�これまで、東京方面へは転出超過が続いていたが、新型コロナウイルス感染症の影響により令和3年

(2021年）は、東京都東部及び千葉県北西部からの転入が増加するなど、転入超過・転出超過の状況に
変化が生じている。

主な転入超過・転出超過の状況（令和3年〔2021年〕）

東金市
180人
東金市
180人

八街市
49人
八街市
49人

成田市
170人
成田市
170人印西市

27人
印西市
27人

四街道市
389人
四街道市
389人

八千代市
159人
八千代市
159人船橋市

326人
船橋市
326人

市川市
466人
市川市
466人

江戸川区
247人
江戸川区
247人

立川市
25人
立川市
25人

川崎市多摩区
28人

川崎市多摩区
28人

横浜市戸塚区
30人

横浜市戸塚区
30人

横須賀市
32人
横須賀市
32人

市原市
423人
市原市
423人

流山市
74人
流山市
74人

さいたま市北区
27人

さいたま市北区
27人

葛飾区
39人
葛飾区
39人

江東区
192人
江東区
192人 浦安市

342人
浦安市
342人

習志野市
185人
習志野市
185人

（出典）令和３年（2021年）住民基本台帳移動報告（総務省）

凡例
　転入超過 

　転出超過 
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千葉市からの通勤流動の推移（平成27年〔2015年〕から令和２年〔2020年〕）

（出典）平成27年、令和２年（2015、2020年）国勢調査（総務省）

千葉市民の通勤流動（人）
　　  0 〜   3,000
  3,001 〜   5,000
  5,001 〜 10,000
10,001 〜 30,000
30,001 〜

市内通勤者　239,609人（59.0%）（2015年比+2,417人）
市外通勤者　166,757人（41.0%）（2015年比▲4,819人）

15歳以上就業者
406,366人

(2015年比▲2,402人)

埼玉県
1,902人（0.5％）
(2015年比▲17人)

東京都
81,526人（20.1％）

(2015年比▲5,856人)

神奈川県
2,907人（0.7％）

(2015年比▲348人)

県内他市町村：78,740人（19.4%）
　　　　  （2015年比　+2,417人）
うち船橋市：13,537人(▲277人)
　　市原市：11,778人(＋857人)
　習志野市：  8,984人(＋397人)
　　市川市：  6,378人(＋229人)
　　浦安市：  5,337人(▲  30人)
　四街道市：  4,375人(＋  51人)
　八千代市：  4,222人(▲274人)
　　佐倉市：  3,672人(＋243人)
　　成田市：  3,093人(＋  86人)
　　茂原市：  2,084人(＋130人)

9　�昼夜間人口比率：常住人口（夜間人口）を100とした時の昼間人口の値を指す。国勢調査では、常住人口（夜間人口）に通勤・通学による
流入、流出を加味した昼間人口を算出している。

（２）人の流れ

● �千葉市は、いわゆるベッドタウンというイメージとは異なり、職住近接かつ、広域的な仕事や学び
の場として高い拠点性を有している。

 ■通勤流動と昼夜間人口比率 9 
・市民の通勤先は、市内が59.0％と過半数を超える一方、東京への通勤者は20.1％にとどまる。
・市外からの通勤者は、県内近隣都市が中心である。（船橋市、市原市、習志野市、市川市など）
・�昼夜間人口比率は、中央区（122.3％）、美浜区（115.8％）を中心に広域的な雇用の場を提供しており、

市全体では98.1％と首都圏政令市で最も高い。
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千葉市外からの通勤流動の推移（平成27年〔2015年〕から令和２年〔2020年〕）

東京圏の昼夜間人口比率 

（出典）平成27年、令和２年（2015、2020年）国勢調査（総務省）

（出典）令和２年（2020年）国勢調査（総務省）

市外から千葉市への通勤者数（人）
　　   0 〜   1,000
  1,001 〜   3,000
  3,001 〜   5,000
  5,001 〜 10,000
10,001 〜

埼玉県：3,447人
(2015年比▲245人)

東京都：12,360人
(2015年比+314人)

神奈川県：2,370人
(2015年比▲369人)

市外からの通勤者：144,048人
　　　　(2015年比▲4,069人)

   県内他市町村：123,766人(▲3,116人)
うち市原市：19,518人（▲649人）
　　船橋市：16,335人（+ 741人）
　四街道市：11,212人（▲197人）
    習志野市：  9,654人（+ 554人）
　八千代市：  6,942人（+ 502人）
　　佐倉市：  6,869人（▲464人）
　　市川市：  6,081人（+ 430人）
　　茂原市：  4,596人（▲335人）
大網白里市：  4,277人（▲  34人）
　　八街市：  3,815人（▲625人）

昼夜間人口比率（％）
　　  0 〜    90.0
    90.1 〜 100.0
  100.1 〜 110.0
  110.1 〜 120.0
  120.1 〜
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■地域経済循環 
・生産面では、第３次産業の付加価値額が最も多い。
・�所得面では、市民は所得の多くを域内産業から得ており、また、市外からの所得割合（12.8％）は、

首都圏政令市の中で比較的少ない。
・�支出面では、市民等による消費によるところが大きく、また、市外住民による支出の割合（8.0％）は、

首都圏政令市の中で比較的多い。

（出典）環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）
地域経済循環分析　http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html

　千葉市の地域経済循環図（平成30年〔2018年〕）

地域経済循環率 所得：41,520億円

5,307億円（12.8%）

36,213億円（87.2%）

地域内への分配 地域外からの流入

支出：36,213億円

3,317億円（8.0%）

32,896億円（79.2%）

地域内での支出 地域外からの流入

生産：36,214億円

31,076億円（85.8%）

5,076億円（14.0%）
62億円（0.2%）

第1次産業 第2次産業 第3次産業

87.2%

● 千葉市の地域経済循環率は、首都圏政令市の中で相対的に高く、市内において経済が循環している。
● �産業構造は、概ねバランスが取れているが、特に第３次産業の比重がやや高く、製造業がやや低く

なっている。
● �産業別域外収支では、本市の経済発展を支えてきた鉄鋼が域外から稼いでおり、域内産業へ大きな

経済波及効果をもたらしている。
● �鉄鋼の他、情報通信業や飲食料品等を中心とした多様な産業の育成・集積を図り、域外収入を稼ぐ

手段の多様化を図ることが必要。

（３）経済と産業の動向
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■産業構造
・�従業者数の特化係数10 を見ると、「金融・保険」、「教育・学習支援」、「学術研究」、「情報通信」がやや高

く、製造業がやや低い。
・�付加価値額の特化係数で見ると、平成24年（2012年）と比較し、「学術研究」、「電気・ガス」が大幅に

低下している。
・全体として、概ね産業構造のバランスがとれていることが特徴的。

産業大分類別従業者数の特化係数
（千葉市）

産業大分類別付加価値額の特化係数
（千葉市）

（出典）平成24、28年（2012、2016年）経済センサス‐活動調査（経済産業省）

2012

2016

G 情報通信G 情報通信

H 運輸・郵便H 運輸・郵便

I 卸・小売I 卸・小売

F 電気・ガスF 電気・ガス

J 金融・保険J 金融・保険
L 学術研究L 学術研究

M 宿泊・飲食M 宿泊・飲食

K 不動産業K 不動産業

N 生活関連N 生活関連

O 教育・学習支援O 教育・学習支援

D 建設業D 建設業

E 製造業E 製造業Q、R その他の
サービス

Q、R その他の
サービス

P 医療・福祉P 医療・福祉

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

2012

2016

G 情報通信

H 運輸・郵便

I 卸・小売

F 電気・ガス

J 金融・保険L 学術研究

M 宿泊・飲食

K 不動産業

N 生活関連

O 教育・学習
支援

D 建設業
E 製造業

Q、R その他の
サービス

P 医療・福祉

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

10　�特化係数：従業者数や付加価値額の構成比÷全国の構成比のこと。特化係数が「1.0」を超える産業分野では、他地域より多くの企業等が
地域内にまとまっていると考えられ、産業が集積していると評価できる。
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■産業別域外収支
・鉄鋼の移輸出率が高い水準となっており、域外から稼ぐ産業の中心。
・�化学製品・飲食料品は、移輸出率、移輸入率11ともに高い水準であり、本市において重要な産業となっ

ている。

（出典）平成27年（2015年）千葉市産業連関表

11　�移輸出率、移輸入率：市内で生産された商品が市外へ販売されることが移輸出であり、市内の生産額に占める移輸出額の割合を移輸出率
という。市外で生産された商品を市内へ購入してくることが移輸入であり、市内需要に占める移輸入の割合を移輸入率という。

移輸出率と移輸入率

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
0        10　    20       30       40       50       60       70       80       90     100

移輸出率（%）

移輸入率（%）

不動産不動産

商業商業

対事業所サービス対事業所サービス

鉄鋼鉄鋼

飲食料品飲食料品

農林漁業農林漁業

化学製品化学製品

輸送機械輸送機械

鉱業鉱業

電力・ガス・熱供給電力・ガス・熱供給
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2 2040年を展望した重要な社会変化

（１）人口の変化

①総人口の減少

■想定される変化
● 総人口は2020年代前半（975千人）をピークに減少
● 2020年比　2030年：▲12.1千人（▲1.24％）
　　　　　　  2040年：▲51.8千人（▲5.31％）
● 世帯数は2030年（461.8千世帯）をピークに減少に転ずる
● １世帯当たりの平均世帯人員は年々減少し、単身世帯が増加する

■変化に伴う影響と問題点
● 空き家、空き地の増加　→　まちの魅力の低下、治安悪化の懸念
● 公共施設・インフラの需要減、公共交通の利用者減　→　地域生活を支える都市機能の衰退
● 市場規模の縮小　→　民間サービスの縮小
● 単身世帯の増加　→　社会とのつながり希薄化、孤立死

■対応すべき課題
● 一定の区域における人口密度の維持、空き家・空き地の有効活用
● 公共施設・インフラの適切な維持管理等
● �公共交通サービスの維持、地域における移動手段の確保、自動運転、MaaS12 等の促進　
　→　人や企業が集まる魅力あふれる都市空間の形成
● インバウンド13 など交流人口の増加による産業振興と賑わいの創出
● 地域包括ケアシステムの構築・強化、地域コミュニティの維持

・�我が国の総人口は、平成22年（2010年）の1億2,806万人をピークに既に減少局面に入りました。これまで
増加を続けてきた本市も、2020年代前半をピークに減少に転ずる見通しとなっています。

・�一方、人口減少に転じた後も世帯数は増加し、令和12年（2030年）にピークを迎える見通しとなってい
ます。また、１世帯当たりの平均世帯人員は年々減少し、2060年には２人を下回ることが見込まれます。

・�今後、総人口が減少していく中で、まち、地域社会の状況を見渡してみると、空き家・空き地の増加による
地域の魅力低下・治安悪化が懸念されています。

・�また、人口規模縮小に伴う需要の減少は、公共施設・インフラの維持更新や統廃合、公共交通サービスの衰
退、民間サービスの撤退など様々な分野に影響を与え、都市の利便性・快適性の低下も懸念されます。

・�特に高齢者の単身世帯が増加することにより、必要な行政サービスが行き届かないなど、社会から孤立する
高齢者が増えるおそれがあるため、地域での見守り体制の充実が一層必要となります。

・�町内自治会などの地縁組織の担い手が不足し、共助機能の低下や地域の祭りといった地域活動の縮小、住民
同士の交流機会の喪失により、地域の賑わいや愛着が失われていくことも生じかねません。

12　�MaaS：Mobility as a Serviceの略称｡地域住民や旅行者一人ひとりのトリップ単位での移動ニーズに対応して､複数の公共交通やそれ以外
の移動サービスを最適に組み合わせて検索･予約･決済等を一括で行うサービスのこと｡

13　�インバウンド：一般的に訪日外国人旅行のこと。訪日外国人が消費をすることによる経済効果が期待される。
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・�適切な土地利用誘導や空き家・空き地の有効活用により、居住を促進する区域における人口密度を維持しつつ、
既存公共交通サービスの持続性を高め、さらに自動運転技術の実用化やMaaSの促進などにより、快適な都
市空間を形成していくことが必要となります。

・�加えて、インバウンドを含めた交流人口の増加により、地域経済の活性化を図ることも必要です。

14　�将来人口推計：将来の出生、死亡及び国際人口移動について仮定を設け、これらに基づいて将来の人口規模並びに年齢構成等の人口構造の推
移について推計したものであり、本市ではコーホート要因法により推計している。ここでは、現状のまま推移すると仮定し、推計している。

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（千人）
50%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

50%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

75歳以上
65-74歳
15-64歳
15歳未満
高齢化率

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070

975.0

124.9124.9

602.1602.1 603.0603.0 587.5587.5 555.5555.5
514.7514.7 490.3490.3 474.9474.9 461.5461.5 442.8442.8 415.8415.8 391.6391.6

111.6111.6 104.3104.3 99.899.8 100.3100.3 98.198.1 93.393.3 86.286.2 79.979.9 75.775.7 73.573.5 71.771.7

101.7101.7 103.6103.6 123.1123.1
140.9140.9 132.1132.1

109.1109.1 97.097.0
95.795.7 103.5103.5

104.6104.6

165.3165.3 172.0172.0 167.8167.8 169.5169.5 183.4183.4
204.2204.2 208.7208.7 202.4202.4 190.9190.9

184.0184.0

974.3 962.9962.9 946.7946.7 923.2923.2 899.1899.1 874.4874.4
847.1847.1136.4136.4

816.6816.6
783.7783.7

751.9751.9

26.8% 27.4% 28.6%
30.7%

33.6%
35.1%

35.8% 36.1%

36.5% 37.6% 38.4%

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）

将来人口推計 14（基本推計）（千葉市）

年齢４区分別人口の増減指数（基本推計）（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）
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各区別人口の見通し（基本推計）（千葉市）

世帯数及び平均世帯人員の見通し（基本推計）（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）
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中央区
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美浜区

177.3177.3
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31



②生産年齢人口の減少

■想定される変化
● 生産年齢人口（15-64歳）は継続的に減少、2040年には約15%減
● 2020年比 2030年：▲14.6千人(▲  2.42%)
　　　　   　2040年：▲87.4千人(▲14.52%)

■変化に伴う影響と問題点
● 経済・公共の担い手が減少　→　生産力低下・税収減、市民サービス低下

■対応すべき課題
● 多種多様な人材が活躍できる環境づくり
● 多様な主体の横断的連携の強化、役割分担の最適化
● テクノロジーの活用による生産性向上・働き方改革

・�分野を問わず生産活動に携わる労働力不足が深刻化し、経済活動・公共サービスの担い手の減少により、企
業の生産力や収益が悪化し、このことが国や地方公共団体の税収減につながるとともに、道路や建物などの
インフラの維持や、市民に身近な各種生活関連サービスの提供にも影響することが懸念されます。

・�人口減少下においても、これまでの社会経済活動を維持するとともに、今まで以上に新たな価値の創造や生
産性を向上させることにより、より豊かな社会を構築していくため、多様性を活かしたインクルーシブ15 な
まちづくりの推進や働き方改革、学び直しの充実など、市民をはじめとする多様な主体が、それぞれの特長
や個性を活かし、活躍できる環境整備が求められています。

・�「人」という限られた資源の効果を最大限に発揮するため、地域・団体・企業・大学等・行政など多様な主
体の横断的な連携強化と役割分担の最適化が必要です。

・�また、IoT、AIなどテクノロジーの積極的な活用による生産性の向上や、テレワーク16 など多様で柔軟な働
き方の推進が必要となります。

15　�インクルーシブ：包摂的な、包み込むという意味。「誰もが孤立したり、排除されたりしないよう援護し、一人ひとりを社会の構成員として
包み、支え合う」という理念のこと。

16　�テレワーク：ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方のこと。

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

32



生産年齢人口の見通し（基本推計）（千葉市）

年齢４区分別外国人人口の推移（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）

（出典）住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（総務省） に基づき作成
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③高齢者人口の増加

■想定される変化
● 高齢者人口（65歳以上）は継続的に増加、ピークは2045年の見込み
● 2020年比

75歳以上： 2030年：＋35.6千人（＋26.10%）
　　　　  　2040年：＋33.1千人（＋24.27%）※ピーク2055年
65~74歳：2030年：▲21.3千人（▲17.05%）
　　　　  　2040年：＋16.0千人（＋12.81%）※ピーク2040年

■変化に伴う影響と問題点
● 老老介護や孤立死、介護人材不足の深刻化
● 社会保障関係事業費の増加　→　制度・サービスの持続性に影響のおそれ

■対応すべき課題
● 年齢に関わらず健康で活躍できる環境づくり
● 地域を中心とした持続可能なケア体制の構築・強化

・�高齢化の一層の進行に伴い、家庭内介護における老老介護や独居高齢者の孤立死、介護人材の不足など、既に
顕在化し始めている課題の深刻化が懸念されます。

・�また、高齢者人口の増加に伴う社会保障費の増により、現在の制度やサービス水準の持続性に影響が生じる
おそれもあります。

・その一方で、健康寿命の延伸に伴い、健康で元気な高齢者が増加することも予測されます。
・�自らの生きがい創出はもとより、地域社会や地域経済の活性化に向け、高齢者の就業を含め、年齢に関わら

ず健康で活躍できる環境づくりが必要です。
・併せて、高齢者が安心して暮らせる、地域を中心とした持続可能なケア体制の構築・強化が不可欠です。

高齢者人口の見通し（基本推計）（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）
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④年少人口の減少

■今後想定される変化
● 年少人口（15歳未満）は継続的に減少
● 2020年比　2030年：▲11.8千人（▲10.57％）
　　　　　　  2040年：▲13.5千人（▲12.10％）

■変化に伴う影響と問題点
● 次世代を担う人材の先細り　→　国や地域の魅力・活力の低下

■対応すべき課題
● 希望する者が安心して結婚し、出産・子育てできる環境の充実
● �デジタル技術が加速度的に進展し、価値観が変化・多様化する社会で活躍するために必要な
　能力の育成

・�我が国の将来の経済・社会活動を担い、未来の社会づくりを先導する人材が徐々に先細り、国や地域社会の
魅力・活力が低下していくおそれがあります。

・�千葉市においても、出生数は年々減少傾向にあり、また、子育て世帯の転出により、出生数の減少に拍車を
かける状況も懸念されます。

・�社会全体の活力を維持するため、希望する者が、経済的な不安等を解消して結婚できるようにするととも
に、子どもを産み・育てたいと思う人が、安心して出産・子育てしやすい環境を整備するなど、市内外から
選ばれるまちづくりが必要です。

・�また、非認知能力17 や様々なデータを活用し、新たな価値を生み出す能力（データサイエンス力）など、こ
れまで以上に価値観が多様で、変化が激しく、そして、デジタル技術の進展に伴い、構造変革が進むであろ
う社会で活躍していくために必要な能力の育成が不可欠です。

17　�非認知能力：意欲、協調性、粘り強さ、忍耐力、計画性、自制心、創造性、コミュニケーション能力など、測定できない個人の特性による
能力のこと。

年少人口の見通し（基本推計）（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）
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（２）災害等リスクの増大

■今後想定される変化
● 地球温暖化に伴う気候変動リスクの増大
● 首都直下地震の切迫性
● 新型コロナウイルス等感染症拡大リスクの増大

■変化に伴う影響と問題点
● 風水害等の増加、生態系変化による食料不足など
● 人的被害、火災や建物倒壊、液状化、インフラ麻痺、物資不足等甚大な被害
● 医療体制にとどまらず、社会生活や地域経済に大きな打撃
● 過密都市・グローバル経済の脆弱性が顕在化

■対応すべき課題
● 脱炭素社会の実現に向けた仕組みづくり
● 地球温暖化の抑制に向けた危機意識の共有と意識・行動変容の促進
● 災害に強いまちづくりの推進
● �新しい生活様式の浸透やゆとりある空間利用、経済活動のリスク分散など、感染症に対応した
　まちづくりの推進

①地球温暖化による影響
・�近年、人間活動の拡大に伴い、CO2、メタン等の温室効果ガスが大量に大気中に排出され、地球温暖化が進

行しています。
・�今後対策を講じなかった場合、極端な降水や破壊的台風の発生、海面の上昇、農作物の生育不良や漁獲量の

減少など、気温上昇に伴う影響が深刻化することが懸念されます。
・�日本政府による、いわゆる2050年カーボンニュートラル18 宣言を踏まえ、将来的な地球温暖化の緩和を図

るため、SDGsや温室効果ガス、廃棄物量の排出ゼロを目指す（ゼロエミッション）などの観点から、省エ
ネルギーや再生可能エネルギー19 等の脱炭素化投資を進めるとともに、危機意識の共有と一人ひとりの意
識・行動変容を促し、持続可能な社会の実現に向け取り組むことが重要です。

・�同時に、令和元年の台風・大雨により次々と被災し甚大な被害を受けた経験を教訓として活かし、風水害等
の発生に備え、ソフト・ハード両面からの災害に強いまちづくりの推進が不可欠です。

18　�カーボンニュートラル：二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量と森林などによる吸収量との差し引きが全体としてゼロになるこ
と。千葉市では2020年11月20日に「千葉市気候危機行動宣言」を公表し、2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指している。

19　�再生可能エネルギー：太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱、その他の自然界に存する熱、バイオマスなど、エネルギー源とし
て永続的に利用することができるもの。
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世界平均地上気温の変化

千葉市直下地震における想定震度（地震の揺れやすさ）

（出典）令和３年版 環境・循環型社会・生物多様性白書（環境省）

（出典）千葉市地震・風水害ハザードマップ
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②首都直下地震
・千葉市を含む首都圏は、マグニチュード７クラスの地震が発生する可能性が高いとされています。
・�首都直下地震が発生した場合、首都中枢機能への影響や、建物被害やライフライン被害に伴う膨大な被災者

の発生、深刻な交通麻痺に伴う帰宅困難者の発生などが強く懸念されます。
・�そのため、平時から市民一人ひとりが防災・減災の観点から備えを進めるとともに、地域特性を踏まえたう

えで、大規模地震が発生しても機能不全に陥らない、迅速な復旧・復興が可能な地域社会づくり、まちづく
りが必要です。

20　�RCP：Representative Concentration Pathwaysの略称。代表的濃度経路のこと。今後、世界全体で排出する温室効果ガス排出量の増減
により、気候変動の予測や影響評価を行うためのシナリオで、RCPに続く数値が大きいほど2100年における地球温暖化を引き起こす効果
が大きいことを意味する。

揺れやすさ（想定震度）
 　6強
 　6弱
 　5強
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③新型コロナウイルス等感染症拡大リスクの増大
・�令和２年（2020年）、新型コロナウイルス（COVID－19）は、グローバルな移動環境を背景に、短期間で

世界中に伝播し、人口・都市機能の集中する大都市を中心とした感染拡大や、グローバルサプライチェーン21

の分断による経済活動の停滞など、過密都市やグローバル経済の感染症に対する脆弱性が顕在化しました。
・�こうした課題を克服し、しなやかで質の高い社会経済を構築していくためには、医療体制の充実はもとよ

り、企業等がリスク対応力の強化を図るほか、デジタルトランスフォーメーション22 を幅広く推進し、テレ
ワークや在宅勤務、時差出勤などの新しい働き方の普及・浸透も含め、「新たな日常」を通じた、社会経済
活動・行政活動の一層の効率化を進めていくことが必要です。

・�コロナ禍における東京都との人口移動を見ると、これまで一貫して転出超過であった傾向に変化が生じてお
り、職住近接の暮らしや日常的にふれあえる豊かな自然などの特性を有する本市は、感染拡大防止と社会・
経済活動の両立という社会課題に対応するうえで高い優位性を持つと考えられます。

・�これらの特性や優位性を活かすとともに、テクノロジーも活用しながら、感染症リスクに対応した新たなラ
イフスタイルを支えるまちづくりを推進することが必要です。

21　�グローバルサプライチェーン：商品や製品が消費者の手元に届くまでの、調達、製造、在庫管理、配送、販売、消費といった一連の流れ
（サプライチェーン）の仕組みを国内にとどまらず、海外も含めて実施すること。

22　�デジタルトランスフォーメーション：企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズ
を基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の
優位性を確立すること。
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（３）テクノロジーの進展

■想定される変化
　 ● AIをはじめとするテクノロジーの発展が加速
　 ● 幅広い分野におけるAIなどの社会実装が進み、Society5.0に向けた本格的なデジタル社会に移行

■変化に伴う影響と問題点
● 経済活動や社会の規範、価値観・ライフスタイルなど広範囲で変化
● 生産性の向上、インクルーシブな社会の実現など社会課題の解決への期待

■対応すべき課題
● 幅広い主体の連携によるスマートシティ23 の推進
● 行政・企業等のデジタル化24 の推進、データの横断的活用の推進
● デジタルデバイド25 対策の推進

・�今後、テクノロジーの発展とともに幅広い分野におけるAIなどの社会実装が進み、Society5.0に向けた本格
的なデジタル社会に移行していくことが想定されます。

・�経済活動や社会の規範、人々の価値観・ライフスタイルなど広範囲で変化が加速する中、テクノロジーは生
産性向上やインクルーシブな社会の実現など、社会課題を解決・緩和し、質の高い社会を実現し得る、より
一層、重要なツールとなります。

・�そこで、市民一人ひとりが自分に最適な暮らしを実感でき、多様な主体が地域課題の解決や新たな価値の創
造に取り組むことができる社会の実現に向けて、テクノロジーの効用を最大限発揮させる必要があり、その
ためには、幅広い主体の連携によるスマートシティの推進とともに、すべての市民がデジタル化の恩恵を享
受できるよう、ソフト・ハードの両面から環境を整備することが求められています。

・�この推進にあたっては、行政・企業等のデジタル化や、より効果的な政策立案、すべての人に利用しやすい
サービス提供のため、各主体が有するデータの横断的活用が重要となります。

・�また、テクノロジー活用を前提とした関係法の整備促進や個人情報保護、サイバーセキュリティ26 の確保な
ど、新たな社会課題への対応が必要です。

23　�スマートシティ：都市の抱える諸課題に対して、デジタル技術等を活用して、マネジメント（計画、整備、管理・運営等）が行われ、全体
最適化が図られる持続可能な都市又は地区のこと。

24　�デジタル化：デジタル技術の進化により様々なヒト・モノ・コトの情報がつながることで、利便性の高い新たなサービスやビジネスモデル、
プロセスの高度化を実現すること。

25　�デジタルデバイド：インターネットやパソコン等のデジタル技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差のこと。
26　�サイバーセキュリティ：電子データの漏えい・改ざん等や、期待されていた情報通信システムや制御システム等の機能が果たされないと

いった不具合が生じないよう、必要な措置が講じられ、適切に維持管理されること。
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Society 5.0で実現する社会

（出典）内閣府ホームページ
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（４）持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けて

■SDGsとは
　● 「持続可能な開発のための2030アジェンダ 27 」
　　�「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現のため、17のゴール・169のターゲット

から構成する持続可能な開発目標（SDGs）を設定

■日本におけるSDGsの背景
● 大量生産・大量消費・大量廃棄型のライフスタイル、経済活動の拡大
　→　地球温暖化による気候変動や自然災害の発生
　　　貧困、経済的格差の拡大など、様々な経済・社会問題の顕在化　など

■対応すべき課題
● �持続可能な開発のため、環境・社会・経済の３つの側面を不可分のものとして調和させ、取り組む

ことが重要。
● SDGsの達成には、行政を含む多様なステークホルダー 28 の連携・協力が必要。

・�持続可能な開発目標（SDGs）とは、平成27年（2015年）９月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」にて定められた2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標の
ことです。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」ことを誓っています。

・�我が国においても、戦後、日本経済は飛躍的な発展を遂げ、大量生産・大量消費・大量廃棄を前提としたラ
イフスタイルが定着し、経済活動の拡大とともに、わたしたちは物質的な豊かさを享受してきました。

・�しかし近年、わたしたちの住む地球環境は気候変動、自然災害、感染症、生物多様性の喪失などといった問題に
直面しており、また、少子高齢化をはじめ、ひとり親家庭の貧困や経済的格差の拡大、ジェンダー29 不平等、
ひきこもり、自殺などの様々な社会課題にも直面しています。

・�このように、様々な側面で顕在化している問題に対応し、持続可能でよりよい世界を実現していくために
は、環境・社会・経済の３つの側面を不可分のものとして調和させ、行政を含む様々なステークホルダーが
連携・協力しながら相乗効果を生み出し、持続可能な開発に取り組んでいくことが必要です。

27　�持続可能な開発のための2030アジェンダ：2001年に策定されたミレニアム開発目標の後継として国連サミットで採択された、2016年
から2030年までの国際目標のこと。

28　�ステークホルダー：利害関係者のこと。国のSDGs実施指針は、主なステークホルダーとして、企業、市民、消費者、教育機関、地方自治体
等を例示している。

29　�ジェンダー：人間には生まれついての生物学的性別（セックス）がある。一方、社会通念や慣習の中には、社会や文化によって作り上げら
れた「男性像」、「女性像」があり、このような男性、女性の別を「社会的・文化的に形成された性別」（ジェンダー）という。
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目標 1［貧困］
あらゆる場所あらゆる形態の
貧困を終わらせる。

●持続可能な開発目標（SDGs）の詳細

目標 2［飢餓］
飢餓を終わらせ、食料安全保障
及び栄養の改善を実現し、
持続可能な農業を促進する。

目標 10［不平等］
国内及び各国家間の
不平等を是正する。

目標 3［保健］
あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促進する。

目標 11［持続可能な都市］
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。

目標 4［教育］
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する。

目標 12［持続可能な消費と生産］
持続可能な消費生産形態を確保する。

目標 5［ジェンダー］
ジェンダー平等を達成し、
すべての女性及び女児の能力強化を行なう。

目標 13［気候変動］
気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。

目標 6［水・衛生］
すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。

目標 14［海洋資源］
持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を保全し、
持続可能な形で利用する。

目標 7［エネルギー］
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的なエネルギーへの
アクセスを確保する。

目標 15［陸上資源］
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、
持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに
土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。

目標 8［経済成長と雇用］
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の
完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する。

目標 16［平和］
持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、すべての人々に司法への
アクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて
効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

目標 9［インフラ、産業化、イノベーション］
強靭（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進
及びイノベーションの推進を図る。

目標 17［実施手段］
持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する。

（出典）持続可能な開発のための2030アジェンダと日本の取組（外務省）
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第　 章4

まちづくりの基本方針
様々な社会変化に的確に対応を図りながら、千葉市ならではの特性を活かし、より豊かな暮らしに向けたまち

づくりを進めるため、基本方針を定めます。
わたしたちが目指す目標として、「みんなで目指す未来の千葉市」を定めるとともに、「未来のまちづくりに

向けた戦略的視点」、「目指すべき都市構造」、「目指すべき区の姿」及び「まちづくりを進める力」を示します。

政策分野における展開（まちづくりの総合8分野）

「まちづくりの基本方針」の概要

みんなで目指す未来の千葉市
みんなが輝く　都市と自然が織りなす・千葉市

千葉市の特性（第2章）
１　はるか「縄文」の昔から受け継ぐめぐみ豊かな自然
２　なんでもそろう・なんでもできる利便性と安らぎを

もたらすゆとり
３　多様な交流が生み出す拠点性、拠点性がもたらす多様

な交流
４　おだやかで温暖な気候と交流により育まれる懐の深い

市民性
５　未来を拓く「挑戦都市」としての矜持

2040年を展望した社会変化（第3章）
１　人口の変化
（１）総人口の減少
（２）生産年齢人口の減少
（３）高齢者人口の増加
（４）年少人口の減少

３　テクノロジーの進展
AIをはじめとするテク
ノロジーの発展が加速

２　災害等リスクの増大
（１）地球温暖化による影響
（２）首都直下地震
（３）新型コロナウイルス等

感染症拡大のリスク

４　持続可能な開発目標
　 （SDGs）への対応

❶100年先に引き継ぐ　持続可能なまちづくり
●縄文から受け継ぐ「自然と共生する」精神を活かした、SDGs達成に向けた取組みの推進
●みんなの力を活かした、災害に強い、安全・安心なまちづくり

❷ゆとりを生み・活かす　創造的なまちづくり
●職住近接を活かしたゆとりある暮らしづくり
●市民が快適な暮らしを実感できるスマートシティの推進
●成熟社会を豊かにする次代を担うひとづくりと文化芸術・スポーツのまちづくりの推進

❸世界とつながる　多様性を活かしたインクルーシブなまちづくり
●市民一人ひとりが属性に関わらず自分らしく活躍できる地域社会づくりの推進
●「誰一人取り残さない」セーフティネットの構築
●市民の懐の深さとオリンピック・パラリンピックのレガシー を活かした共生社会づくりの推進

❹都市機能の集積を活かした　地域経済・社会の活性化
●挑戦都市としての矜持を持ち、次の時代のトレンドを創出
●雇用・商業・観光の拠点として、圏域の中心的な役割を果たすまちづくり
●地域特性を活かした広域連携の推進

戦略的視点の面的展開＝目指すべき都市構造・目指すべき区の姿

●多様な主体の一層の連携により「みんな」で進めるまちづくり
●公共私の役割分担の見直しと市民主体のまちづくりを支える仕組みづくり
●多様な主体が社会課題の解決に挑戦できる環境づくり

まちづくりを
進める力

未来のまちづくりに向けた戦略的視点未来のまちづくりに向けた戦略的視点
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1 みんなで目指す未来の千葉市
より豊かな千葉市の実現に向け、千葉市ならではの特性や中長期的な社会変化を踏まえ、

多様な主体が共有し、ともにまちづくりを進めるための指針として、みんなで目指すべき10年後の

未来の千葉市の姿を定めます。

●�わたしたちの今の暮らしは、悠久の歴史の中で先人たちが培ってきた土台の上にあります。

●��今を生きるわたしたちには、このまちの豊かさ、魅力をさらに高め、未来の市民によりよい形で引き継げる

よう努める責務があります。

●��次の100年先の未来を見据えた、10年後に実現しているべき本市の姿は、市の特性である「自然」、「利便性・

ゆとり」、「拠点性・交流」を活かし、都市の活力と自然の潤いが織りなす、新たな価値が生まれるまちです。

●�また、本市に住まい、活動する人々が、年齢・性別・国籍・障害の有無などに関わらず、生涯を通じて学び、

成長を続けることで、一人ひとりの個性を活かし自分らしく活躍できるとともに、多様な主体がつながり

連携しあうことで、未来に向けて輝き続けるまちです。

●�このようなまちの実現に向けて、みんなが同じゴールを目指してまちづくりに関わっていけるよう、目指す

べき10年後の本市の姿を「みんなが輝く　都市と自然が織りなす・千葉市」と定めます。

●�この目指すべき姿をみんなで共有し、ともにまちづくりに取り組んでいきます。

みんなが輝く
都市と自然が織りなす・千葉市
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2 未来のまちづくりに向けた戦略的視点
「みんなが輝く　都市と自然が織りなす・千葉市」の実現に向け、千葉市ならではの特性を活かしつつ、新

たな時代を切り拓く未来志向のまちづくりを進めるため、分野横断的かつ重点的に取り組むべき戦略的視点
を、以下のとおり定めます。

・�わたしたちは、先人たちから縄文古来より受け継がれた、身近な自然を活かした豊かな暮らしを享受し、今も
なおその「自然と共生する」精神を引き継いでいます。

・�一方、地球規模で増大する、気候変動に伴う災害やグローバル化に伴う感染症のリスクなどの環境問題が、
わたしたちの安全で安心な生活や社会の持続可能性を揺るがす要因となっています。

・�そこで、先人たちから悠久の時の流れの中で受け継がれた「自然と共生する」精神を活かし、市民が将来に
わたり、持続可能でよりよい社会で暮らせるよう、SDGsの達成に向けて、脱炭素化の推進をはじめとした
様々な取組みを行います。

・�また、災害の発生や社会の変化などのリスクに対応し、安全で安心に暮らせるよう、多様なステークホル
ダーとの連携・協力のもとで、災害に強いまちづくりを推進します。

・�千葉市は、これまでのまちづくりを通じた「なんでもそろう・なんでもできる」多彩な都市機能の強化によ
り、職住近接が実現できる大都市へと発展しました。

・�一方、モノ消費からコト消費への転換にみられるように、わたしたちの価値観は物質的な充足から内面的な
充足を重視する方向へと変化しています。

・�そのため、今後の人口減少局面において暮らしを豊かなものとするためには、みんなが日常的な暮らしの中
で、自由に伸び伸びと様々な活動・体験をすることで、内面的な充足・成長を得られることが重要です。

100年先に引き継ぐ　持続可能なまちづくり　
■�縄文から受け継ぐ「自然と共生する」精神を活かした、SDGs 達成に

向けた取組みの推進
■みんなの力を活かした、災害に強い、安全・安心なまちづくり

戦略的視点❶

ゆとりを生み・活かす　創造的なまちづくり　
■�職住近接を活かしたゆとりある暮らしづくり
■市民が快適な暮らしを実感できるスマートシティの推進
■�成熟社会を豊かにする次代を担うひとづくりと文化芸術・スポーツの　

まちづくりの推進

戦略的視点❷
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・�社会が成熟し多様化していく中、年齢・性別・国籍・障害の有無など、一人ひとりが持つ違いを認め、それ
ぞれが個性や能力を活かして、自分らしく活躍できる社会を構築することがより重要となっていきます。

・�併せて、家庭や経済状況など個人の置かれた環境により、孤立したり、排除されたりすることなく、安心
して暮らせる社会を、これらを支える担い手の育成・確保とともに築いていく必要があります。

・�本市の社会・経済活動の中でも、市民一人ひとりがそれぞれの個性を活かして活躍し、つながることで、
新しいサービスや価値を生み出す原動力となり、それがまた多様な人材を惹きつけるという好循環を生み
出し、本市や市内企業の価値向上、さらには市民の豊かな暮らしの実現にもつながります。

・�そのため、わたしたちがこれまでの歴史の中で培ってきた市民の「懐の深さ」と、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の競技会場都市としての経験を活かし、様々な機会を通じて多様性を認め合
い、尊重する意識を育むことで誰もがいきいきと活躍し、社会に活力をもたらすとともに、国内外からも
選ばれる、多様性を活かしたインクルーシブなまちを目指します。

・�そこで、千葉市ならではの利便性の高さにより生み出される時間のゆとりと、身近にある浜辺・海辺や内陸
部の豊かな自然が生み出す空間のゆとりを最大限に活かし、市民が生活の豊かさを実感でき、住み続けたい
と思えるまちづくりを推進します。

・�また、多様な主体とともにつくる市民中心のスマートシティの推進などにより、誰もが全市域で生活の利便
性や快適性を感じることができるまちの実現に挑戦します。

・�さらに、未来のまちづくりを担う人材を育て、その活動を支えるとともに、文化芸術・スポーツの振興など
により、創造的で活力ある、質の高い暮らしを支える環境づくりに取り組みます。

30　�レガシー：「遺産」と訳されるが、派生して「世代から次世代へ受け継ぐもの」という意味で用いられる。本計画では、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会を通じた取組みの成果による千葉市の財産の意味で用いている。

世界とつながる
多様性を活かしたインクルーシブなまちづくり　
■�市民一人ひとりが属性に関わらず自分らしく活躍できる地域社会づくりの

推進
■「誰一人取り残さない」セーフティネットの構築
■�市民の懐の深さとオリンピック・パラリンピックのレガシー 30 を活かした

共生社会づくりの推進

戦略的視点❸
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・�千葉市は、東京、房総各方面、東京圏にある２つの国際空港への高い交通利便性を有するとともに、内陸部
の農業を含め、３都心や臨海部などに多様な産業が集積しており、本市に住まう人々にとどまらず、市外の
人々にとっても、広域的な仕事や学びの場、買い物の場、そして癒しやスポーツなどの場として大きな役割
を担っています。

・�また、未来技術の実証フィールドとして、自動運転モビリティの導入による回遊性の向上や賑わいの創出に
取り組むなど、時代の先端に挑戦しています。

・�人口構造が変化する中で、極力、その影響を緩和しつつ、本市が活力を維持していくためには、市内各エリ
アの特性を活かしながら、既存産業の発展や新事業の創出を図るとともに、高い交通利便性を活かし、本市
と関係の深い県内エリアの情報や資源を共有し合うなど、それぞれが持つ強みを活かし、地域の枠を超えて
連携・協力していくことが重要となります。

・�そこで、本市とのつながりが深い市以東、以南を中心とした周辺都市を含む圏域全体としての活性化を図る
ため、未来技術の実装に向けた取組みの推進、雇用の創出や商業、観光機能の強化などによる交流人口の拡
大とともに、大消費地と近接する立地特性を活かした農業振興など、東京圏において本市が担うべき機能的
役割を踏まえた、戦略性を持った本市の役割を果たすまちづくりに挑戦します。

・�また、圏域の価値向上を図るため、本市を「入口」に広がる房総の大自然や、そこで獲れる海の幸・山の幸
などの多彩な魅力の活用や、テレワークやワーケーション31 など多様な働き方の提供により、東京圏にあっ
て自立した性格をもつちば共創都市圏32 ならではの新たなライフスタイルを提案するなど、地域特性を活か
した広域連携を推進します。

31　�ワーケーション（Workcation）：「Work（仕事）」と「Vacation（休暇）」を合わせた造語。テレワークを活用し、リゾート地や温泉地等
で余暇を楽しみつつ仕事を行うこと。

32　�ちば共創都市圏：本市の以東・以南を中心とした本市と経済・雇用などの面で関連の深い周辺自治体を含むエリアを指しており、本計画に
おける「圏域」と考え方を同一にするもの。

都市機能の集積を活かした　地域経済・社会の活性化
■�挑戦都市としての矜持を持ち、次の時代のトレンドを創出
■雇用・商業・観光の拠点として、圏域の中心的な役割を果たすまちづくり
■�地域特性を活かした広域連携の推進

戦略的視点❹
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3 人口の将来展望
千葉市の人口について、「未来のまちづくりに向けた戦略的視点」に基づく地域社会・地域経済の活性化の

取組みを踏まえた将来展望を示します。

本市の人口は、2020年代前半をピークに本計画の計画期間中は微減し、目標年次である令和14年（2032年）
に961.3千人（基本推計から4.8千人増）となり、その後、緩やかに減少する見通しです。

また、生産年齢人口・年少人口についても減少し、高齢者人口は増加する見通しとなっています。

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）

※将来展望：基本推計（P30第3章）に地域活性化の取組みを踏まえ、合計特殊出生率の改善及び社会増を見込んだ場合

年齢４区分別人口の将来展望（千葉市）

人口の将来展望（千葉市）

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600
2020 2023 2025 2030 2032 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070

(千人）

計画期間
2023-2032

975.0975.0 978.1978.1 961.3961.3

847.3847.3

796.2796.2

977.9977.9
956.5956.5

923.2923.2

934.7934.7

816.6816.6

894.6894.6

874.4874.4

751.9751.9

将来展望※

基本推計

計画期間
2023-2032

1,000

800

600

400

200

0
2020 2023 2025 2030 2032 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070

（千人）
50%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

50%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

75歳以上
65-74歳
15-64歳
15歳未満
高齢化率

602.1602.1 604.8604.8 603.4603.4 589.0589.0 576.6576.6 558.0558.0 518.3518.3 496.6496.6 485.3485.3

111.6111.6 107.7107.7 104.5104.5 101.6101.6 103.0103.0 105.0105.0 105.9105.9 102.9102.9 96.096.0

124.9124.9

154.3154.3

111.3111.3 101.7101.7 103.6103.6 111.4111.4

136.4136.4 165.3165.3 172.0172.0 170.3170.3

123.1123.1
140.9140.9

132.1132.1
109.1109.1

167.8167.8 169.6169.6 183.4183.4

978.1978.1975.0975.0 974.9974.9 966.2966.2 961.3961.3 953.9953.9 934.7934.7 915.0915.0

204.2204.2

894.6894.6

26.8% 27.2% 27.4%
28.5% 29.3% 30.5%

33.2%
34.5%

35.0%

476.4476.4

872.2872.2

97.297.2

208.8208.8

35.1%

462.2462.2

96.396.3

202.5202.5

847.3847.3

35.3%

439.5439.5

104.7104.7

191.2191.2

821.0821.0

36.0%

419.6419.6

106.2106.2

89.889.8 86.386.3 85.685.6 85.785.7

184.7184.7

796.2796.2

36.5%

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

48



各区においては、中央区、緑区、美浜区は増加又は維持となり、花見川区、稲毛区、若葉区では逓減する見
通しです。

また、世帯数については、計画期間中も増加し、令和12年（2030年）にピークを迎えますが、平均世帯人
員は緩やかに減少することが見込まれます。

（出典）令和４年（2022年）３月推計（千葉市）
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4 目指すべき都市構造
「みんなが輝く　都市と自然が織りなす・千葉市」の実現に向けて、多様な主体による社会経済活動が持続

的かつ活発に展開される都市空間をつくるため、それを支える骨格となる本市の目指すべき将来の都市構造
を、本市の特性や社会変化、未来のまちづくりに向けた戦略的視点などを踏まえながら示します。

（１）都市構造の形成に求められる視点
本市の特性や戦略的視点を踏まえた今後の目指すべき都市構造の形成において求められる視点を示します。

・�千葉市ならではの豊かな緑と水辺と共生し、気候変動や災害等へのリスクにも強くしなやかに対応できる、
安全で安心な暮らしを支える都市としての持続性の確保

・�圏域の雇用・商業・観光の拠点としての役割を果たすとともに、周辺都市はもとより東京や海外ともつなが
り、広域的な連携・交流を促進するネットワークの構築

・�都心や生活拠点を中心とした都市機能の集積や、広やかな土地・空間利用を活かし、時間と空間のゆとりを
生み出すことで、もたらされる暮らしの質の向上

（２）都市構造の将来像
（１）で示した視点を踏まえ、「みどり（緑と水辺）」、「しごと（産業）」そして「くらし（生活）」の３つの

分野から描く将来の姿を重ね合わせ統合した、「都市構造の将来像」を示します。この将来像は、多様な社会
経済活動が展開される都市空間を将来にわたり支える骨格となるものです。

・�「みどり（緑と水辺）」については、内陸部に残された山林・田園などをはじめ、加曽利貝塚などの歴史的
な資源や保養地であった歴史をもつ東京湾に面する浜辺など、はるか縄文から受け継ぐ豊かな自然を擁して
います。これらを保全・活用するとともに、環境にやさしいエネルギーの活用によるレジリエンス33 強化と
脱炭素化を促進することにより、将来にわたり持続可能な安らぎと潤いある暮らしを実現します。

・�「しごと（産業）」・「くらし（生活）」については、市域における産業の集積や、圏域の中枢機能を担う都
心に加え、日常生活を送るうえで必要なサービスや業務が集積した身近な生活拠点の拠点機能を向上させる
とともに、各拠点間や居住地域を鉄道やモノレール、バスに加え、次世代の交通手段や通信技術などのネッ
トワークでつなぐことにより、さらなる都市の機能強化・利便性の向上を図ります。

・�また、これらの拠点を結ぶ千葉都心を中心とする放射状・環状の道路網の整備により、各拠点間・周辺都市
や東京間の移動・連携・交流を促進します。

・�このような取組みを通じて、全市域で本市の礎である豊かな緑と水辺と共生しつつ、多様な経済活動や人々
の暮らしが地域にあった生活サービス機能や最適化された公共交通サービスなどに支えられ活発に営まれる
ことで、人口減少や少子高齢化が進行しても安心して暮らし続けられる「千葉市型コンパクト・プラス・
ネットワーク34」を実現します。

33　レジリエンス：様々な危機からの回復力、復元力及び強靭性（しなやかな強さ）のこと。
34　�コンパクト・プラス・ネットワーク：地域の活力を維持するとともに、医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者を

はじめとする住民が公共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできるなど、福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直してい
く考え方のこと。
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外房成田

海外

東葛

内房

農業の
拠点

業務研究の
中心

県都
エリア

物の流れ物の流れ

外房成田東葛

内房
電車で移動電車で移動

市外も利用

田園

まち

市外からも利用市外からも利用

バスや
車で

移
動

都心

公園

山林・田園
そのままの緑を残す

川辺

浜辺
海と緑を感じる
浜辺

海辺

活動・憩い

海と緑を感じる

山林・田園

川辺

浜辺浜辺
海辺
製造業の中心

東金 外房成田東葛

内房東京
まち

川辺川辺

く ら し

し ご と

み ど り

将来像

東金

医療研究の拠点

製造業の中心

身近な水辺と緑

東京

東京

東金

千葉市型コンパクト・プラス・ネットワーク
～下総台地の緑風、東京湾の浜辺、人々が行き交う“ちば”に住まう～

【都市構造の将来像】
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● �下総台地に広がる山林・田園や川辺、また東京湾の遠浅の浜辺・海辺では身近に自然とふれあい、
大規模な公園ではレクリエーションなどにより人々が交流しています。

● �市域内をはじめとする産業の活動が高度な次元で相互に連携し、基幹的な道路や鉄道、海運等によ
り強固な交通網が構築され、東京圏域内外の産業エリアがつながっています。

● �首都圏の主要な拠点都市として、都心が経済・産業、コンベンションなどの中枢的な役割を担う一
方で、公共交通沿線や生活拠点の周辺などへ居住や都市機能の立地が緩やかに進んでいます。

● �生活拠点では日常生活に必要な施設が身近にあるなど生活機能が確保され、歩いて暮らすことがで
きる居心地のよい生活圏を形成し、空間の質や魅力の高いまちとなっています。

● �生活拠点が公共交通や次世代の交通サービスでつながり、拠点間を円滑に移動できるとともに、通
信技術の導入を多くの産業や社会生活に取り入れ、地域の特性に応じた多様な働き方や住まい方を
支える環境が確立しています。

● �豊かな自然が広がる郊外部では、それぞれの特性を活かしながら多様なライフスタイルを選択する
ことができ、郊外部を含む全市域で、災害など様々なリスクに対応し、安全で安心に暮らし続けら
れる良好な環境が整っています。

● �このような都市構造＝「千葉市型コンパクト・プラス・ネットワーク」が実現した姿を、本市独自
の資源を想起する言葉を紡いで『下総台地の緑風、東京湾の浜辺、人々が行き交う“ちば”に住ま
う』と表現し、多様な主体がこのイメージを共有することで、市民が強い誇りと愛着を持ち、そし
て自らもまちづくりに積極的に参加する、そうした魅力あるまちを創っていきます。

千葉市型コンパクト・プラス・ネットワークが実現されたまちの姿
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（３）基礎的な都市構造
　都市構造の将来像を構成する、「みどり（緑と水辺）」・「しごと（産業）」・「くらし（生活）」の３つの基礎的な
構造について、それぞれの目指す空間形成の方向性を示します。

・�千葉市では、特別史跡加曽利貝塚に象徴されるように、はるか縄文の昔から自然と共生した暮らしを営むこ
とができる豊かな自然環境に恵まれてきました。本市の豊かな緑と水辺は、現代に至るまでわたしたちの暮
らしを支え続けており、都市としての大切な礎です。

・�内陸部の河川沿いや谷津田に残る田畑、水源の涵養や土壌の保全などの多面的な機能を有する山林、市内に
数多く残る貝塚などの豊かな緑と、東京湾に至る川辺や東京湾に面した遠浅の浜辺・海辺について、それぞ
れの特性に応じた保全と活用を図るとともに、人と人、人と自然の交流を促進する緑のランドマークとして
公園を位置付け、市域全体で身近に自然とふれあうことができる、自然と人が共生する持続可能な潤いのあ
る都市構造の形成を目指します。
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バ
ス
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で
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山林・田園
そのままの緑を残す

川辺
身近な水辺と緑

海辺

活動・憩い

浜辺
海と緑を感じる
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海と緑を感じる

く ら しし ご とみ ど り
身近な地域を楽しみ、つながる生活産業間の連携による新産業の創造への挑戦ちばの礎、緑と水辺 凡例 名称 考え方

山林・田園
緑を残し、活かす
・�内陸部に残る田畑や山林、市内

に残る貝塚など豊かな緑を保全
し活用するエリア

浜辺・海辺
海と緑を感じる
・�海辺の立地を活かした、海と緑

が交じり合うエリア

川辺
人と水辺と緑をつなぐ
・�郊外部と臨海部、人と自然、
  川辺と緑がつながる軸

公園
緑のランドマーク
・�人と人、人と自然などの交流を

促し、レクリエーションの場を
つくるエリア

みどり
ちばの礎、緑と水辺

縄文から受け継ぐ豊かな自然と人が共生する
潤いのある都市構造
～千葉市の礎、緑の塊と水辺～

❶ みどり
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・�広域的な雇用や産業活動等の拠点である本市の特性を踏まえ、未来を拓く挑戦都市として、多様な分野の産
業に係る技術や人材の相互連携などによる新たな価値が生まれる基盤づくりを進めます。

・�県都として集積された商業・業務・文化の諸機能の更新を促進するとともに、先端技術の導入などの研究開
発や、ものづくり産業をけん引する製造業の集積を図ることでエリアの魅力をさらに高めます。

・�また、農業については、先端技術の活用や他産業との連携により、広域的な農業エリアを先導する拠点の形
成を目指します。

・�さらに、医療については、医療研究機関等の集積を活かし、他産業との連携や先端技術を導入することで、
新事業の創出等を促進します。

・�加えて、国内外のヒト・モノ・技術をつなぎ都市としての発展を支え、災害時には生活や復興を支える柱と
なる、基幹的な道路や鉄道、海運等様々な交通網の強化を進めます。
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身近な地域を楽しみ、つながる生活産業間の連携による新産業の創造への挑戦ちばの礎、緑と水辺

凡例 名称 考え方

県都エリア
県都のエリア
・�県都の歴史ある商業・業務・

文化の中心エリア

業務研究の
中心

業務研究のエリア
・�グローバルなイベント、MICE、

ヒト・モノ・情報・産業の集積・
イノベーション、調査・研究の
中心エリア

製造業の中心 製造業のエリア
・製造業の中心エリア

農業の拠点
農業の拠点
・�他産業との連携や先端技術も

活用した広域的な農業エリア
を先導する拠点

医療研究の
拠点

医療研究の拠点
・�他産業との連携や先端技術を

活用し、新事業の創出等を図
る拠点

物の流れ
様々な産業をつなぐ
・�基 幹 的 な 道 路 交 通 や 鉄 道、

海運など様々な交通網を用い
て各種産業をつなぐ軸

しごと
産業間の連携による新産業の創造への挑戦

人材の交流が生まれる拠点性と多様な産業の集積を
活かし、新たな価値の創出を支える都市構造
～産業間の連携による新産業の創造への挑戦～

❷ しごと
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・�都心、生活拠点のそれぞれの拠点が、公共交通はもとより次世代の交通サービスや、高度化する情報通信技
術により構築されるネットワークなどでも効果的につながり、どこからでも必要な時に、必要なサービスに
アクセスできるまちづくりを進めます。

・�周辺都市を含めた圏域の中枢としての都心や職住近接の生活を支えるための生活拠点において、それぞれの
地域特性を活かした質の高いサービスを受けることができるよう拠点機能の向上を図ります。

・�郊外の豊かな自然の広がる田園エリアにおいても、多様な住まい方や働き方を選択できる都市構造の形成を
目指します。

・災害など様々なリスクに対応し、安全で安心に暮らし続けられる環境の整備を目指します。

凡例 名称 考え方

都心

都市レベルの高い機能を持つ
拠点
・�市内だけでなく都市圏を越える

広域的な都市の中枢となる商業・
業務・文化の拠点

生活拠点
生活に必要な機能を持つ拠点
・�日常生活を送るうえで必要な

サービス、業務の拠点

まち
まちのエリア
・�主に市街地で、徒歩や自転車、
  バス、鉄道の移動が身近なエリア

田園
みどりのエリア
・�主に郊外で、バスや自動車の移動

が身近なエリア

鉄道 鉄道・軌道による移動
・広域的な鉄道・軌道の移動軸

幹線道路 バスや車による移動
・広域的な道路の移動軸

市内外の拠点
への流れ

市内外の拠点への移動
・近くの市内外の拠点への移動軸

くらし
身近な地域を楽しみ、つながる生活

東金 外房成田

海外

東葛

内房東京
製造業の中心

農業の
拠点

業務研究の
中心

県都
エリア

医療研究の拠点医療研究の拠点

物の流れ
物の流れ

東金 外房成田東葛

内房東京
電車で移動電車で移動

市外も利用

田園

まち

市外からも利用

バ
ス
や
車
で
移
動

都心

公園

山林・田園
そのままの緑を残す

川辺
身近な水辺と緑

海辺

活動・憩い

浜辺
海と緑を感じる
浜辺

海と緑を感じる

く ら しし ご とみ ど り
身近な地域を楽しみ、つながる生活産業間の連携による新産業の創造への挑戦ちばの礎、緑と水辺

居心地のよい生活圏を形成し、
多様なライフスタイルを支える都市構造
～身近な地域を楽しみ、つながる生活～

❸ くらし
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5 目指すべき区の姿
「みんなが輝く 都市と自然が織りなす・千葉市」の実現に向け、６つの区が有する特徴を踏まえた将来像を

明らかにします。
また、各区の特徴を、「未来のまちづくりに向けた戦略的視点」や「目指すべき都市構造」を踏まえつつ整理し、

これらを最大限に活かし、伸ばすことによって、各エリアの充実を目指します。
そして、その特徴を区域を越えて波及させることでエリア間の交流を生み出し、市全体の魅力と活力の向上

へとつながるまちづくりを進めます。

≪目指すべき区の姿の構成≫

項目 内容

目指すべき区の姿 主な特徴を活かし、伸ばすことにより、10 年後、20 年後に実現
すべき区の将来像

主な特徴 各区の概況や、これまでの歴史やまちづくりの中で培ったエリア
の特徴

実現に向けた取組みの方向性 目指すべき区の姿を実現するための取組みの方向性

基本情報

人口※1 世帯数※1 面積※2

中央区 211,736人 109,336世帯 44.71㎢

花見川区 177,328人  81,123世帯 34.19㎢

稲毛区 160,582人  74,796世帯 21.22㎢

若葉区 146,940人  64,840世帯 84.19㎢

緑区 129,421人  50,996世帯 66.25㎢

美浜区 148,944人  66,891世帯 21.20㎢

（出典）　※１）人口・世帯数：令和２年（2020年）国勢調査人口等基本集計（総務省）
　　　　　※２）�面積：令和３年（2021年）全国都道府県市区町村面積調（10月１日時点）（国土地理院）

※地域課題等を踏まえた取組みについては、「まちづくりの総合８分野」における施策の中で、推進します。
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花見川区

稲毛区

若葉区

美浜区

中  央区
緑区

都心方面との
アクセス

成田
空港
との

アク
セス

国際業務都市
先端・成長産業の中枢的業務機能

研究開発機能の中心

幕張新都心

2つの都心を有する
交流・文化

産業・商業・雇用の中心

千葉都心・蘇我副都心

=未来の人材の育成
高等教育機関の集積地

=縄文文化の発信
加曽利貝塚

=農業の生産性向上
農政センター

南方向とのアクセス
（内房）

南方向とのアクセス
（外房）

川辺に親しむエリア

川辺に親しむエリア

緑と農に親しむエリア

浜辺に親しむエリア

花見川区 川と緑と花々に包まれた、
安らぎと潤いのまち・花見川区 稲毛区 まなびと創造が脈打つ

文教のまち・稲毛区 若葉区 共生の原点　縄文が息づく、
自然の恵み豊かなまち・若葉区

美浜区 海辺を楽しみ、
世界とつながるまち・美浜区 中央区 人々が行き交い、

にぎわいと文化を生み出すまち・中央区 緑区 田園と調和する
広やかで快適なまち・緑区

東方向とのアクセス
（九十九里など）

都川・坂月川水系

浜辺

花
見
川

海浜
幕張駅

蘇我駅

千葉駅千葉駅

加曽利貝塚

農政センター

加曽利貝塚

農政センター

鹿島川水系
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花見川区

稲毛区

若葉区

美浜区

中  央区
緑区

都心方面との
アクセス

成田
空港
との

アク
セス

国際業務都市
先端・成長産業の中枢的業務機能

研究開発機能の中心

幕張新都心

2つの都心を有する
交流・文化

産業・商業・雇用の中心

千葉都心・蘇我副都心

=未来の人材の育成
高等教育機関の集積地

=縄文文化の発信
加曽利貝塚

=農業の生産性向上
農政センター

南方向とのアクセス
（内房）

南方向とのアクセス
（外房）

川辺に親しむエリア

川辺に親しむエリア

緑と農に親しむエリア

浜辺に親しむエリア

花見川区 川と緑と花々に包まれた、
安らぎと潤いのまち・花見川区 稲毛区 まなびと創造が脈打つ

文教のまち・稲毛区 若葉区 共生の原点　縄文が息づく、
自然の恵み豊かなまち・若葉区

美浜区 海辺を楽しみ、
世界とつながるまち・美浜区 中央区 人々が行き交い、

にぎわいと文化を生み出すまち・中央区 緑区 田園と調和する
広やかで快適なまち・緑区

東方向とのアクセス
（九十九里など）

都川・坂月川水系

浜辺

花
見
川

海浜
幕張駅

蘇我駅

千葉駅千葉駅

加曽利貝塚

農政センター

加曽利貝塚

農政センター

鹿島川水系
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（１）中央区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● �本区は、県都･千葉市の中央に位置し、大正10年（1921年）1月1日の市制施行以来、政治･経済･文化の中心

地として発展してきました。その起源は古く、平安時代後期の大治元年（1126年）、千葉常重が大椎（緑区）
から現在の亥鼻付近（中央区）に本拠地を移したことにより、千葉市の都市としての歴史が始まったと言われ
ています｡

● ��交通ネットワークについて、公共交通では、JR・京成電鉄・千葉都市モノレールの各線が接続する千葉駅
が、市内及び東京方面・県内各方面を結ぶ広域的な交通結節機能を担っています。また、東京方面と外房・
内房方面を結ぶ結節点として、JR蘇我駅も大きな役割を果たしています。自動車交通では、千葉都心を走る
京葉道路や国道14号、16号、51号、126号、357号が本市の放射・環状の道路網の中心となっており、都
市間の人やモノの流れを支えています。

● ���一日平均の乗車人員が市内で最も多い千葉駅（令和元年〔2019年〕時点：107,829人／日）を中心とした
千葉都心は、県庁、市役所、裁判所等、国・県・市の各種行政機関のほか、銀行・オフィスビル等の多様な
都市機能が集積するとともに、千葉市美術館、郷土博物館、千葉市科学館、中央図書館、生涯学習センター
などの文化系施設や多くの医療機関が集積しています。また近年では、千葉駅からの至近性を活かした都心
居住も進みつつあります。

● ����区の昼夜間人口比率（令和2年〔2020年〕時点：122.3％）は６区の中で最も高く、交通アクセスの良さと
企業等の集積を背景として市内外から多くの人が集まる就労の場であるとともに、交流が生まれる場となっ
ています。

● �千葉駅周辺では、千葉駅周辺の活性化グランドデザインに基づき、千葉駅駅ビルの建替えに伴う西口・東口
の再開発事業、中央公園・通町公園の連結強化と賑わい創出、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の
形成を進めています。また、千葉駅北側に位置し、本市を代表する公園の一つである千葉公園においては、
国際規格に準拠した自転車競技の走路を有する多目的スポーツ施設TIPSTAR DOME CHIBA（千葉 JPFドーム）
をはじめ、さらなる魅力向上や周辺地域の活性化を図るための再整備が進められているほか、市の花である
「オオガハス」が栽培・保存されており、毎年多くの花を咲かせるなど、市民に憩いの場を提供しています。

● �川崎製鉄の操業など日本の高度成長を支える京葉工業地域の先駆けとなった地域である蘇我駅周辺とその臨
海部における蘇我副都心では、商業、業務、スポーツ・レクリエーションなどの諸機能が集積するととも
に、さらなる発展に向けたまちづくりが進められています。また、蘇我スポーツ公園の中には、ジェフユナ
イテッド市原・千葉の本拠地であるフクダ電子アリーナ（千葉市蘇我球技場）が立地しています。

● �千葉みなと駅の西側の千葉中央港地区周辺には、千葉ポートタワーや千葉ポートパーク、県立美術館など、
文化・レクリエーション施設が集積するほか、旅客船さん橋や「さんばしひろば」が整備され、旅客船の運航
やイベントが開催されるなど、本市の観光スポットの一つとなっています。

人々が行き交い、にぎわいと文化を生み出すまち・中央区
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③実現に向けた取組みの方向性
● �都市機能集積、県内随一の拠点性を活かし、本市以東、以南など房総各方面への玄関口として、広域的な地

域活性化に向けた役割を果たします。

● �千葉都心や蘇我副都心を中心に、商業や業務機能など多様な都市機能のさらなる集積が、働く人、学ぶ人、
住む人、観光客など、多様な人々を惹きつけ、交流や賑わいを生み出します。

● �多様な文化施設・資源の集積を活かし、「鑑賞」にとどまらない、市民主体の文化の「創造」の場となると
ともに、次世代の文化の担い手を育成する役割を果たします。

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  中央区区長賞（撮影場所：千葉公園）
Instagramアカウント名：kozrinco_padelさん

親子三代夏祭り
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（２）花見川区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● �本区は、市北西部に位置し、区北部は八千代市、区北東部は佐倉市及び四街道市、区西部は習志野市に隣接

しています。

● ��交通ネットワークについて、公共交通では、JR総武本線、京成電鉄千葉線が並行して区南西部を走るととも
に、区北部に一部かかるように京成電鉄本線が通っています。自動車交通では、幕張IC・武石ICがあり京葉
道路へのアクセス性が高いほか、東関東自動車道水戸線には新たなスマートインターチェンジの整備に向け
た検討が進められています。また、国道14号、16号、357号、主要地方道である千葉鎌ケ谷松戸線、長沼
船橋線、穴川天戸線などが主要道路として利用されています。

● ��区の名称にもなっている花見川は、本区を南北に貫き、印旛沼から八千代市、本区及び美浜区、そして東京
湾へと流れ込んでおり、その川沿いは、雑木林、竹林、アシ、ススキ等の植生に恵まれ、市内でも有数の野
鳥の生息地となっているほか、桜並木が点在し、河川の景観を彩っています。また、釣りを楽しむ場として
利用されるとともに、自然歩道やサイクリングコースが整備されているほか、野菜を中心とした都市農業の
営まれる農地や豊かな緑も残されています。

● �戦後の日本経済復興を契機に、花見川団地をはじめとする大規模住宅団地の建設が進み、その周辺でも宅地
化が進展しました。

● ��本区は、オオガハス発祥の地であり、このハスの実は昭和26年（1951年）、東京大学検見川厚生農場（現東
京大学検見川総合運動場）で発掘されました。この発掘作業は故大賀一郎博士を中心に、地域の方々、地元
の小中学生など、大勢の方の協力によって進められました。

川と緑と花々に包まれた、安らぎと潤いのまち・花見川区
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③実現に向けた取組みの方向性
● ��東京方面への優れたアクセス性を有する環境の中で、花見川の緑あふれる河川空間とそれを彩る花々など、

豊かな自然にふれあえる、安らぎと潤いに満ちた生活ができるまちを創ります。

● ��区を貫き流れる花見川やサイクリングコースを軸に周辺の資源をネットワーク化することにより、市内外の
人々に四季折々の多彩な都市近郊型アウトドアの機会を提供します。

● �高速道路へのアクセスを活かしたインターチェンジ周辺における産業集積など、地域経済の活性化を図り
ます。

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  花見川区区長賞（撮影場所：花見川千本桜緑地）
Instagramアカウント名：mitty__yさん

オオガハス（しらさぎ公園）
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（３）稲毛区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● ��本区は、市北西部に位置し、面積は６区の中では２番目に小さな区ですが、人口は中央区、花見川区に続く

３番目になっており、住宅の集積が進んでいます。

● ���交通ネットワークについて、公共交通では、JR総武本線、京成電鉄千葉線、千葉都市モノレールが区内を
通っており、中でもJR総武・横須賀線快速が停車するJR稲毛駅は、バス路線を含めた交通の要衝・生活の拠
点となっています。自動車交通では、京葉道路、東関東自動車道水戸線、国道16号のほか、臨海部と内陸部
を直結する都市計画道路新港横戸町線が整備されています。

● ���区内には、千葉大学、千葉経済大学、敬愛大学などの高等教育機関が集積するとともに、量子科学技術研究
開発機構が立地しており、若者が集い学ぶ場、また研究開発の場となっています。

● ��また、先進的な理数教育に取り組み、国際的に活躍できる科学技術人材の育成を推進する市立千葉高等学校
が立地しています。

● ��本区は、現在、海に面していませんが、昭和30年代に大規模な埋立てが始まるまでは、海水浴や潮干狩りが
楽しめ、多くの文人墨客も訪れる保養地として賑わいました。保養地としての稲毛海岸の名残として、旧神
谷伝兵衛稲毛別荘や千葉市ゆかりの家・いなげが保存されています。

● ��稲毛海岸が遠浅の海岸だった頃に行われていた「夜灯漁」の風景を現代に伝えようと、京成稲毛駅せんげん
通り商店街が中心となり、稲毛あかり祭（夜灯－よとぼし）が行われています。

● ���内陸部の長沼・六方地区は工業用地が大部分を占め、千葉北ICに近く交通アクセスに優れているため、大手
企業から中小企業まで多くの製造業や物流施設が立地しています。また、このエリアには、職業能力開発促
進センター（ポリテクセンター）も立地しています。

まなびと創造が脈打つ文教のまち・稲毛区
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③実現に向けた取組みの方向性
● ���充実した居住環境・教育環境を活かし、若い世代が集まり、交流し、成長する活力ある文教のまちを確立し

ます。

● ��大学・高等学校が集積するエリアの特徴を活かし、産学官連携により自らの力で新たな価値の創出などが
できる多様な人材を育成・輩出し、市内はもとより、広域的に活躍する人材育成拠点としてまちづくりや
地域経済の活性化に寄与します。

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  稲毛区区長賞（撮影場所：稲毛区長沼町）
Instagramアカウント名：mugimaru06さん

旧神谷伝兵衛稲毛別荘
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（４）若葉区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● ���本区は、市北東部に位置し、面積は６区の中で最大、市域の約３割を占めています。

● ����交通ネットワークについて、公共交通では、区北西部を通るJR総武本線と、区西部地区を東西に走る千葉都
市モノレールが都賀駅で接続しており、バス路線とあわせ、交通の軸となっています。自動車交通では、京
葉道路、千葉東金道路や国道16号、51号、126号などが地域の主要道路として利用されています。

● ����特別史跡加曽利貝塚は、全国に約2,400か所ある縄文時代の貝塚の中で日本最大級の規模を誇る集落型貝塚
であり、先人たちが2,000年もの間、自然とともに生きる文化を育み、持続可能な社会を築いていたことを
示しています。また、縄文文化や貝塚の研究と、その成果を発信する拠点として、新博物館の整備に向けた
取組みを進めています。

● ����佐倉市域を経て印旛沼へと流れ込む鹿島川流域を中心とする区東部地域には、御成街道や富田さとにわ耕園、
千葉ウシノヒロバなどが位置しています。周辺は農業が盛んであり、農家数、経営耕地面積とも６区の中で最
も多く、区内には農政センターが立地するなど、本市の農業生産をけん引するエリアとなっています。

● ����縄文の森特別緑地保全地区をはじめ、緑地・里山・谷津田などの豊かな自然環境に恵まれており、泉自然公
園や大草谷津田いきものの里、坂月川ビオトープなどでそうした自然に親しみ、ふれあうことができます。

● ����昭和60年（1985年）に開園した動物公園では、２本足で立つレッサーパンダの「風太」が全国的な人気を
集めるなど、市内外から多くの人が訪れています。その後も、ライオンやチーターをはじめとした新たな動
物を導入するなど、動物とふれあえる市民の憩いの場として親しまれています。

共生の原点　縄文が息づく、自然の恵み豊かなまち・若葉区
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③実現に向けた取組みの方向性
● ����農業が最も盛んなエリアであるという地域特性を活かし、本市の農業をけん引するエリアとして農業の振興

を図るとともに、縄文から受け継ぐ豊かな自然を活かし、その恵みを身近に享受できるまちを創ります。

● ����特別史跡加曽利貝塚を活用し、多くの人が縄文時代の暮らしを体感できる、学びと観光の機会を創出するこ
とを通じて、自然と調和・共生する精神を縄文から次世代へとつなぎます。

● ����富田さとにわ耕園、千葉ウシノヒロバ、動物公園など内陸部の地域資源を活かし、東京からも気軽に自然や
農とふれあえる稀有なエリアとして、活発な都市・農村交流を行います。

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  若葉区区長賞（撮影場所：富田さとにわ耕園）
Instagramアカウント名：waya_koさん

復元住居（特別史跡加曽利貝塚）
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（５）緑区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● ���本区は、市東南部に位置し、面積は６区の中で２番目に大きな区です。

● ������都川の上流部や村田川周辺には貴重な自然が残されているとともに、若葉区同様に農業が盛んであり、これ
らで構成される田園風景が広がっています。

● ����交通ネットワークについて、公共交通では、区の中心を東西にJR外房線、西端部に京成電鉄千原線が通って
います。自動車交通では、千葉外房有料道路、主要地方道千葉大網線が区を東西に貫き、外房の雄大な自然
への入り口となっています。

● ���「日本の都市公園100選」にも選定された県内有数の都市公園である昭和の森を有し、また昭和の森フォレ
ストビレッジやホキ美術館が立地するなど、市内外の人々の憩いや活動の機会を創出しています。

　�また、泉谷公園は、毎年５月下旬から６月上旬頃に公園内でホタルを眺めることができ、夏の風物詩として
市民の憩いの場となっています。

● ���鎌取駅南部のおゆみ野や土気駅南部のあすみが丘においては、土地区画整理事業により計画的な街並みが形
成され、宅地化や大型商業施設の進出により、現在も人口増加が続いています。

● ����面積あたりの住宅地価格（令和元年〔2019年〕時点：6,6万円／㎡）が６区中最も安価な立地環境を活か
し、住宅あたりの延べ面積（平成30年〔2018年〕時点：103㎡）及び持ち家比率（平成27年〔2015年〕時
点：72.7％）が最も高く、住空間のゆとりに恵まれた環境にあると言えます。

● ���官民連携により整備した産業用地であるネクストコア千葉誉田など、ゆとりある空間を活かした産業の立地
が進んでいます。

田園と調和する広やかで快適なまち・緑区
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③実現に向けた取組みの方向性
● ���東京都心部からほどよく離れたゆとりある土地・空間、豊かな自然と充実した住環境を活かし、自然と都市

機能が調和した快適性・利便性・安全性の高いまちの創出を図ります。

● ����自然に近くゆとりある空間のポテンシャルを活かし、農業や産業の振興を図るとともに、感染症等のリスク
にも対応した、自然も仕事もそばにある、心豊かに暮らせる新たな職住近接のライフスタイルが実現できる
環境を創ります。

● ����房総の大自然につながる豊かな田園風景と計画的に整備された広やかな街並みが調和するとともに、昭和の森を
核とするスポーツや芸術など多彩な活動が暮らしに彩りを加える、バランスの取れたまちづくりを進めます。

あすみが丘東（昭和の森付近）

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  緑区区長賞（撮影場所：泉谷公園）
Instagramアカウント名：nao8024さん

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

68



（６）美浜区
①目指すべき区の姿

②主な特徴
● ���本区は、市北西部に位置し、区の全域が埋立てにより造成された地域です。昭和40年代後半に計画人口

24万人の海浜ニュータウンの整備が始まり、計画的なまちづくりが進められました。

● ���交通ネットワークについて、公共交通では JR京葉線が区を貫いており、稲毛海岸駅・検見川浜駅・海浜幕
張駅の３つの駅が地域の拠点としての役割を果たしています。加えて、京葉線の幕張豊砂駅の開業に伴い、
幕張新都心全体のさらなる発展が期待されます。また、幕張新都心は高速バスで東京都心や成田国際空港、
東京国際空港（羽田空港）に直結するなど、国内だけでなく海外とのアクセス至便の優位性を有していま
す。自動車交通では、海岸線とほぼ平行に国道14号・357号が走っており、東関東自動車道などとともに湾
岸エリアの人・モノの流れを支えています。

● ���昼夜間人口比率の高さ（令和2年〔2020年〕時点：115.8％）に加え、休日の滞在人口率が1.3倍に達するな
ど、本区には平日・休日問わず多くの人が集まっています。

● ���区南西部は東京湾に面し、いなげの浜、検見川の浜、幕張の浜という総延長距離4.3㎞と日本一の長さを誇
る国内有数の人工海浜や、稲毛海浜公園、幕張海浜公園という大規模な海浜公園が整備され、魅力的な海辺
の景観を有しています。

● ����平成元年（1989年）の幕張メッセオープンでスタートした幕張新都心は、「職・住・学・遊」の複合機能
の集積が進み、就業者・居住者・就学者及び新都心への来訪者を合わせ日々約23万人の人々が活動するまち
となっています。

● ����幕張新都心には、日本初の本格的複合型コンベンション施設である幕張メッセをはじめとして、国際的な企
業や研究開発機関などが集積しています。このほか、デザイン性の優れた住宅地区である幕張ベイタウンや
幕張ベイパーク、ホテル・大型商業施設、プロ野球千葉ロッテマリーンズの本拠地であるZOZOマリンスタ
ジアム（千葉マリンスタジアム）、サッカー日本代表や指導者等のトレーニング拠点となる高円宮記念JFA夢
フィールドなどが立地しています。また、幕張新都心では、幕張メッセを中心としたエリアで、都市空間を
活用したメディアアートなど、官民が連携して新しいことへの挑戦を続けています。

● ����さらに、ドローンや自動運転モビリティなどの未来技術実証を推進し、市内最大級の住宅開発となる幕張ベ
イパーク等でのドローン宅配サービスの実現や幕張新都心全体の回遊性の向上に取り組んでいます。

● ���市内で最も外国人人口が多く、多様なコミュニティが形成されており、多文化共生社会の実現に向け、文化
や生活習慣の違いを乗り越え相互理解に努めるなど様々な取組みが進められています。また、幕張新都心に
おいては、幕張インターナショナルスクールや神田外語大学など、様々な国籍の方の活躍を支える環境が整備
されています。

● ���国際教育に取り組み、グローバル・リーダー35の育成を目指す市立稲毛国際中等教育学校が立地しています。

海辺を楽しみ、世界とつながるまち・美浜区

35　�グローバル・リーダー：幅広い教養と国際的視野を身に付け、主体的に物事に取り組み、多目的・多角的に課題解決や情報発信できる人材
のこと。
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③実現に向けた取組みの方向性
● ���魅力ある海辺、平坦で移動しやすい道路環境を活かし、海辺と市街地の回遊を楽しめるまちを創出します。

● ����東京都内からのアクセス優位性を有する本市の人工海浜を活かした魅力あるアーバンビーチを確立し、さら
なる賑わいを創出します。

● ����多くの外国人市民が暮らすまちとして、国際教育や地域交流などによる相互理解の醸成や社会参画を促進
し、多様性を活かしたインクルーシブなまちの実現に先導的な役割を果たします。

● ����幕張新都心を核として未来技術の実証・実装に取り組むとともに、産業・文化等の様々な分野における新た
な価値の創造に挑戦します。

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  美浜区区長賞（撮影場所：稲毛海浜公園）
Instagramアカウント名：jackal.418さん

幕張ビーチ花火フェスタ
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6 まちづくりを進める力
■多様な主体の一層の連携により「みんな」で進めるまちづくり
■公共私の役割分担の見直しと市民主体のまちづくりを支える仕組みづくり
■多様な主体が社会課題の解決に挑戦できる環境づくり

・�生産年齢人口の減少により、官民問わず担い手不足が深刻化する中、地域においてはコミュニティ機能の低
下が問題となるなど、地域を支える力の弱体化が懸念されています。

・�一方、人口減少・少子高齢化、価値観や生活スタイルの変化などに伴い、地域課題が多様化・複雑化する
中、地域、社会・経済及び行政サービスにおいて、既存の役割分担にとらわれない、柔軟な連携を図ってい
く必要があります。

・�そのため、既存の公共私の役割分担を不断に見直しながら、市民、団体、企業、大学等、行政など、まちづ
くりに関係する多様な地域の担い手が、対話などを通じて相互連携を強化・促進し、みんなでまちづくりを
進めていきます。

・�また、多様な主体が、地域の課題を「ジブンゴト36 」と捉え、互いにアイデアを出し合いながら主体的に課
題解決に挑戦できる環境を整備し、まちづくりに参加したくなるきっかけをつくるとともに、その調整役と
しての役割を行政が担うほか、市民の目線に立ち、地域活動等に取り組む職員を育成します。

・�これらの取組みにより、市民をはじめとする多様な主体がまちづくりの楽しさや成果を実感できるととも
に、新たな交流・連携が生まれ、広がっていく好循環を生み出します。

・�さらに、千葉県と千葉市の共通課題の解決や、それぞれの行政サービスの向上と効率化に向けた県市間の連
携強化を進めるとともに、より広範囲に影響のあるものについては、適切に国への働きかけを行います。

・�加えて、圏域の持つ特徴や多様性を活かしながら、独自のライフスタイルを提案し、圏域全体の活力向上を
推進します。

36　�ジブンゴト：まちづくりに重要な要素である「地域に関心を持つこと」、「当事者意識を持つこと」、「課題の解決に主体的に取り組むこ
と」などを凝縮した言葉。市民の地域への関心や当事者意識を喚起する象徴的な言葉として、「千葉市市民自治によるまちづくり条例」に
おいて用いており、市民の目に付き、印象に残るようカタカナ表記としている。
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第　 章5

計画の推進にあたって
1 将来にわたり持続可能な行財政運営

2 計画の進行管理及び評価

不透明な社会経済情勢の中、環境の変化に対応するとともに、市民サービスを安定的に提供するためには、
将来にわたり持続可能な行財政運営を行うことが必要です。

本計画で掲げる未来の千葉市の実現に向け、より具体的な事業内容を示す実施計画では、行政改革推進指針
や中期財政運営方針などと連携し、行政運営の効率化や財政の健全性の維持・向上を図りながら、持続的発展
に向けたまちづくりを着実に推進します。

また、質の高い行政サービスを持続的に提供し、多様な行政ニーズに応えるため、行政のデジタル化を推進
するとともに、民間活用を含めた、施設の管理運営の効率化や計画的保全による維持管理コストの縮減、利用
状況を考慮した施設総量の縮減、更新時における施設規模の適正化や集約化・複合化の検討など、資産経営と
まちづくり双方の視点を含む経営的な視点に立った公共施設の適正管理を推進します。

さらに、本市の現状や将来展望に関して、市民との積極的な情報共有を図るなど、透明性の高い行財政運営
を進めます。

本計画のまちづくりを推進するとともに、取組みの効果を高めるため、データに基づき、進捗状況の管理及
び評価を実施します。

実施計画の終了時に行う政策評価においては、取組みの進捗状況やアンケートにより把握する市民の実感な
どを踏まえ、基本計画のまちづくりの評価と課題の抽出を行うとともに、取組みの改善につなげます。

これに加え、実施計画においては、毎年度行う進捗管理により事業の達成状況を把握することで改善を図る
とともに、地域情報の可視化や市民意見の分析などデータを活用しながら、社会変化や施策推進上の課題を把
握し、施策の検証、機動的な意思決定を行うことで、迅速に必要な施策に取り組んでいきます。
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第　 章6

まちづくりの総合８分野
まちづくりの基本方針に沿った政策に応じて取り組む分野を「まちづくりの総合８分野」として整理し、それ

ぞれの分野目標を設定するとともに、分野間の連携を図りながら、総合的かつ計画的なまちづくりを推進します。

１ 環境・自然　気候変動に対応し、豊かな自然と共生する持続可能なまちを実現します

政策１
脱炭素化などの地球環境保全を進め、
持続可能な社会を創る

施策１ 地球温暖化対策の推進
施策２ 自然環境・生活環境の保全
施策３ 環境負荷に配慮したごみの削減と適正処理

政策２
緑と水辺を身近に感じ、愛着の持てる
環境を創る

施策１ 緑と水辺の活用と充実
施策２ 緑の保全と創出
施策３ 水辺環境の保全と活用

2 安全・安心　災害など様々なリスクに対応し、安全・安心に暮らせるまちを実現します

政策１ 災害に強いまちの基盤を整備する
施策１ 風水害対策の推進
施策２ 地震等に対応した生活インフラの適切な整備・管理

政策２ 多様な主体の連携による防災力を
高める

施策１ 災害対応体制の強化
施策２ 市民の防災意識と地域防災力の向上

政策３ 消防・救急体制を充実・強化する
施策１ 消防力の充実・強化
施策２ 救急需要への対応強化
施策３ 火災予防の推進

政策４ 安全・安心な市民生活を守る
施策１ 防犯対策の推進
施策２ 交通安全の推進
施策３ 消費生活の安定・向上

3 健康・福祉　みんながいきいきと、健やかに安心して暮らせるまちを実現します

政策１ 健やかに暮らせる社会を創る
施策１ 健康づくりの促進
施策２ 医療提供体制の充実
施策３ 安全・安心な生活衛生環境の整備

政策２ 高齢者がいきいきと活躍できる
社会を創る

施策１ 生きがいづくりと社会参加の促進
施策２ 地域で安心して暮らせる環境の整備
施策３ 認知症とともに生きる社会の構築
施策４ 介護保険サービス提供体制の整備

政策３ 障害のある人もない人も、自分らしく
生活できる共生社会を創る

施策１ 障害のある方への理解促進と社会参加の促進
施策２ 地域で自立して暮らせる環境の整備
施策３ 障害のある子どもとその家族への支援の充実
施策４ 心の健康づくりへの相談・支援体制の充実

政策４ 住民一人ひとりの暮らしと生きがい、
地域をともに創っていく社会をつくる

施策１ ともに支え合い、活力ある地域づくりの推進
施策２ 包括的な支援体制の構築

まちづくりの総合８分野における政策体系

73



４ 子ども・教育　夢と思いやりの心を持ち、未来を拓く子どもたちが育つまちを実現します

政策１
子どもを産み・育てやすい環境を
創る

施策１ 妊娠前から子育て期までの支援の充実

施策２ 子育てしやすい保育環境の充実

施策３ 困難な状況にある子どもや家庭への支援の充実

施策４ 児童虐待防止対策の強化

施策５ 障害のある子どもとその家族への支援の充実（再掲）

政策２
自ら未来を切り拓いていくことが
できる子どもを育成する

施策１ 未来につながる学びの充実

施策２ 学びを支える教育環境の充実

施策３ 学校生活支援の充実

施策４ 放課後の子どもの居場所と多様な体験・活動の充実

施策５ 子ども・若者が社会で考え、行動する力の育成

５ 地域社会　多様性を力に、みんなでまちづくりを進める地域社会を実現します

政策１
誰もが個性を活かし活躍できる環境
を創る

施策１ 多様性を活かしたインクルーシブなまちづくりの推進
施策２ 多文化共生社会の実現

政策２
多様な主体の連携によるまちづくり
を進める

施策１ 持続可能な市民主体のまちづくりの推進
施策２ 生涯学習を通じた地域活動の推進

６ 文化芸術・スポーツ　市民の文化芸術・スポーツ活動が広がる、 創造性豊かなまちを実現します

政策１ 文化芸術が生まれ、広がる環境を創る
施策１ 文化芸術活動の創出と支援
施策２ 文化財の保全・活用

政策２ スポーツに親しむ環境を創る
施策１ 市民スポーツ活動の促進・支援
施策２ スポーツを核とした地域の活性化

7 都市・交通　市民の快適な暮らしと活発な交流を支える、魅力と愛着が感じられる都市を実現します

政策１ 持続可能で魅力あるまちづくりを
進める

施策１ 美しく心地よいまちづくりの推進
施策２ ３都心などの魅力向上
施策３ 地域資源の発掘・活用
施策４ 広域連携の深化

政策２ 都市の力を底上げするネットワークを
整備する

施策１ 持続可能な公共交通ネットワークの形成
施策２ 道路ネットワークの形成
施策３ 安全・安心な移動環境の整備

政策３ まちの発展にテクノロジーを活かす
施策１ スマートシティの推進
施策２ 新しい技術・しくみの社会実装の加速化

政策４ 暮らしを支える基盤を創る
施策１ 住環境・生活基盤の充実
施策２ 持続可能な上下水道事業の推進

8 地域経済　地域経済を支える産業や人材が育ち、新たな価値が生まれるまちを実現します

政策１ 地域の産業を支え・育てる

施策１ 地域経済の新たな担い手の創出
施策２ 持続可能な地域経済の確立に向けた経営力強化
施策３ 雇用の確保・拡大と人材育成の強化
施策４ 産学官等の連携強化

政策２ 観光の振興と MICE の推進により
まちの魅力を高める

施策１ 観光資源の価値向上
施策２ MICE の推進

政策３ 農林業の持続的な発展を支える
施策１ 農業の成長産業化
施策２ 農業の担い手の確保・育成
施策３ 農と森林が持つ多面的機能の保全と活用
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脱炭素化などの地球環境保全を進め、持続可能な社会を創る
［施策1］地球温暖化対策の推進
［施策2］自然環境・生活環境の保全
［施策3］環境負荷に配慮したごみの削減と適正処理

緑と水辺を身近に感じ、愛着の持てる環境を創る
［施策1］緑と水辺の活用と充実
［施策2］緑の保全と創出
［施策3］水辺環境の保全と活用

政策 2

政策 1

1 環境・自然

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  花見川区入選（撮影場所：花島公園）
Instagramアカウント名：naofumi11235さん

政策体系
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分 野 目 標

気候変動に対応し、豊かな自然と共生する
持続可能なまちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●わたしたちが直面する、地球規模の気候変動に伴う様々な影響・リスクに対し、二酸

化炭素排出量の削減に向けた「緩和」と気候変動による影響への「適応」の両面から
対応を図り、自然と共生する持続可能な社会づくりを進めることが必要です。

●また、千葉市は縄文の昔から、様々な自然環境の恩恵を受けてきました。この本市の
特性である緑と水辺の貴重な環境を保全し、充実させ魅力として高めていくことで、
未来の暮らしがより豊かなものとなります。

●感染症への対応を契機として、テレワークや在宅勤務などの新しい働き方が普及・浸
透する中、日常生活において緑と水辺を身近に感じ、親しめる潤いある暮らしを享受
するとともに次代につなげられるよう、自然と調和したまちづくりを進めることが必

要です。
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　持続可能な社会を創るため、脱炭素化をはじめとする地球温暖化対策を推進する
とともに、良好な自然環境及び生活環境を保全します。また、循環型社会の実現に
向けた、ごみの削減と適正処理を推進します。 

脱炭素化などの地球環境保全を進め、持続可能な社会を創る 

政 策  1

［ 施策 1 ］　地球温暖化対策の推進 

● �脱炭素化の取組みや、再生可能エネルギーの創
出・活用などを進めるとともに、自然災害や健
康被害の防止・軽減への取組みなど、「緩和」と「適
応」の両面から地球温暖化対策を推進します。

［ 施策 2 ］　自然環境・生活環境の保全

● �谷津田・里山及び水環境の保全等に取り組むこ
とで、生物多様性を育む、潤いある緑と水辺に
代表される本市の自然環境を守るとともに、大気、
水及び土壌汚染対策などに取り組み、良好な生
活環境を保全します。

［主な取組み］ 
● 脱炭素化投資の促進（省エネルギー・再

生可能エネルギー等に係る設備の導入など）

● 広域連携による再生可能エネルギーの調達

● 自然災害や健康被害などの影響へ備える
適応策の推進

● 気候変動に対する行動変容の促進（各種
イベント等での啓発など）

［主な取組み］ 
● 生物多様性の保全（谷津田及び水環境の

保全、貴重な動植物の保護など）

● 環境保全意識の醸成

● 良好な生活環境の保全

大草谷津田いきものの里
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［ 施策 3 ］　環境負荷に配慮した
ごみの削減と適正処理 ［主な取組み］ 

● ごみの総排出量のさらなる削減（プラス
チックごみの発生抑制、食品ロスの削減
など）

● 再資源化の推進（プラスチックの再資源
化の検討など）

● 持続可能なごみ処理体制の確保

● �ごみの発生抑制や、分別の徹底等による再資源
化に取り組み、持続可能なごみ処理体制を整備
します。

へらそうくんルーム
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　緑と水辺を身近に感じ、愛着の持てる環境を創るため、緑と水辺をグリーンイン
フラ 37 として活用し充実させるとともに、都市緑化を推進します。さらに、川辺や
海辺などの水辺環境の保全と活用を推進します。

　緑と水辺を身近に感じ、愛着の持てる環境を創る

政 策  2

［ 施策 1 ］　緑と水辺の活用と充実

● �官民連携等による公園の魅力向上や公園施設の
長寿命化など、ストックの保全・再編に取り組
むとともに、都市と緑・農の共生の推進など身
近にふれあえる緑と水辺を充実します。

［主な取組み］ 
● 魅力ある公園づくり（大規模公園等のリ

ニューアル、地域のニーズに応じた街区公園
等整備、官民連携による賑わい創出など）

● ストックの再編（公園施設の改修・長寿命
化等、公園等のストック再編など）

● 都市と緑・農の共生推進

稲毛海浜公園（リニューアル後パース）

37　�グリーンインフラ：自然環境が有する多様な機能を、社会における様々な課題解決に活用しようとする考え方及び、緑と水辺など自然環境
そのもののこと。
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［ 施策 3 ］　水辺環境の保全と活用
［主な取組み］ 

● 浜辺・海辺の魅力向上（人工海浜を活用
した賑わいづくり、回遊性の向上など）

● 川辺の利活用（親水空間の整備、周辺自
治体と連携した賑わいづくりなど）

● 良好な水辺環境の保全（浜辺及び谷津田
の保全など）

● �浜辺・海辺を活用した賑わいづくりや川辺の利
活用を推進するとともに、豊かな水辺環境の保
全を推進します。

カヤック体験（花見川）

［ 施策 2 ］　緑の保全と創出

● �良好な緑環境を将来に引き継ぐため、市内に残
された豊かな緑を保全するとともに、緑の確保
に係る制度の充実により、まちなかの緑の空間
を創出します。

［主な取組み］ 
● 緑と花に親しめるまちづくり

● 緑地環境の保全と継承、市民協働による
杜の再生

● まちなかの再開発等にあわせ、良好な景
観の形成等により市民にとって居心地が
よく、また生物の生息環境となりうるよ
うな質の高い緑の空間の創出
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災害に強いまちの基盤を整備する
［施策1］風水害対策の推進
［施策2］地震等に対応した生活インフラの適切な整備・管理

多様な主体の連携による防災力を高める
［施策1］災害対応体制の強化
［施策2］市民の防災意識と地域防災力の向上

消防・救急体制を充実・強化する
［施策1］消防力の充実・強化
［施策2］救急需要への対応強化
［施策3］火災予防の推進

安全・安心な市民生活を守る
［施策1］防犯対策の推進
［施策2］交通安全の推進
［施策3］消費生活の安定・向上

政策 2

政策 3

政策 4

政策 1

2 安全・安心

九都県市合同防災訓練（救出救護訓練）

政策体系
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分 野 目 標

災害など様々なリスクに対応し、
安全・安心に暮らせるまちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●わたしたちは、豊かな自然の恩恵を受けつつも、時に厳しい自然災害をはじめとする

様々なリスクを抱えながら暮らしています。先人から受け継がれた自然と共生しつつ
これらのリスクを未然に防ぐとともに、災害などが発生した場合に、被害を最小限に
抑え 、速やかに復旧・復興できるしなやかな社会を創ることが、市民の安全・安心
な暮らしを支える基盤となります。

●千葉市におけるこれまでの被災経験や災害リスクを踏まえ、災害に強いまちづくりを
推進するため、風水害や地震に備える都市基盤整備はもとより、単なる現状回復であ
る「復旧」にとどまらず、将来に向けて地域や産業を活性化させる「復興」を速やか
に実現できるよう、行政をはじめ、多様な主体が連携し、一体となり防災・減災力の
向上を図ることが必要です。

●また、火災や犯罪、交通事故や消費者被害といった様々な暮らしのリスクへの対応を
図り、市民の命や財産を守るための様々な取組みを推進することが必要です。
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［ 施策 1 ］　風水害対策の推進 

● �急傾斜地の崩壊対策や雨水貯留施設・河川の整備
などを進めるとともに、がけ地付近からの移転
などを促進することにより、局地的な大雨や大型
台風による被害を未然に防止します。

［ 施策 2 ］　�地震等に対応した生活インフラ
　　　　　 の適切な整備・管理

● �橋梁・上下水道施設等の耐震化、道路の長寿命化
及び無電柱化の推進により、持続可能な公共イン
フラを確保するとともに、住宅の耐震化を促進し、
大規模地震などの災害時において交通基盤や市民
生活を維持するための機能を強化します。

［主な取組み］ 
● 急傾斜地崩壊対策の推進

● 流域治水の推進

● 浸水被害の軽減と対策の強化

● 危険ながけ地付近からの移転助成

［主な取組み］ 
● 橋梁・上下水道施設等の耐震化の推進

● 道路の長寿命化の推進

● 無電柱化の推進

● 緊急輸送道路沿道建築物の耐震助成

● 住宅（木造住宅・分譲マンション）の耐震
助成

● 災害に強いまちの基盤となる道路ネット
ワークの整備

無電柱化の推進

　気候変動による災害リスクの増大や発生が懸念される首都直下地震などに対応す
るため、持続可能なまちの基盤を整備します。

災害に強いまちの基盤を整備する

政 策  1
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［ 施策 1 ］　　災害対応体制の強化 

● �危機管理・防災対策を強力に推進する一元的な
体制を構築するとともに、災害が発生しても速
やかに復旧・復興が可能となるよう備えを進め
るほか、多様な主体との連携を強化し、市民・
民間・大学等・行政が相互に連携した災害対応
体制を強化します。

［ 施策 2 ］　�市民の防災意識と
　　　　　 地域防災力の向上

● �地域における防災活動や担い手の育成支援、防災
教育の充実をテクノロジーなども活用しながら進
めるとともに、地域の実情に応じた避難環境の向
上などの避難者支援を強化し、地域コミュニティ
による自発的な防災・減災活動を支援します。

［主な取組み］ 
● 分野を横断した一元的な防災体制の整備

● 多様な主体との連携による、広域的な災害
対応体制の強化

● 企業における事業継続計画（BCP）策定の
支援

● 電力・通信の強靭化（再生可能エネルギー
等の普及、通信事業者との連携強化など）

● 情報収集・発信力の強化

● 断水対策の強化

● 複合災害への対応体制の構築

● 復興まちづくり計画の策定

［主な取組み］ 
● 誰もが参加しやすい防災教育の充実

● 地区の居住者が自ら作る「地区防災計画」
策定の促進

● 多様な避難形態に対応した支援の強化（新
たな避難施設の確保、在宅避難等の推進
など）

避難所開設訓練

　多様化・激甚化する災害に対応するため、行政による危機管理・防災対策の充実
や民間事業者など多様な主体の連携強化を図るとともに、市民の多様性に配慮しつ
つ、市民一人ひとりの防災意識の向上や地域コミュニティにおける助け合いの強化
などにより、総合的な防災力を高めます。

多様な主体の連携による防災力を高める

政 策  2
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　市民の命や財産を守るため、消防・救急体制を充実・強化します。

消防・救急体制を充実・強化する

政 策  3

［ 施策 1 ］　消防力の充実・強化

● �大規模・複雑化する災害にも迅速かつ的確に対
応できる消防体制を構築するとともに、消防団
活動の充実・強化を図ることにより、総合的な
消防力を高めます。

［主な取組み］ 
● 大規模・複雑化する災害に対応した消防

体制の充実・強化

● 効率的・効果的な消防指令通信体制の確立

● 航空消防体制の充実・強化

● 消防団による地域防災力の充実・強化

消防ヘリコプター「おおとり」
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［ 施策 3 ］　火災予防の推進

● �独居高齢者の増加や居住形態などにも対応した
防火体制の推進や、デジタル技術を活用した効
率的な予防業務の運用などにより、火災の未然
防止を推進します。

［主な取組み］ 
● 一人暮らしの高齢者などにも対応した防火

対策の推進

● 火災予防業務へのデジタル技術活用

［ 施策 2 ］　救急需要への対応強化

● �デジタル技術を活用した救急需要予測の導入や
救急隊員の人材育成などにより、増大する救急
需要や高度化する救急業務に機動的かつ効率的
に対応できる体制を構築するとともに、応急手
当が実践できるバイスタンダー 38 の育成を推進
することで、救命率向上を図ります。

［主な取組み］ 
● 機動的・効率的な救急業務実施体制の構築

● 救急隊員の人材育成

● バイスタンダーの育成

バイスタンダー育成

38　�バイスタンダー：けが人や急病人が発生した際、その付近に居合わせた人のこと。バイスタンダーによる心肺蘇生法等の応急手当の有無が
救命率を大きく左右する。
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　安全・安心な市民生活を守るため、地域防犯力の向上と交通安全を推進するとともに、
自立した消費者の育成などにより、消費生活の安定・向上を図ります。

安全・安心な市民生活を守る

政 策  4

［ 施策 1 ］　防犯対策の推進

● �テクノロジーを活用した防犯技術の導入などに
より、犯罪の未然防止と発生時には迅速に対応
できる体制を構築するとともに、防犯パトロール
隊の育成などにより市民主体の防犯活動を促進
し、地域の防犯力を高めます。

［主な取組み］ 
● 防犯対策の強化

● 地域安全に関する講座等による市民意識の
醸成

● 市民主体の防犯活動促進による地域防犯力
の向上

防犯パトロール活動
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［ 施策 3 ］　消費生活の安定・向上
［主な取組み］ 

● 消費者教育の推進（悪質商法等の被害防
止に関する講座など）

● SNS 40 等を活用した消費生活相談

● �多様化する消費者トラブルに対応するため、時
代を捉えた消費者教育の推進により、自ら考え
行動する自立した消費者を育成するとともに、
利便性が高く相談しやすい体制を整備し、消費
生活の安定・向上を図ります。

39　�ユニバーサルデザイン：年齢、性別、国籍、障害の有無等に関わらず、できる限りすべての人が利用しやすいように、利用者本位、人間本位
の考え方に立って快適な環境をデザインすること。

40　�SNS：Social Networking Service の略称。登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。

［ 施策 2 ］　交通安全の推進

● �誰もが安全かつ快適に共存できる環境を整備する
ため、テクノロジーなどを活用した新たな移動
手段を踏まえつつ、交差点や歩道、自転車走行
環境を整備するとともに、駐輪場の整備などの
放置自転車対策を推進します。

● �学校や地域での交通安全に関する啓発活動の充実
を図ります。

［主な取組み］ 
● 誰もが安心して円滑に移動できるユニ

バーサルデザイン 39 化した道路整備

● 通学路等の安全対策

● 交通安全に関する普及・啓発

● 安全かつ快適な自転車走行環境整備と駐
輪場の整備などの放置自転車対策

通学路の安全対策
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健やかに暮らせる社会を創る
［施策1］健康づくりの促進
［施策2］医療提供体制の充実
［施策3］安全・安心な生活衛生環境の整備

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに
創っていく社会をつくる

［施策1］ともに支え合い、活力ある地域づくりの推進
［施策2］包括的な支援体制の構築

高齢者がいきいきと活躍できる社会を創る
［施策1］生きがいづくりと社会参加の促進
［施策2］地域で安心して暮らせる環境の整備
［施策3］認知症とともに生きる社会の構築
［施策4］介護保険サービス提供体制の整備

障害のある人もない人も、自分らしく生活できる
共生社会を創る

［施策1］障害のある方への理解促進と社会参加の促進
［施策2］地域で自立して暮らせる環境の整備
［施策3］障害のある子どもとその家族への支援の充実
［施策4］心の健康づくりへの相談・支援体制の充実

政策 2

政策 3

政策 1

政策 4

3 健康・福祉 
政策体系

シニアリーダー体操教室
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分 野 目 標

みんながいきいきと、健やかに安心して暮らせる
まちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●誰もが健康で活躍できる社会を構築することは、市民一人ひとりが身体的・精神的に

だけでなく、社会的にも満たされるため、また、人口減少や少子高齢化が進行する中
において、地域社会・地域経済が持続的に活性化していくうえでも重要です。

●そこで、市民の充実した人生の基盤として、ライフステージに応じた健康づくりの促
進や医療提供体制の充実を図るほか、地域福祉の担い手の不足を見据え、地域で支え
合う体制の構築や適切な福祉サービスの提供、社会参画の促進など、高齢者や障害の
ある方が住み慣れた地域で安心して暮らせるとともに、市民一人ひとりが、いきいき
と活躍できる持続可能な社会を構築していくことが必要です。

●また、年齢や障害の有無に関わらず、誰もが自分らしく生活し、社会で活躍できるよ
う、社会のバリアフリー化を推進していくことが必要です。
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［ 施策 1 ］　健康づくりの促進 

● �健康に関する意識の向上や、健康づくりに取り
組みやすい環境の整備により、市民の生活習慣
の見直しを促進し、健康づくりを後押しします。

［主な取組み］ 
● 特定健康診査・特定保健指導及びがん検

診の推進

● パーソナルヘルスレコード 41 を活用した健
康施策の推進

● 健康づくりの推進に向けた新たな取組み
の検討（ナッジ 42 など）

● 受動喫煙対策

● 介護予防の促進（重度化防止、生きがい
づくりなど）

● 食育の推進

プロから学ぶ食育教室

　誰もが健やかに暮らせる社会を創るため、健康づくりを促進するとともに、医療
提供体制や健康危機管理体制を整備します。

健やかに暮らせる社会を創る

政 策  1

41　�パーソナルヘルスレコード：乳幼児健診やがん検診などの生涯にわたる個人の健（検）診結果や服薬履歴等の健康情報を、電子記録とし
て、本人や家族が正確に把握するための仕組みのこと。

42　�ナッジ：行動科学の知見から、自発的に自身にとってより良い選択を取れるように手助けする手法のこと。例えば、がん検診・特定健診の
勧奨はがきに「およそ8割の方が受けています！」などと記載することで、行動を起こすためにそっと後押しする工夫のこと。
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動物愛護の推進（ボランティアによる散歩）

［主な取組み］ 
● 健康危機管理体制の強化（新型インフル

エンザ等対策行動計画に基づく体制づく
りなど）

● 食品衛生の推進（食中毒の発生予防など）

● �環境衛生の推進（住まいや施設の空気環
境、飲料水の衛生管理など）

● 動物愛護の推進（動物の適正飼養及び終
生飼養の普及・啓発など）

● 墓地・斎園環境の整備

［ 施策 3 ］　�安全・安心な生活衛生環境の
整備

● �健康危機管理体制の強化などにより、市民の健
康や生活環境を守る取組みを推進します。

● �動物の適正飼養や終生飼養、地域猫活動などの
普及・啓発、ボランティア等多様な主体との連携・
協働の促進や活動拠点の整備などにより、人と
動物が共生できる社会づくりを推進します。

● �今後さらに進行していく少子高齢化による需要
の変化に対応するため、墓地・斎園環境の整備
を推進します。

［ 施策 2 ］　�医療提供体制の充実

● �かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局などの普及・啓発や、オンライン診療・服
薬指導などテクノロジーの活用、救急医療体制
の整備などにより、市民がニーズに応じて適切
な医療を受けられる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● かかりつけ医などの普及・啓発

● オンライン診療・服薬指導の促進

● 救急医療体制の整備

● 市立病院の医療提供体制の整備と経営基盤
の強化

新病院完成パース
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［ 施策 1 ］　�生きがいづくりと
　　　　　 社会参加の促進 

● �高齢者が自らの意思・希望に基づき、就労や地
域活動の担い手などとして活躍するための学び
の場や、これまで培ってきた経験やノウハウを
継承する機会を提供するなど、生涯にわたって
元気でいきいきと活躍できる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 高齢者の社会参画に係る支援体制の充実　
（生涯現役応援センターの相談・マッチン
グの充実、地域交流スペースの設置促進
など）

● 学びを生活や地域・社会に活かせる学習
機会の提供（高齢者へのデジタル技術活用
講座など）

　人生 100 年時代においても高齢者がいきいきと活躍できる社会を創るため、生き
がいづくりや社会参加を促進するとともに、住み慣れた地域で安心して生活できる
支え合いの環境づくりを推進します。

高齢者がいきいきと活躍できる社会を創る

政 策  2

スマートフォン講座
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［ 施策 4 ］　�介護保険サービス提供体制
の整備

● �外国人や他分野の企業を含む多様な人材が介護分
野に参入し、長く定着するための環境づくりや、
特別養護老人ホームの整備、在宅支援サービスの
参入促進などにより、介護保険サービスを適切に
利用することができる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 認知症になっても活躍できる環境整備

● 認知症の早期発見・早期対応の体制整備

● �若年性認知症の支援体制整備

［主な取組み］ 
● �介護保険施設等の計画的な整備

● �在宅支援サービスの提供体制の整備

● �介護人材の確保

● �介護ロボット・デジタル技術等の導入促進

［ 施策 3 ］　�認知症とともに生きる
　　　　　 社会の構築

● �認知症に対する社会全体の理解促進や、認知症
の人の地域活動への参加促進などにより、認知
症の人やその家族が、住み慣れた地域で希望を
持って暮らせる環境を整備します。

［ 施策 2 ］　�地域で安心して暮らせる
　　　　　 環境の整備

● �高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
続けられるよう、相談体制の強化、生活支援体
制の充実、医療介護専門職による多職種連携の
さらなる推進などにより、医療・介護・予防・
住まいに関する生活の支援が、本人の意思に基
づいて、切れ目なく提供される体制（地域包括
ケアシステム）の構築・強化を進めます。

あんしんケアセンター

［主な取組み］ 
● あんしんケアセンター機能の強化

● 生活支援体制の充実

● 在宅医療・介護連携の推進

● 地域住民や地域団体による支え合い活動
の促進

● 関係団体等による高齢者の居住支援の検
討・実施

● ケアラー 43 （介護者）支援の強化

● 介護予防の促進（重度化防止、生きがいづ
くりなど）（再掲）

● 終末期医療等に関する普及・啓発

● 本人の意思決定支援に係る医療・介護専
門職員の育成

43　�ケアラー：高齢、障害又は疾病等により援助を必要とする親族、友人その他の身近な人に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話や、
その他の援助を行う人のこと。

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

94



［ 施策 1 ］　�障害のある方への理解促進と
　　　　　 社会参加の促進 

● �障害の特性や障害のある方に対する理解を社会
全体で深めるとともに、障害のある方の就労や
社会参加を支援します。

［主な取組み］ 
● 障害のある方への理解の促進（福祉講話

の拡充、ヘルプマーク等の普及・啓発、
パラアスリートの学校訪問など）

● 障害のある方の就労・社会参加の促進

● 農福連携 44 の促進

● ケアラー（介護者）支援の強化（再掲）

　障害の有無に関わらず、誰もが安心して自分らしく生活できる共生社会を実現す
るため、障害者の社会参加の促進や、障害のある子どもとその家族への支援の充実
など、社会のバリアフリー化を推進します。

障害のある人もない人も、自分らしく生活できる共生社会を創る 

政 策  3

44　�農福連携：障害者や高齢者などが農業分野で活躍することを通じて、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取組みのこと。近年
では、農業分野に限らず、伝統産業分野など他の分野においても広がりを見せている。

パラアスリート学校訪問
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［ 施策 4 ］　�心の健康づくりへの相談・
支援体制の充実

● �心の健康に関する知識の普及や悩み事相談、ゲー
トキーパー 45 の養成などにより、市民の心の健
康の保持増進を図るなど、市民一人ひとりに寄
り添う相談体制を構築します。

［主な取組み］ 
● 療育支援体制の充実

● 幼少期から成人期までのライフステージに
応じた切れ目のない支援の推進

［主な取組み］ 
● �ひきこもり地域支援センターの機能拡充

● �自殺対策の推進

［ 施策 3 ］　�障害のある子どもと
　　　　　 その家族への支援の充実
● �療育支援体制の充実や、障害の早期診断・早期

支援などにより、ライフステージに応じた支援
を受け、地域で安心して暮らすことができる環
境を整備します。

45　�ゲートキーパー：身近な人の自殺のサインに気づき、その人の話を受け止め、必要に応じて専門機関へつなぐなどの役割が期待される人の
こと。

［ 施策 2 ］　�地域で自立して暮らせる
　　　　　 環境の整備

● �障害以外の分野との相談支援体制の連携の推進
や、医療的ケアが必要な方や強度行動障害の方
向けのグループホームの整備、精神科病院退院後
も地域で円滑に生活できる支援体制の確立などに
より、障害の程度や特性に関わらず、自らの意思
や希望、能力に応じて、地域で安心して暮らせる
環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 重度障害者グループホームの整備

● 重症心身障害児者・医療的ケア児者への
支援の充実

● 難病患者の地域生活と治療の両立

● 精神障害者と住民がともに安心して暮ら
せる環境の整備

● 障害者基幹相談支援センターを中心とし
た相談支援体制の充実及び関係機関との
連携強化

● 親なき後の支援体制の拡充

● 各区相談窓口の強化（遠隔手話通訳・外
国語翻訳アプリの活用など）
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［ 施策 1 ］　ともに支え合い、活力ある
　　　　　 地域づくりの推進 

● �住民同士の支え合い活動、多様な主体による協
働の仕組みづくりやボランティア、地域づくり
に参画しやすい環境づくりなどにより、市民同
士のつながりを強め、地域の力を高める取組み
を推進します。

● �デジタル技術を活用した新たな地域活動の立ち
上げ支援などにより、地域活動の維持・強化を
図ります。

［主な取組み］ 
● コミュニティソーシャルワーク機能 46 の

強化

● 住民同士の支え合い活動の促進

● 多様な主体による協働の仕組みづくり
（SNS を活用したプラットフォーム 47 の
構築など）

● ボランティア、地域づくりに参画しやすい
環境づくり

朗読活動ボランティア

　すべての人々が地域、暮らし、生きがいをともに創り、高め合うことができる地
域共生社会を実現するため、地域住民や地域の多様な主体が分野を越え、世代を越
え横断的につながり、地域の支え合いの力を高めるとともに、包括的な支援体制を
構築します。

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく
社会をつくる

政 策  4

46　�コミュニティソーシャルワーク機能：生活上の課題を抱える個人や家族に対する「個別支援」と個別支援から明らかになった地域生活課題
を地域住民等により解決するための仕組みづくりを支援する「地域支援」を行う機能のこと。

47　�プラットフォーム：「舞台・壇上」等を意味する英語（platform）から転じて、様々な施策やサービスの「基礎」や「基盤」の意味で
用いられる。ここでは、地域課題の解決に向けて地域の多様な主体が参画している組織や仕組みの意味で用いている。
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［ 施策 2 ］　�包括的な支援体制の構築

● �世代や属性に関わらず、相談を受け止め、関係
機関と連携しながら支援を行うとともに、アウ
トリーチ 48 型の支援などにより、地域生活課題
の解決に資する包括的な支援体制を整備します。

［主な取組み］ 
●「相談支援」「社会参加支援」「地域づくり」

を一体的に実施する重層的支援体制の構築

● 生活自立・仕事相談センターにおける相談
支援体制の充実

● 相談アクセスの向上（アウトリーチ機能
の充実、SNS 等の活用による相談など）

48　�アウトリーチ：「外へ（out）手を伸ばす（reach）」という意味。生活上の課題を抱えながらも自ら援助にアクセスできない個人や
家族に対し、家庭や学校等への訪問支援、当事者が出向きやすい場所での相談会などにより、支援につながるよう積極的に働きかける
取組みのこと。

生活自立・仕事相談センター
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子どもを産み・育てやすい環境を創る
［施策1］妊娠前から子育て期までの支援の充実
［施策2］子育てしやすい保育環境の充実
［施策3］困難な状況にある子どもや家庭への支援の充実
［施策4］児童虐待防止対策の強化
［施策5］障害のある子どもとその家族への支援の充実（再掲）

自ら未来を切り拓いていくことができる子どもを育成する
［施策1］未来につながる学びの充実
［施策2］学びを支える教育環境の充実
［施策3］学校生活支援の充実
［施策4］放課後の子どもの居場所と多様な体験・活動の充実
［施策5］子ども・若者が社会で考え、行動する力の育成

政策 1

政策 2

4 子ども・教育

第２回千葉市制100周年記念フォトコンテスト  最優秀賞（撮影場所：稲毛海浜公園）
Instagramアカウント名：nobi_nobi_baby_kidsさん

政策体系
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分 野 目 標

夢と思いやりの心を持ち、
未来を拓く子どもたちが育つまちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●子どもたちは、未来の社会において中心的な役割を担う、大切な「人財」です。

●その貴重な「人財」である子どもたちが健やかに成長していくまちを実現するため
には、少子化の進行、共働き世帯の増加など子育て世代を取り巻く環境の変化に対応
し、様々な理由で困難な状況に陥ってしまったとしても、誰一人取り残すことなく適
切な支援ができるよう、社会全体で子育てを支え、子どもを産み育てたいと思える環
境づくりが必要です。

●また、今まで以上に、価値観が多様で、変化が激しく、そして本格的なデジタル化が
進むことが予測される社会においても、子どもたち自らが柔軟に対応し、それぞれの
未来に向けて個性を活かして羽ばたけるよう、未来を切り拓く力を身につけることが
必要です。
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　子どもを安心して産み・育てやすい環境を創るため、子育て支援を充実するとと
もに、子どもの健全育成を推進します。

子どもを産み・育てやすい環境を創る

政 策  1

［ 施策 1 ］　妊娠前から子育て期までの
支援の充実

● �妊娠前から相談でき、安心して子どもを産み、
育てられる環境を整備するなど、きめ細かな子
育て支援策を推進することにより、家族がいき
いきと子育てできる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 産後うつの早期発見等を目的とした産婦

健診事業の導入

● 母子健康包括支援センターの充実

● 妊活支援（若い世代への妊娠・出産等に
関する知識の普及など）

● 不妊症・不育症などへの相談体制の充実

母子健康包括支援センター

101



［ 施策 2 ］　子育てしやすい保育環境の
充実

● �保育者の資質向上による質の高い教育・保育の
提供や学びの連続性を確保することなどにより、
子どもの心身の健全な発達を支える体制を整備
します。

● �ニーズに応じた保育サービスの提供により、子ど
もを産み、育てたいと思う人が、働きながらでも、
安心して子を産み育てられる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 教育・保育の質の向上（保育者の資質向上、

保育人材の確保、幼児教育の充実など）

● ニーズに応じた保育の受け皿の確保

● 働き方の多様化に対応した保育メニュー
の提供

● 保育施設の老朽化への対応

保育所での保育の様子

［主な取組み］ 
● 生活困窮世帯の子どもに対する教育支援

の強化

● 支援団体の育成及び連携の強化

● ひとり親家庭に対する就業支援の強化

● ヤングケアラー 49 に対する支援の充実

● DV 防止・被害者支援の推進

［ 施策 3 ］　�困難な状況にある子どもや
　　　　　 家庭への支援の充実

● �ひとり親家庭の就業支援や経済的に困難を抱え
た家庭の子どもの学習機会の確保など、家庭状
況に応じた支援により、すべての子どもたちが
生まれ育った環境に左右されることなく、心身
ともに健やかに、夢や希望を持って成長できる
環境を整備します。

49　�ヤングケアラー：大人が担うような責任を引き受け、病気や障害などケアが必要な家族の世話や家事などをする18歳未満の子どものこと。

第
１
章

第
３
章

第
５
章

第
２
章

第
４
章

第
６
章

資
料
編

102



［ 施策 4 ］　児童虐待防止対策の強化

● �児童相談所の体制強化や地域における相談・支
援体制の確保、子どもの受け皿の充実・強化な
どにより、多様化する要保護児童等の通告・相
談に迅速・的確に対応できる体制を構築すると
とともに、家庭的養護を推進します。

［主な取組み］ 
● 児童相談所の体制強化

● 地域における相談・支援体制の確保（子ども
家庭総合支援拠点の設置・運営など）

● 里親制度の推進

● ファミリーホーム設置の推進

［主な取組み］ 
● 療育支援体制の充実

● 幼少期から成人期までのライフステージ
に応じた切れ目のない支援の推進

［ 施策 5 ］　�障害のある子どもと
　　　　　 その家族への支援の充実
　　　　   （再掲）

● �療育支援体制の充実や、障害の早期診断・早期
支援などにより、ライフステージに応じた支援
を受け、地域で安心して暮らすことができる環
境を整備します。

里親制度の推進（パネル展示）
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　新しい時代を生きる子どもたちが自分自身で未来を切り拓く資質を育成するため、
市立学校において児童生徒一人ひとりの状況に応じた個別最適な学びの実現を図る
とともに、安全・安心な学校生活が送れるよう、学びの環境や支援体制の充実を図
ります。また、児童が放課後を安全・安心に過ごすことができる環境を整えるとと
もに、子どもや若者の社会参加の促進などにより、社会性や自主性を育みます。

自ら未来を切り拓いていくことができる子どもを育成する

政 策  2

［ 施策 1 ］　未来につながる学びの充実

● �デジタル技術を活用した学習の推進や、非認知
能力の育成などにより、新しい時代を生きる子
どもたち一人ひとりが未来を切り拓く資質を身
につけるための学びを充実します。

［主な取組み］ 
● GIGAスクール構想 50 の実現

● インクルーシブ教育の推進（学校間交流、
学校内交流、居住地校交流 51 など）

● キャリア教育 52 の充実

● 地域資源の活用などによる郷土教育の充実

● グローバル人材の育成

● 非認知能力の向上

● 健やかな体の育成（学校体育の充実、学校
給食の充実と食育の推進など）

ICT端末を活用した授業の様子

50　�GIGAスクール構想：１人１台のICT端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子どもを
含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を実現する
構想のこと。

51　�居住地校交流：特別支援学校小・中学部の希望する児童生徒が、居住する地域の小・中学校に訪問して行う交流及び共同学習のこと。
52　�キャリア教育：一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育のこと。
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光toku祭（高等特別支援学校）

［ 施策 3 ］　�学校生活支援の充実

● �障害のある子どもとない子どもがともに学ぶ仕
組みの構築や、いじめの未然防止と早期発見・
解消、不登校児童生徒や外国人児童生徒などへ
の学習支援、家庭環境等の様々な要因から学力
定着が困難な児童生徒に対する支援などにより、
安心して充実した学校生活が送れるよう多様な
教育的支援の充実を図ります。

［主な取組み］ 
● 特別支援教育の充実

● いじめの未然防止と早期発見・解消

● 不登校児童生徒の支援・学びの機会の確保

● 外国人児童生徒などへの支援体制の充実

● 学習習慣の確立に向けた支援

53　�チーム学校：教員が児童生徒と向き合える時間を確保するなど、指導力を発揮できる教育環境の整備を図るため、教員以外の専門性や経験を
有する専門的スタッフを学校に配置したり、従来の業務を改善したりすることでそれぞれの専門性を連携して発揮し、学校組織全体が一つの
チームとして力を発揮するという考え方のこと。

光toku祭（高等特別支援学校）

［主な取組み］ 
● 大規模改造等による学校施設の整備

● 学校適正規模・適正配置の推進

● 学校支援地域本部事業の推進

● 少人数学級・少人数指導への対応

● チーム学校 53 の推進

● 教職員の資質・指導力の向上

● 教職員の働き方改革の推進

● 公立夜間中学の設置・運営

［ 施策 2 ］　�学びを支える教育環境の
　　　　　 充実

● �学習施設の整備や質の高い教職員の育成、専門
スタッフの配置に加え、地域ぐるみで子どもを
育てる体制づくりなどにより、安全・安心で、
時代に即した質の高い教育を受けられる環境を
整備するとともに、様々な事情により十分な教
育を受けられなかった方などへの学びの機会を
提供します。
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54　�アフタースクール：原則として小学校敷地内において、放課後児童クラブ及び放課後子ども教室を一体的に運営するもの。保護者の就労状況
等に関わらず、希望するすべての児童に安心・安全な居場所を提供するとともに、多様な体験・活動の機会を提供する。

［主な取組み］ 
● アフタースクール 54 の拡充

● 子どもルームにおける待機児童の解消

［ 施策 4 ］　放課後の子どもの居場所と
　　　　　 多様な体験・活動の充実

● �放課後における児童の健全育成を推進するため、
児童が安全・安心に過ごし、多様な体験・活動
を通じて社会性や自主性、創造性を育むことが
できる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 学びを社会で実践する仕組みの検討（若

者のまちづくりへの参画の促進、金融経
済教育の推進、ボランティア活動の推進、
国際交流活動の推進など）

● 子どもの自立性・社会性・自治意識の育成

● 「こどもの参画」の周知・啓発

［ 施策 5 ］　子ども・若者が社会で考え、
　　　　　 行動する力の育成

● �子ども・若者の地域課題への意識の喚起や、まち
づくり・地域活動への参加の促進などにより、
子ども・若者が社会の一員として主体性や自立性、
社会性を育む環境を整備します。

アフタースクールでの活動の様子
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誰もが個性を活かし活躍できる環境を創る
［施策1］多様性を活かしたインクルーシブなまちづくりの推進
［施策2］多文化共生社会の実現

多様な主体の連携によるまちづくりを進める
［施策1］持続可能な市民主体のまちづくりの推進
［施策2］生涯学習を通じた地域活動の推進

政策 1

政策 2

5 地域社会

2022千葉シティトライアスロン大会ボランティア

政策体系
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分 野 目 標

多様性を力に、みんなでまちづくりを進める
地域社会を実現します

▼目標達成に向けた課題
●市民一人ひとりが年齢や性別、国籍、障害の有無、性的指向等に関わらず、自分らし

くいられるとともに、個性を活かし活躍できることは、地域社会・地域経済が持続的
な発展を続けるための基盤となります。

●また、人口減少が進み人材が限られる中、多様な主体が柔軟に連携し、地域課題の解
決を図ることが、まちづくりの大きな力となります。

●そのため、市民に根付いた懐の深さを存分に発揮し、多様性を活かしたインクルーシ
ブなまちづくりに取り組むとともに、地域・企業・団体・大学・行政など多様な主体
による連携を強化することが必要です。
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　年齢、性別、国籍、障害の有無、性的指向等に関わらず、誰もが個性を認め合い、活かし、
活躍できるよう、多様性を活かしたインクルーシブなまちづくりを推進します。

誰もが個性を活かし活躍できる環境を創る

政 策  1

［ 施策 2 ］　多文化共生社会の実現

● �外国人市民の地域社会活動への参画の支援、そ
れを担う人材や団体のネットワークの強化、テ
クノロジーを活用した多言語コミュニケーショ
ンの円滑化、多文化共生に対する市民の理解と
協力の推進などにより、国籍に関わりなく暮ら
しやすく活躍できる社会の構築を推進します。

［主な取組み］ 
● 外国人市民の地域社会活動への参画支援

● 外国人市民と日本人市民の交流促進

● 多文化共生を担う行政・関連団体の体制
強化とネットワークの構築

● 海外都市との交流・連携など

● 市民の国際感覚の醸成とグローバルな視点
の涵養

姉妹都市交流（高校生による通訳ボランティア）

［主な取組み］ 
● 固定的な性別役割分担意識にとらわれな

い、働きやすい環境づくりや育児・家事
などへの協働の促進

● 幅広い分野における子ども・若者、高齢者、
女性、外国人、障害者の活躍への支援（地
域活動、文化芸術・スポーツ活動など）

● 男女共同参画に関する一層の理解促進

● LGBT 56 への理解促進

● 人権に関する教育や普及・啓発

［ 施策 1 ］　�多様性を活かした		
インクルーシブな		
まちづくりの推進

55　�性的指向：人の恋愛・性愛がどういう対象に向かうのかを示す概念のこと。具体的には、恋愛・性愛の対象が異性に向かう異性愛、同性に
向かう同性愛、男女両方に向かう両性愛など、多様である。

56　�LGBT：女性の同性愛者（Lesbian）、男性の同性愛者（Gay）、両性愛者（Bisexual）、身体の性と心の性が一致せず、身体の性に違和感があ
る人（Transgender）の頭文字をとった言葉で、性的少数者を表す言葉の一つ。性的指向や性自認が未定であることを意味するQuestioning    

（クエスチョニング）、あるいは性的少数者の総称 Queer（クィア）の頭文字を加えて「LGBTQ」と表現することもある。

● �年齢、性別、国籍、障害の有無、性的指向 55 等
に関わらず、それぞれ異なる立場の方々の社会
参画の推進に、分野を横断し、総合的・一体的
に取り組むことにより、多様性を活かし、一人
ひとりが自分らしく幅広い分野で活躍できる、
インクルーシブなまちづくりを推進します。
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千葉の親子三代サマーフェスタボランティア

　人口減少を始めとした様々な課題が存在する中でも、地域の担い手を確保し、持続
可能なまちづくりの体制を構築するため、町内自治会や市民活動団体、事業者など多様
な主体が関わる地域コミュニティの育成支援に加え、既存の役割分担にとらわれない
柔軟な連携を推進します。また、市民一人ひとりが主体的に学びの成果を地域の力に
活かすことができるよう、学習機会の提供や社会活動への参加を推進します。

多様な主体の連携によるまちづくりを進める

政 策  2

［ 施策 1 ］　持続可能な市民主体の
　　　　　 まちづくりの推進 ［主な取組み］ 

● 地域運営委員会の設立支援

● 多様な主体の連携を促進するプラット
フォームの構築

● 持続可能な地域活動に向けた支援

● 地域コミュニティの情報発信におけるデ
ジタルツールの活用促進

● 地域コミュニティ活動の場の充実

● ボランティアに関する情報ネットワーク
の充実

● シェアリングエコノミーの推進

● �地域活動のデジタル化の推進や活動の場の充実、
担い手の育成などを通じて、地域の実情に応じ
たプラットフォームを構築するとともに、東京
2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に
おけるレガシーの一つである、ボランティア文
化の継承・発展を図り、市民自治の基盤を強化
します。

● �幅広い世代や多様な属性の人々が集い、活発な
活動・交流が図られる環境を整えるとともに、
町内自治会や市民活動団体、ボランティア、大
学等の教育機関、民間企業など多様な主体の連
携により、持続可能なまちづくりを進めます。

［主な取組み］ 
● 学びを生活や地域・社会に活かせる学習

機会の提供（高齢者へのデジタル技術活
用講座など）（再掲）

● 学習成果の還元による地域課題解決の促進

［ 施策 2 ］　生涯学習を通じた
　　　　　 地域活動の推進

● �生涯を通じた学びの機会を拡充するとともに、
その成果を還元できる場の提供を通じて、市民
による主体的な地域課題の解決を促進します。
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文化芸術が生まれ、広がる環境を創る
［施策1］文化芸術活動の創出と支援
［施策2］文化財の保全・活用

スポーツに親しむ環境を創る
［施策1］市民スポーツ活動の促進・支援
［施策2］スポーツを核とした地域の活性化

政策 1

政策 2

6 文化芸術・スポーツ

2021年千の葉の芸術祭（生態系へのジャックイン展）
©SHIZUKU - SHIRO #1, #2, #3

RAY KUNIMOTO
PCB&Software Designed by Hananosuke Takimoto, Photo by Yusuke Tsuchida

政策体系
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分 野 目 標

市民の文化芸術・スポーツ活動が広がる、
創造性豊かなまちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●市民一人ひとりが、本市の特性である時間や空間のゆとりを活かし、文化芸術・ス

ポーツ活動を通じ、創造的で健康的な生活を送ることは、個々の生活の質的な向上に
加え、明るく豊かで活力に満ちた地域社会の形成へとつながります。

●そのため、市民の主体的な文化芸術・スポーツ活動を促進するとともに、活動の輪を
広げ文化芸術・スポーツが盛んな地域社会を形成するほか、保健福祉や医療、教育や
観光など幅広い分野において文化芸術・スポーツを活用することにより、社会課題の
解決や地域活性化を図ることが必要です。
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　市民が文化芸術にふれあい、想像力を高め、活動する環境を整えるほか、文化財に
親しみ、学べる環境づくりを推進するとともに、多様な主体の活動の支援、まちづくり
との連携を図ることなどにより、文化芸術が創造され、活発に展開される環境づくり
を推進します。

文化芸術が生まれ、広がる環境を創る

政 策  1

［ 施策 2 ］　文化財の保全・活用

● �加曽利貝塚をはじめ市内に数多く残る貝塚の価
値と魅力を高め、未来へつないでいくとともに、
テクノロジーも活用しながら文化財の保護・活
用を進め、市内外の人々が文化財に親しみ、学
べる環境づくりを進めます。

［主な取組み］ 
● 加曽利貝塚の整備・活用の推進

● 文化財のデジタルアーカイブ化 57

● デジタルミュージアムの構築・推進

特別史跡加曽利貝塚新博物館の展示室イメージ

57　�デジタルアーカイブ化：図書・出版物、公文書、美術品・博物品・歴史資料等公共的な知的資産をデジタル化し、インターネット上で電子情
報として共有・利用できる仕組みのこと。

［主な取組み］ 
● 芸術祭の定期開催化

● 民間主催の大規模イベントに係る連携・
支援

● 学校教育における文化芸術にふれる機会
の充実

● サブカルチャーや新たな文化芸術活動の
振興

● 次世代を担うアーティストの育成・支援

● 市民会館の再整備

● 文化芸術とまちづくりの連携

［ 施策 1 ］　文化芸術活動の
　　　　　 創出と支援

● �芸術祭や、民間主催のイベントとの連携・支援
などを通じ、子どもから大人まで、文化芸術活
動にふれあい、参画できる機会を創出するとと
もに、サブカルチャーや新たな文化芸術の振興、
次世代を担うアーティストの支援、まちづくり
や周辺エリアとの連携などにより、文化芸術活
動を軸とした多様な価値の創造を促進します。

113



58　�エクストリームスポーツ：「エクストリーム」とは、極度・先端・過激を表しており、速さや高さを極限まで追求し、過激で華麗な離れ業を
競い合うスポーツのこと。

　体力や年齢、障害の有無等に関わらず、スポーツに親しむことができるよう、スポー
ツ活動の機会の提供や、トップスポーツチームとの連携、大会の開催などを通じて、
市民のスポーツへの関心を高めるとともに、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会を契機として醸成されたパラスポーツへの関心などをレガシーとして発展
させ、交流と賑わいの創出による地域活性化を図ります。

スポーツに親しむ環境を創る

政 策  2

X Games Chiba 2022
©Jason Halayko / ESPN Images

［主な取組み］ 
● 多様なスポーツ・レクリエーションの機会

提供

● パラスポーツの推進

● エクストリームスポーツ 58 等の場の提供

● アスリート等の育成支援

● 千葉ポートアリーナの改修

［主な取組み］ 
● トップスポーツチームとの連携による

スポーツに親しむ機会の充実

● 国際的・全国的な競技大会の開催・誘致

● eスポーツなどのイベントの開催支援

［ 施策 1 ］　�市民スポーツ活動の
　　　　　 促進・支援

［ 施策 2 ］　�スポーツを核とした
　　　　　 地域の活性化

● �多様化するスポーツ・レクリエーションやその
市民ニーズに対応するため、活動機会の提供や
市民参加型イベントなどへの支援、パラスポー
ツの推進、各種スポーツ施設の改修などにより、
子どもから高齢者、また障害の有無に関わらず、
市民が主体的にスポーツ・レクリエーションを
楽しむ環境を整備します。

● �本市にゆかりのあるスポーツチームとの連携に
よる市民とアスリートとの交流や、トップアス
リートが参加する競技大会や eスポーツなどの
イベントの開催・誘致を推進し、スポーツ観戦
などの市民のスポーツへの関心を高めるととも
に、市内外の人々の交流や賑わいを創出し、地
域の活性化を図ります。
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持続可能で魅力あるまちづくりを進める
［施策1］美しく心地よいまちづくりの推進
［施策2］３都心などの魅力向上
［施策3］地域資源の発掘・活用
［施策4］広域連携の深化

まちの発展にテクノロジーを活かす
［施策1］スマートシティの推進
［施策2］新しい技術・しくみの社会実装の加速化

都市の力を底上げするネットワークを整備する
［施策1］持続可能な公共交通ネットワークの形成
［施策2］道路ネットワークの形成
［施策3］安全・安心な移動環境の整備

暮らしを支える基盤を創る
［施策1］住環境・生活基盤の充実
［施策2］持続可能な上下水道事業の推進

政策 1

政策 3

政策 2

政策 4

7 都市・交通 

第３回千葉市制100周年記念フォトコンテスト  最優秀賞（撮影場所：中央区中央港付近）
Instagramアカウント名：takahitoyagami

政策体系
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分 野 目 標

市民の快適な暮らしと活発な交流を支える、
魅力と愛着が感じられる都市を実現します

▼目標達成に向けた課題
●千葉市は、先人たちの努力により、多彩な都市機能集積とゆとりある空間を併せ持

つ、便利で快適、かつ自然と調和した都市空間を築きあげています。

●これらの特性を未来に引き継ぎ、発展させることで、人口減少局面にあっても、質の
高い暮らしや活発な社会経済活動を維持・発展させることができます。

●そこで、都市機能の集積を活かしつつ、適切な維持管理や機能更新、交通ネットワーク
の形成による、市域内及び広域的な人・モノの流れを促進することが必要です。

●また、これまで本市が取り組んできた規制緩和や民間企業と連携した実証事業などに
よる知見の蓄積を活かしつつ、テクノロジーを活用したスマートシティの推進などに
より、次の時代に必要なトレンドづくりに挑戦していくことが必要です。

●さらに、千葉市ならではの地域資源の活用や３都心の魅力向上、都市デザインの考え
を取り入れたまちづくりなどを進めることにより、市民がまちへの誇りや、愛着、
共感を持ち、自ら積極的に関わろうとする気持ち（シビックプライド）を育むこと
が重要です。

●加えて、本市のゆとりある土地・空間利用を活かし、感染症にも対応できるしなやか
な社会を支える都市空間を構築していくことが必要です。
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　都市機能の充実や地域資源の活用、広域的な連携強化などを通じ、市民が愛着と誇
りを持ち「住み続けたい」と感じ、市外の人や企業などからも選ばれる、持続可能で
魅力ある都市空間を創造します。

持続可能で魅力あるまちづくりを進める

政 策  1

59　�都市デザイン：都市の生い立ちや地域資源などを踏まえ、市民のライフスタイルなどから見た「目指すべき都市の姿」を企画立案し、その実
現に資する公共及び民間事業を総合的かつ戦略的にプロデュースする一連の取組みのこと。

60　�都市デザインの調整：都市計画マスタープランなどで示す地域が目指すまちづくりの目標を実現するため、計画段階から景観や都市環境など
から見た都市デザインについて、協議・配慮を求める仕組みのこと。

61　スポンジ化：都市の内部において、空き家や空き地が多数発生し、多数の穴を持つスポンジのように都市の密度が低下すること。

［主な取組み］ 
● 都市計画、公園緑地、住宅などの分野別

マスタープランや関連計画の定期的な見
直し

● 適切な土地利用の誘導

● 大規模開発を対象とした都市デザインの
調整 60 の運用

● 良好な景観の形成

● 駐車施設の適正化

● 都市のスポンジ化 61 対策の推進

● 空き家・空き地対策の推進

［ 施策 1 ］　美しく心地よい
　　　　　 まちづくりの推進

● �市民がまちへの誇りや、愛着、共感を持ち、ま
ちに積極的に関わっていこうとする気持ちを高
めるとともに、豊かな緑と水辺及び都市の利便
性が共存する千葉市ならではの暮らしやすく、
歩きたくなる、美しく心地よい都市の実現に向
け、都市デザイン 59 の考え方を取り入れつつ、
官民が連携したまちづくりを推進します。

● �人口減少や少子高齢化が進行しても安心して暮ら
し続けられる千葉市型コンパクト・プラス・ネッ
トワークの実現に向け、適切な土地利用の誘導に
よる、持続可能なまちづくりを推進します。

［主な取組み］ 
● 千葉駅周辺の活性化グランドデザインに

基づくまちづくりの推進

● 幕張新都心まちづくり将来構想に基づく
取組みの推進

● 蘇我駅、稲毛駅など主要な駅周辺のまち
づくりの推進

● 官民空間の一体的活用（ウォーカブル 62 ）
の促進

● 市街地開発事業の促進

● リノベーションまちづくり 63 の推進

［ 施策 2 ］　３都心などの魅力向上

● �千葉都心、幕張新都心、蘇我副都心の３都心を
中心に、持続可能な発展を維持するため、都市
機能を回復・活性化させるとともに、これまで
の車中心の空間からひと中心の空間に転換する
ため、都市空間の再構築や官民の公共空間の積
極的な活用を図り、多様な主体の連携によるま
ちづくりを面的に展開することで、人を惹きつ
けるまちの魅力を引き出し、多様な人々が集い、
交流し、滞在する「居心地が良く歩きたくなる
まちなかづくり」を推進します。
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62　�ウォーカブル：道路・公園・民有地などを一体的に活用し、ひと中心の豊かな生活を実現するために、都市全体として「居心地が良く歩き
たくなるまちなか」の形成を目指す取組みのこと。

63　�リノベーションまちづくり：民間主導で、今あるものを活かし、新しい使い方をしてまちを変革し、エリア価値の向上や地域雇用の創出を
促進するなど都市・地域経営課題を解決しようとするもの。

パラソルギャラリー（千葉駅前大通り）
©パラソルギャラリー実行委員会

［主な取組み］ 
● 地域資源の魅力向上、市民が親しむ場の

提供

● 千葉市らしさの醸成及びその発信・プロ
モーション

● 新たな地域資源の発掘

● 千葉開府 900 年記念事業の実施

［ 施策 3 ］　地域資源の発掘・活用

● �千葉市固有の歴史やルーツに加え、これまでの
まちづくりの中で培われた地域資源を発掘・活
用することで都市アイデンティティを確立する
とともに、千葉市の魅力を広く発信することに
より、市民の愛着と誇りを醸成し、人や企業を
惹きつける都市にしていきます。

［主な取組み］ 
● 周辺自治体との連携強化（施設や人材の

共同活用など）

● 産学官連携による圏域経済の活性化

● 圏域の多様性を活かした新たなライフス
タイルの提案と居住の促進

［ 施策 4 ］　広域連携の深化

● �本市以東、以南など周辺自治体との連携強化や、
産学官連携による経済活性化により、持続可能
な都市経営を広域的に展開・発展させるととも
に、圏域の多様性を活かした新たなライフスタ
イルを提案し、本圏域への居住を促進します。

千葉市の４つの地域資源（加曽利貝塚、オオガハス、千葉氏、海辺）
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　人々の自由な移動の実現を通じ、都市そのものの魅力を向上させる考えであるモビ
リティ戦略のもと、公共交通や道路、海上のネットワークの充実・強化を進め、人と
モノの活発な交流を支えることにより、本市のポテンシャルを引き上げるとともに、
安全・快適に移動できる魅力的な移動環境を創出し、都市空間の再構築や公共空間の
活用に加え、市民の利便性向上と社会経済活動の活性化を図ります。

都市の力を底上げするネットワークを整備する

政 策  2

64　�シームレス化：「継ぎ目のない」という意味。公共交通分野においては、乗継ぎ等の交通機関間の「継ぎ目」や交通ターミナル内の歩行や乗
降に際しての「継ぎ目」をハード・ソフト両面にわたって解消することにより、出発地から目的地までの移動を全体として円滑かつ利便性の
高いものとするという意味で用いられている。

［主な取組み］ 
● 公共交通ネットワークの利便性向上（公共

交通のシームレス化 64、JR 京葉線・りん
かい線の相互直通運転、海上交通など）

● 持続可能な交通サービスの形成（生活交通
の維持、高齢者に身近な移動手段の確保、
シェアサイクルの利用促進、モノレール
車両の低炭素化、交通事業者間の連携強化
など）

● MaaS による移動・乗継ぎの円滑化

● 千葉港整備

［ 施策 1 ］　持続可能な公共交通
　　　　　 ネットワークの形成

● �JR、京成電鉄、千葉都市モノレールによる鉄軌道
網や幹線的バス路線等で形成される公共交通ネッ
トワークを維持し、地域に応じた交通サービスの
向上を図るとともに、公共交通不便地域などにお
ける生活交通を維持するほか、新たな移動手段の
導入や乗り継ぎの円滑化、港湾・物流機能の強化
を促進し、将来にわたり市民の快適な移動を支え
るとともに、社会経済活動の活性化を図ります。

グリーンスローモビリティ
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［主な取組み］ 
● 新たな湾岸道路や主要幹線道路等の整備

● 渋滞を緩和する交差点の改良

● 産業用地や観光施設などへのアクセス道
路の整備

［ 施策 2 ］　道路ネットワークの形成

● �千葉市と東京や周辺都市との交流の軸となる道路
ネットワークの形成により、本市はもとより湾岸
地域全体のポテンシャルを引き上げ、首都圏の生
産性向上、国際競争力の強化につなげるとともに、
産業・観光拠点などへのアクセス道路の整備によ
り、活発な人とモノの流れを支えます。

［主な取組み］ 
● 面的・一体的なバリアフリー化の促進
（歩道、鉄道駅など）

● 生活道路の整備

● 交通安全に関する普及・啓発（再掲）

● 自転車を活用したまちづくりの推進（自
転車走行環境の整備など）

［ 施策 3 ］　安全・安心な
　　　　　 移動環境の整備

● �鉄道駅、歩道、建物、公園など日常生活において
利用する施設や経路の、ユニバーサルデザインを
踏まえた面的・一体的なバリアフリー化の促進、
テクノロジーの進展に伴う新たな移動手段を踏ま
えた道路整備や生活に密着した道路の改善を図る
とともに、自転車を活用したまちづくりの推進に
より、誰もが安全・安心に移動できる環境を整備
します。

バリアフリーの推進（歩道段差解消）
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　進展するテクノロジーを活用し、多様な主体とともにまちづくりを進めることで、
様々な地域課題の解決や新たな価値の創造が図られ、誰もが自分に合った快適な暮ら
しを実感できるとともに、豊かな自然環境や社会資源を活かして持続的に発展する、
未来に向けたまちづくりを進めます。

まちの発展にテクノロジーを活かす   

政 策  3

パーソナルモビリティ（ILY-Ai）

［主な取組み］ 
● 多様な主体とのデジタル技術を活用した

協働の推進

● デジタル活用人材の育成

● オンラインで完結する行政手続の充実

● 行政運営を支える情報システム基盤の充実

● 堅牢な情報セキュリティの確保

● 専門人材の活用・職員の働き方改革	

● デジタルデバイド対策

［主な取組み］ 
● 国家戦略特区の活用による規制緩和

● ドローンや自動運転、電動キックボード
など多様なモビリティの社会実装の推進

［ 施策 1 ］　�スマートシティの推進

［ 施策 2 ］　�新しい技術・しくみの
　　　　　 社会実装の加速化

● �暮らし・ビジネス・学び・まち・市役所などあ
らゆる分野で誰もが自然にテクノロジーを活用
できる環境を整備することにより、テクノロジー
の進展がもたらす効用を最大限に引き出し、ま
ちづくりや地域経済を支える担い手の不足など
をはじめとした様々な課題を解決していく、新
しい時代のまちづくりを進めます。

● �社会情勢の変化の中、民間企業等が創意工夫を
遺憾なく発揮・挑戦できる実証環境の提供や大
胆な規制・制度改革を推進し、新しい技術やし
くみの社会実装を加速化していきます。
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　市民の日常を支え、将来にわたって質の高い暮らしを維持するため、住環境の充実
や安定した水道・下水道サービスの供給、公共施設の適正管理など、生活基盤の維持・
充実を推進します。

　暮らしを支える基盤を創る

政 策  4

［ 施策 1 ］　住環境・生活基盤の充実

● �若い世代の流入促進や分譲マンション支援、多
世代の交流を促進する拠点づくりへの支援など
を通じ、住宅団地の活性化や再生を図るととも
に、市営住宅の計画的な改修や再整備等、住宅
セーフティネットの充実を図り、多様なニーズ
に合わせ、様々な世代の人が安心して暮らせる
住宅の提供を推進します。

● �効率的・効果的な行政サービスの提供や公共施
設の計画的な保全により、市民の利便性向上を
図ります。

［主な取組み］ 
● 住宅団地の活性化

● 住宅団地の再生

● 市営住宅の維持保全、再整備

● 住宅確保要配慮者への円滑な入居支援

● マンション適正管理の推進

● 公共施設の計画的な保全

市営住宅

［主な取組み］ 
● 市営水道と県営水道との経営の一体化、

広域化に向けた取組みの推進

● 市営水道や下水道の機能更新

［ 施策 2 ］　持続可能な上下水道事業の
　　　　　 推進

● �適切な機能更新と広域的な事業連携などの推進
による経営基盤の強化を通し、持続可能な水の
安定供給を実現するとともに、下水道施設等の
適切な維持管理及び計画的な改築更新により、
持続可能な水環境づくりを推進します。
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地域の産業を支え・育てる
［施策1］地域経済の新たな担い手の創出
［施策2］持続可能な地域経済の確立に向けた経営力強化
［施策3］雇用の確保・拡大と人材育成の強化
［施策4］産学官等の連携強化

農林業の持続的な発展を支える
［施策1］農業の成長産業化
［施策2］農業の担い手の確保・育成
［施策3］農と森林が持つ多面的機能の保全と活用

観光の振興とMICEの推進によりまちの魅力を高める
［施策1］観光資源の価値向上
［施策2］MICEの推進

政策 1

政策 3

政策 2

8 地域経済

千葉市政令指定都市移行・区設置30周年記念フォトコンテスト  中央区入選（撮影場所：出洲港）
Instagramアカウント名：genki_akariさん

政策体系
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分 野 目 標

地域経済を支える産業や人材が育ち、
新たな価値が生まれるまちを実現します

▼目標達成に向けた課題
●千葉市で展開される多彩な経済活動は、市民の暮らしを支えるとともに、広域的な経

済の活性化及び雇用の創出に大きな役割を担っています。

●本市と経済・雇用・消費面での結びつきが強い市以東、以南の地域では既に人口減少
に転じ、本市も同様に地域経済の担い手不足等が顕在化する中、圏域全体で経済・雇
用を支えていくことが求められています。

●そこで、将来にわたり活発な経済活動を支え、東京圏の主要都市として、また圏域は
もとより県内における経済の中心都市としての役割を果たし続けるため、環境や社会
にも配慮した民間事業者の投資や多様な人材の雇用を促進するとともに、地域経済の
新たな担い手を育成するなど、さらなる活性化に向けた取組みを持続的かつ柔軟に進
めることが必要です。

●また、本市を含む圏域の多様な地域資源を活かし、内外から人を惹きつける魅力ある
都市としてさらなる発展を図るため、観光振興やMICEの推進、成長産業としての発展
を見据えた農業振興などを進めることが必要です。

●これらの取組みを通じて、新たな価値を生み出し、まちの力として活かしていくこと
が必要です。
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　東京圏の主要都市として、また圏域はもとより県内における経済の中心都市として、
地域の産業を支え・育てる基盤としくみを創るため、創業支援の強化や中小企業のデ
ジタルトランスフォーメーションの促進を図るとともに、学び直しを含めた産業人材
の育成を推進するほか、産学官をはじめとする多様な主体による連携を強化します。

地域の産業を支え・育てる

政 策  1

［主な取組み］ 
● 企業立地の促進（民有地等の空き情報の

収集及びマッチングなど）

● 産業用地の整備

● 創業支援の強化（ステージに応じた総合
的・一体的な支援、関係機関等によるネッ
トワーク構築など）

［ 施策 1 ］　地域経済の新たな
　　　　　 担い手の創出

● �新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした働
き方の変化を踏まえつつ、ニーズを的確に捉えた
産業用地の整備と、民有地等も活用した企業誘致
を行うとともに、ビジネスモデルの多様化に対応
した創業支援により、企業や創業者からビジネス
の場として選ばれる環境を整備します。

［主な取組み］ 
● 時代を捉えた変革への支援（デジタライ

ゼーション・脱炭素化促進支援など）

● 経営の発展性・持続性を促す支援（サプ
ライチェーン再構築支援、災害時における
事業継続支援、事業承継など）

● 業種・業態転換や経営革新への支援

［ 施策 2 ］　持続可能な地域経済の
　　　　　 確立に向けた経営力強化

● �企業におけるデジタルトランスフォーメーショ
ンや脱炭素化を含む SDGs の達成に向けた取組
みを促進するとともに、新たなビジネスへの転
換や経営革新など、時代を捉えた経営力の強化
に向けた幅広い取組みを支援し、持続可能な地
域経済を確立します。

産業用地の整備（ネクストコア千葉誉田）（2020年2月）
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65　�アントレプレナーシップ教育：起業家精神を育む教育のこと。千葉市では、「未来の千葉を担う子どもたちのアントレプレナーシップを育
成する」という想いを共有した企業、大学、行政等が、それぞれが持つ強みを持ち寄り、また弱みを補い合いながら幅広く活動をしていく
ため、「ちばアントレプレナーシップ教育コンソーシアム Seedlings of Chiba」が2021年12月に設立されている。

66　�リカレント教育：生涯にわたって教育と労働、余暇などの諸活動を交互に行うこと。日本では、仕事を休まず学び直すスタイルも含まれ、
「社会人の学び直し」とも呼ばれる。

67　�PPP：Public Private Partnershipの略称。行政と民間が連携して、公共サービスの効率化や向上を図るもの。代表的な手法として、PFI
（Private Finance Initiative：公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に民間の資金と経営能力、技術力を活用して、民間主導で公共
サービスの提供や効率化を図る手法）、指定管理者制度等が挙げられる。

［主な取組み］ 
● 企業の人材採用力向上支援

● 求職者の多様なニーズを踏まえた就労・
転職支援

● 産業人材の育成（アントレプレナーシップ
教育 65 の充実など）

● リカレント教育 66 の推進

● 多様な人材にとって働きやすい環境の整
備促進

● 学生の市内企業への就職支援（インター
ンシップの促進など）

［ 施策 3 ］　雇用の確保・拡大と
　　　　　 人材育成の強化

● �キャリア教育の推進や、社会に出てからの学び
直しの機会の充実などにより、新たな価値を創
出できる人材を育成するとともに、労働環境の
整備等を促進し、年齢、性別、国籍、障害の有無、
性的指向等に関わらず多様な人材が個性と能力
を最大限に発揮できる、働く人と仕事がよりつ
ながりやすい環境を創ります。

［主な取組み］ 
● 学生の起業意識の向上促進

● 大学発のベンチャー支援の充実

● 新たな民間提案制度の創設・活用推進

● PPP 67 を統括する庁内体制の整備

● 産学連携による事業創出の支援

［ 施策 4 ］　産学官等の連携強化

● �市内の産業界、高等教育機関・研究機関、周辺
自治体も含めた行政の連携をさらに強化するこ
とにより、民間・大学等の多様な主体が持つ知
識や技能を結びつけ、経済活動やまちづくりに
活用できる環境を整備します。

子ども向け起業体験イベント
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　観光の振興と MICE 68 の推進によりまちの魅力を高めるため、質の高い観光サービ
スの充実を図るとともに、国内外の交流や経済・産業の活性化につながる MICE 開催
を促進します。

観光の振興とMICEの推進によりまちの魅力を高める

政 策  2

［主な取組み］ 
● 質の高い商品・サービスを提供できる観

光地域づくり

● 快適な旅行を実現できる受入れ環境整備

● 多様な来訪者に対する戦略的なプロモー
ション

● 関係団体、民間事業者、行政が連携した
観光推進体制の強化

［主な取組み］ 
● 新しい MICE の開催様式に対応した受入

れ体制の構築

● MICE 開催による多様な波及効果の創出
（経済波及効果の創出・人材交流による新
たなイノベーションの創出など）

［ 施策 2 ］　MICEの推進

● �テクノロジーを活用した多様な開催様式にも対
応できる MICE 受入れ環境の整備や、MICE の
開催を促進することで、新たな価値を創出し、
都市としての価値を高めるとともに、地域経済
の活性化を図ります。

［ 施策 1 ］　観光資源の価値向上

● �海辺（ブルー）、内陸部（グリーン）及び都心部
の各エリアの特性を活かすとともに、圏域の観光
資源を最大限に活用・連携させるほか、回遊性の
向上など、来訪者が快適に滞在を楽しめる環境を
整備し、それらの戦略的・効果的なプロモーション
を実施することにより、市内外、国内外から人を
呼び込む「千葉らしさ」を活かした多様な主体の
連携による観光地域づくりを進めます。

68　�MICE：企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、
展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字をとった言葉で、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称のこと。

収穫体験（イチゴ狩り）
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69　�スマート農業：ロボット技術やデジタル技術を活用し、農産物の栽培過程や収穫作業の省力化、品質管理を行う農業のこと。
70　�農商工連携：農林漁業と商工業がお互いの「技術」や「ノウハウ」を持ち寄って、新しい商品やサービスの開発・提供、販路の拡大などに

取り組むこと。

　農林業の持続的な発展を支える基盤を創るため、農業の担い手の確保・育成や農業
の成長産業化を図るとともに、農や森林が提供する自然環境との共生や活用を推進し
ます。

農林業の持続的な発展を支える

政 策  3

［主な取組み］ 
● 農政センターの機能強化

● データを駆使した農業経営の支援

● スマート農業技術の導入支援

● 食のブランド化の推進

● 地産地消の推進

● 販路拡大の支援

［ 施策 1 ］　�農業の成長産業化

● �スマート農業 69 や農商工連携 70 の推進により農
業の生産性を向上させるとともに、ブランド化
の推進による本市農畜産物の付加価値の向上及
び市外への流通促進、地産地消の推進による市
内流通の強化などにより、本市農業の競争力強
化・成長産業化を推進します。

スマート農業技術を活用したイチゴ栽培施設（農政センター）
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［主な取組み］ 
● 多様な機能を有する都市農地の保全と活用

● 都市と農村の交流推進

● 農業の教育分野への活用

● 農福連携の促進（再掲）

● 有害鳥獣対策の推進

● 農地農村環境と森林環境の整備

［ 施策 3 ］　農と森林が持つ
　　　　　 多面的機能の保全と活用

● �農と森林が持つ多面的機能を発揮し、いずみ地区
を拠点とした都市と農村の交流促進を行い、農村
地域の活性化を図るとともに、農政センターなど
を活用して農業体験・教育を行うことにより、本
市農業の重要性について理解を深める機会を提供
します。

● �有害鳥獣対策を強化し、良好な農村環境の維持を
図るとともに、地域ぐるみで森林・里山の保全活
動に取り組む体制を整備し、安全な森林環境の維
持・保全を図ります。

親子１日農家体験

［主な取組み］ 
● 優良な農地の確保と意欲ある担い手への

集積（耕作放棄地の発生防止と利用促進
など）

● 企業の農業分野参入への支援

● 意欲ある農業の担い手の確保・育成・支援

● 家族農業経営の支援

［ 施策 2 ］　農業の担い手の確保・育成

● �経営形態に合わせたきめ細かい支援により、新
規就農者や企業の農業参入を促進するとともに、
研修や講座の実施により、本市農業をけん引す
る意欲ある担い手を育成します。

● �家族農業への支援を行い持続可能な経営環境を
実現します。
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あ行
アウトリーチ（P98）

　「外へ（out）手を伸ばす（reach）」という意味。生活

上の課題を抱えながらも自ら援助にアクセスできない個

人や家族に対し、家庭や学校等への訪問支援、当事者が

出向きやすい場所での相談会などにより、支援につなが

るよう積極的に働きかける取組みのこと。

アフタースクール（P106）

　原則として小学校敷地内において、放課後児童クラブ

及び放課後子ども教室を一体的に運営するもの。保護

者の就労状況等に関わらず、希望するすべての児童に安

心・安全な居場所を提供するとともに、多様な体験・活

動の機会を提供する。

アントレプレナーシップ教育（P126）

　起業家精神を育む教育のこと。千葉市では、「未来の

千葉を担う子どもたちのアントレプレナーシップを育成

する」という想いを共有した企業、大学、行政等が、それ

ぞれが持つ強みを持ち寄り、また弱みを補い合いながら

幅広く活動をしていくため、「ちばアントレプレナーシッ

プ教育コンソーシアム Seedlings of Chiba」が2021年12

月に設立されている。

移輸出率、移輸入率（P28）

　市内で生産された商品が市外へ販売されることが移輸

出であり、市内の生産額に占める移輸出額の割合を移輸

出率という。

　市外で生産された商品を市内へ購入してくることが移

輸入であり、市内需要に占める移輸入の割合を移輸入率

という。

インクルーシブ（P32、39、43、46、70、74、104、107、108、109）

　包摂的な、包み込むという意味。「誰もが孤立したり、

排除されたりしないよう援護し、一人ひとりを社会の構

成員として包み、支え合う」という理念のこと。

インバウンド（P29、30）

　一般的に訪日外国人旅行のこと。訪日外国人が消費をす

ることによる経済効果が期待される。

ウォーカブル（P117）

　道路・公園・民有地などを一体的に活用し、ひと中心

の豊かな生活を実現するために、都市全体として「居心

地が良く歩きたくなるまちなか」の形成を目指す取組み

のこと。

エクストリームスポーツ（P114）

　「エクストリーム」とは、極度・先端・過激を表してお

り、速さや高さを極限まで追求し、過激で華麗な離れ業

を競い合うスポーツのこと。

か行
カーボンニュートラル（P36）

　二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量と森

林などによる吸収量との差し引きが全体としてゼロにな

ること。千葉市では2020年11月20日に「千葉市気候危機

行動宣言」を公表し、2050年の二酸化炭素排出量実質ゼ

ロを目指している。

キャリア教育（P104、126）

　一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤

となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達

を促す教育のこと。

居住地校交流（P104）

　特別支援学校小・中学部の希望する児童生徒が、居住

する地域の小・中学校に訪問して行う交流及び共同学習

のこと。

グリーンインフラ（P79）

　自然環境が有する多様な機能を、社会における様々な

課題解決に活用しようとする考え方及び、緑と水辺など

自然環境そのもののこと。

グローバルサプライチェーン（P38）

　商品や製品が消費者の手元に届くまでの、調達、製

造、在庫管理、配送、販売、消費といった一連の流れ（サ

プライチェーン）の仕組みを国内にとどまらず、海外も

含めて実施すること。

用語解説
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グローバル・リーダー（P69）

　幅広い教養と国際的視野を身に付け、主体的に物事に

取り組み、多面的・多角的に課題解決や情報発信できる

人材のこと。

ケアラー（P94、95）

　高齢、障害又は疾病等により援助を必要とする親族、

友人その他の身近な人に対して、無償で介護、看護、日

常生活上の世話や、その他の援助を行う人のこと。

ゲートキーパー（P96）

　身近な人の自殺のサインに気づき、その人の話を受け

止め、必要に応じて専門機関へつなぐなどの役割が期待

される人のこと。

圏域（P21、43、47、50、55、71、118、124、125、127）

　一般的には、単独の行政区画を越えた複数の基礎自治

体を包括する地域を指すが、本計画では、本市の以東、

以南を中心とした本市と経済、雇用などの面で関連の深

い周辺自治体を含むエリアである、ちば共創都市圏と同

意で用いている。  

コミュニティソーシャルワーク機能（P97）

　生活上の課題を抱える個人や家族に対する「個別支援」

と個別支援から明らかになった地域生活課題を地域住民

等により解決するための仕組みづくりを支援する「地域

支援」を行う機能のこと。

コンパクト・プラス・ネットワーク（P50、51、52、117）

　地域の活力を維持するとともに、医療・福祉施設、商

業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめと

する住民が公共交通によりこれらの生活利便施設等にア

クセスできるなど、福祉や交通なども含めて都市全体の

構造を見直していく考え方のこと。

さ行
再生可能エネルギー（P36、77、84）

　太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱、その

他の自然界に存する熱、バイオマスなど、エネルギー源

として永続的に利用することができるもの。

サイバーセキュリティ（P39）

　電子データの漏えい・改ざん等や、期待されていた情

報通信システムや制御システム等の機能が果たされな

いといった不具合が生じないよう、必要な措置が講じら

れ、適切に維持管理されること。

ジェンダー（P41、42）

　人間には生まれついての生物学的性別（セックス）が

ある。一方、社会通念や慣習の中には、社会や文化に

よって作り上げられた「男性像」、「女性像」があり、こ

のような男性、女性の別を「社会的・文化的に形成され

た性別」（ジェンダー）という。

持続可能な開発のための2030アジェンダ（P41、42）

　2001年に策定されたミレニアム開発目標の後継として

国連サミットで採択された、2016年から2030年までの国

際目標のこと。

自動運転モビリティ（P15、47、69）

　運転者が行っている、認知、判断、運転操作といった

行為の一部又は全部を、運転者の代わりにシステムが行

う乗り物のこと。

ジブンゴト（P71）

　まちづくりに重要な要素である「地域に関心を持つこ

と」、「当事者意識を持つこと」、「課題の解決に主体的

に取り組むこと」などを凝縮した言葉。市民の地域への

関心や当事者意識を喚起する象徴的な言葉として、「千葉

市市民自治によるまちづくり条例」において用いており、

市民の目に付き、印象に残るようカタカナ表記としている。

シームレス化（P119）

　「継ぎ目のない」という意味。公共交通分野において

は、乗継ぎ等の交通機関間の「継ぎ目」や交通ターミナ

ル内の歩行や乗降に際しての「継ぎ目」をハード・ソフト

両面にわたって解消することにより、出発地から目的地

までの移動を全体として円滑かつ利便性の高いものとす

るという意味で用いられている。

将来人口推計（P30）

　将来の出生、死亡及び国際人口移動について仮定を設

け、これらに基づいて将来の人口規模並びに年齢構成等

の人口構造の推移について推計したものであり、本市で

はコーホート要因法により推計している。

推計人口（P21）

　国勢調査の結果を基礎として、毎月の住民基本台帳の異動

（出生・死亡・転入・転出など）を加減して算出したもの。

ステークホルダー（P41、45）

　利害関係者のこと。国のSDGs実施指針は、主なステー

クホルダーとして、企業、市民、消費者、教育機関、地方

自治体等を例示している。
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スポンジ化（P117）

　都市の内部において、空き家や空き地が多数発生し、

多数の穴を持つスポンジのように都市の密度が低下する

こと。

スマートシティ（P39、43、45、46、74、115、116、121）

　都市の抱える諸課題に対して、デジタル技術等を活用

して、マネジメント（計画、整備、管理・運営等）が行わ

れ、全体最適化が図られる持続可能な都市又は地区のこ

と。

スマート農業（P128）

　ロボット技術やデジタル技術を活用し、農産物の栽培

過程や収穫作業の省力化、品質管理を行う農業のこと。

性的指向（P108、109、126）

　人の恋愛・性愛がどういう対象に向かうのかを示す概

念のこと。具体的には、恋愛・性愛の対象が異性に向か

う異性愛、同性に向かう同性愛、男女両方に向かう両性

愛など、多様である。

た行
ちば共創都市圏（P47）

　本市の以東、以南を中心とした本市と経済・雇用など

の面で関連の深い周辺自治体を含むエリアを指してお

り、本計画における「圏域」と考え方を同一にするもの。

チーム学校（P105）

　教員が児童生徒と向き合える時間を確保するなど、指

導力を発揮できる教育環境の整備を図るため、教員以外

の専門性や経験を有する専門的スタッフを学校に配置し

たり、従来の業務を改善したりすることでそれぞれの専

門性を連携して発揮し、学校組織全体が一つのチームと

して力を発揮するという考え方のこと。

昼夜間人口比率（P24、25、59、69）

　常住人口（夜間人口）を100とした時の昼間人口の値を

指す。国勢調査では、常住人口（夜間人口）に通勤・通学

による流入、流出を加味した昼間人口を算出している。

デジタルアーカイブ化（P113）

　図書・出版物、公文書、美術品・博物品・歴史資料等

公共的な知的資産をデジタル化し、インターネット上で

電子情報として共有・利用できる仕組みのこと。

デジタル化（P39、72、100、110）

　デジタル技術の進化により様々なヒト・モノ・コトの情

報がつながることで、利便性の高い新たなサービスやビ

ジネスモデル、プロセスの高度化を実現すること。

デジタルデバイド（P39、121）

　インターネットやパソコン等のデジタル技術を利用で

きる者と利用できない者との間に生じる格差のこと。

デジタルトランスフォーメーション（P38、125）

　企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データと

デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、

製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変

革し、競争上の優位性を確立すること。

テレワーク（P32、38、47、76）

　ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活

用できる柔軟な働き方のこと。

都市デザイン（P116、117）

　都市の生い立ちや地域資源などを踏まえ、市民のライ

フスタイルなどから見た「目指すべき都市の姿」を企画

立案し、その実現に資する公共及び民間事業を総合的か

つ戦略的にプロデュースする一連の取組みのこと。

都市デザインの調整（P117）

　都市計画マスタープランなどで示す地域が目指すまち

づくりの目標を実現するため、計画段階から景観や都市

環境などから見た都市デザインについて、協議・配慮を

求める仕組みのこと。

特化係数（P27）

　従業者数や付加価値額の構成比÷全国の構成比のこ

と。特化係数が「1.0」を超える産業分野では、他地域よ

り多くの企業等が地域内にまとまっていると考えられ、

産業が集積していると評価できる。

ドローン（P15、69、121）

　無人で遠隔操作や自動制御によって飛行できる航空機

のこと。本市では、ドローン宅配の実用化や多分野での

ビジネスモデルの創出を進めている。

な行
ナッジ（P91）

　行動科学の知見から、自発的に自身にとってより良い
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選択を取れるように手助けする手法のこと。例えば、が

ん検診・特定健診の勧奨はがきに「およそ8割の方が受け

ています！」などと記載することで、行動を起こすために

そっと後押しする工夫のこと。

農商工連携（P128）

　農林漁業と商工業がお互いの「技術」や「ノウハウ」

を持ち寄って、新しい商品やサービスの開発・提供、販

路の拡大などに取り組むこと。

農福連携（P95、129）

　障害者や高齢者などが農業分野で活躍することを通じ

て、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取

組みのこと。近年では、農業分野に限らず、伝統産業分

野など他の分野においても広がりを見せている。

は行
バイスタンダー（P86）

　けが人や急病人が発生した際、その付近に居合わせた

人のこと。バイスタンダーによる心肺蘇生法等の応急手

当の有無が救命率を大きく左右する。

パーソナルヘルスレコード（P91）

　乳幼児健診やがん検診などの生涯にわたる個人の健

（検）診結果や服薬履歴等の健康情報を、電子記録とし

て、本人や家族が正確に把握するための仕組みのこと。

非認知能力（P35、104）

　意欲、協調性、粘り強さ、忍耐力、計画性、自制心、創

造性、コミュニケーション能力など、測定できない個人

の特性による能力のこと。

プラットフォーム（P97、110）

　「舞台・壇上」等を意味する英語（platform）から転じ

て、様々な施策やサービスの「基礎」や「基盤」の意味で用

いられる。ここでは、地域課題の解決に向けて地域の多様

な主体が参画している組織や仕組みの意味で用いている。

や行
ヤングケアラー（P102）

　大人が担うような責任を引き受け、病気や障害などケ

アが必要な家族の世話や家事などをする１８歳未満の子

どものこと。

ユニバーサルデザイン（P88、120）

　年齢、性別、国籍、障害の有無等に関わらず、できる

限りすべての人が利用しやすいように、利用者本位、人

間本位の考え方に立って快適な環境をデザインすること。

ら行
リカレント教育（P126）

　生涯にわたって教育と労働、余暇などの諸活動を交互

に行うこと。日本では、仕事を休まず学び直すスタイル

も含まれ、「社会人の学び直し」とも呼ばれる。

リノベーションまちづくり（P117）

　民間主導で、今あるものを活かし、新しい使い方をして

まちを変革し、エリア価値の向上や地域雇用の創出を促

進するなど都市・地域経営課題を解決しようとするもの。

レガシー（P43、46、110、114）

　「遺産」と訳されるが、派生して「世代から次世代へ受

け継ぐもの」という意味で用いられる。本計画では、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技大会を通じた取組

みの成果による千葉市の財産の意味で用いている。

レジリエンス（P50）

　様々な危機からの回復力、復元力及び強靭性（しなや

かな強さ）のこと。

ワーケーション（Workcation）（P47）

　「Work（仕事）」と「Vacation（休暇）」を合わせた造

語。テレワークを活用し、リゾート地や温泉地等で余暇

を楽しみつつ仕事を行うこと。

他
A
エーアイ
I（P7、32、39、43）

　Artificial Intelligenceの略称。人工知能のこと。人間

の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム、

あるいは人間が知的と感じる情報処理・技術といった広

い概念で理解されている。「画像認識」や「音声認識」、

「自然言語処理」など多岐にわたる分野に応用されている。

G
ギ ガ
IGAスクール構想（P104）

　1人1台のICT端末と、高速大容量の通信ネットワーク

を一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子

どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことな

く、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育

成できる教育ICT環境を実現する構想のこと。
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I
アイオーティー
oT（P7、32）

　Internet of Thingsの略称。自動車、家電、センサーな

ど、様々なモノがインターネットにつながり、情報のやり

とりをすること。それによりデータ化やそれに基づく自動

化等が進展し、新たな付加価値を生み出す。

L
エルジービーティー
GBT（P109）

　女性の同性愛者（Lesbian）、男性の同性愛者（Gay）、

両性愛者（Bisexual）、身体の性と心の性が一致せず、

身体の性に違和感がある人（Transgender）の頭文字を

とった言葉で、性的少数者を表す言葉の一つ。性的指

向や性自認が未定であることを意味するQuestioning

（クエスチョニング）、あるいは性的少数者の総称Queer

（クィア）の頭文字を加えて「LGBTQ」と表現すること

もある。

M
マ ー ス
aaS（P29、30、119）

　Mobility as a Serviceの略称。地域住民や旅行者一人

ひとりのトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数

の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わ

せて検索・予約・決済等を一括で行うサービスのこと。

M
マ イ ス
ICE（P54、74、123、124、127）

　企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修

旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行

う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント

（Exhibition/Event）の頭文字をとった言葉で、多くの集

客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称のこと。

P
ピーピーピー
PP（P126）

　Public Private Partnershipの略称。行政と民間が連携

して、公共サービスの効率化や向上を図るもの。代表的な

手法として、PFI（Private Finance Initiative：公共施設

等の設計、建設、維持管理及び運営に民間の資金と経営

能力、技術力を活用して、民間主導で公共サービスの提

供や効率化を図る手法）、指定管理者制度等が挙げられる。

R
アールシーピー
CP（P37）

　Representative Concentration Pathwaysの略称。代

表的濃度経路のこと。今後、世界全体で排出する温室効

果ガス排出量の増減により、気候変動の予測や影響評価

を行うためのシナリオで、RCPに続く数値が大きいほど

2100年における地球温暖化を引き起こす効果が大きいこ

とを意味する。

S
エスディージーズ
DGs（持続可能な開発目標）（P8、13、36、41、42、43、45、125）

　Sustainable Development Goalsの略称。2015年9月

の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための

2030アジェンダ」にて定められた2030年までに持続可

能でよりよい世界を目指す持続可能な開発目標のこと。

貧困の根絶、ジェンダー平等、気候変動対策などの17の

ゴールと169のターゲットを定めている。

S
エスエヌエス
NS（P88、97、98）

　Social Networking Serviceの略称。登録された利用者

同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。

S
ソサエティゴーテンゼロ
ociety5.0（P15、39）

　サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空

間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会

的課題の解決を両立する人間中心の社会であり、わが国

が目指すべき未来社会の姿として国が提唱しているもの。
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1　策定の趣旨
　これまでのわが国は、明治以来、先進欧米諸国へ追いつくことを目標に、世界でも有数の経済大国として発
展してきました。国民総生産や所得水準は向上しましたが、一方で、今日、市民が生活面でその豊かさを実感
できないという声も多く聞かれます。
　また、21世紀の幕開けを目前にした現在、わが国は、成長の時代から成熟の時代へと社会・経済全体として
大きな転換期にあり、これまでの行政・財政・金融・経済・教育・社会保障など、広範な分野にわたって抜本
的な改革を行おうとする動きも活発化してきています。
　特に、近年は長期化する経済の低迷などを背景に、市民の社会に対する先行きの不透明感が増大しており、
行政の役割や都市のあり方についても見直しが求められています。
　このような状況の中、21世紀は新たな豊かさを求めて、人間そのもののあり方を問い直し、多様な価値観の
実現を目指す新たな時代になると考えられます。
　今後、少子・高齢化の進展による人口構造の変化、環境との共生、市民・民間との参加と協働、女性の社会
参画、地方分権・規制緩和や高度情報化・国際化の進展など、これら多方面にわたる環境変化の大きな流れを
見定めながら的確に対応し、時代の要請に基づく新しい価値観により「都市づくり」を進めていく必要があり
ます。
　私たちは、市民、民間団体、企業、行政が手を携えて、新しい世紀を生きそして暮らす市民一人ひとりが、
生きがいと幸せを感じ、愛着と誇りの持てる「郷土千葉市」を築き、次の世代に引き継いでいくため、ここに
「千葉市基本構想」を定め、21世紀を展望した市政運営の指針とします。

2　目的
　千葉市民の合意を得て定めるこの「基本構想」は、市政運営の根本をなす基本理念と都市づくりの最も基本
的な目標を掲げるものです。
　また、この「基本構想」は、今後策定する長期ビジョンと併せて本市の望ましい姿を実現していくために必
要な施策を、総合的・計画的に推進するための礎となります。

3　21世紀における市政の基本理念

人間尊重・市民生活優先

　都市は、人々が「住み」、「働き」、「学び」、「憩い」、「遊び」、そして「文化を創造する」人間活動の場であ
り、自然と文化との調和の中に形づくられています。
　都市の発展は、市民生活の向上と共にあり、都市を愛する市民によって支えられています。
　また、都市は、自然的・歴史的諸条件等を背景に、他都市との関わりのなかで成り立つ空間であり、開かれ
た交流のもとで、より高次に成長発展していきます。
　私たち千葉市民が求める都市は、「人間主体の都市」であり、世界との協調・融和のもとに人々が交流し、
地域の歴史と伝統を土壌としたコミュニティのなかに新たな文化が生まれる都市です。
　それは、人々が住み、集う魅力を備えた都市であり、安全で、かつ豊かでいきいきと活動できる、人間性を

千葉市基本構想（平成11年12月15日市議会議決）

千葉市基本構想
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最も重視した「人に優しい都市」です。
　そして、交流を通して世界の発展に貢献し、生きがいと幸せを感じ得る都市です。
　私たちは、この豊かな郷土を良好な姿で次代に引き継ぐ使命と責任があります。
　このため、千葉市の都市づくりにあたっては、「人間尊重・市民生活優先」を基本理念として、世界の発展
に貢献し、次代に誇れる「ちば」を築いていきます。

４　基本目標

人とまち　いきいきと幸せに輝く都市

　21世紀のわが国は、世界でも類のない速度で高齢化が進み、効率性や合理性の追求による成長を前提とした
社会から、人間性や精神性、ゆとりを一層重視する成熟社会への変革が予見されています。
　一方、世界に目を向ければグローバル化の進展が著しく、特に経済は、市場経済として一体化する中で、こ
れまでの「規制と保護」という日本的な経済システムも変化し、「競争と自己責任」を基調とするシステムへ
と転換していくでしょう。
　国や世界レベルでの転換が進むのと同様に、千葉市においても市民の価値観は、成熟の時代に応じたものへ
と転換していくものと考えられます。世界に直結する市民生活を支える都市のあり方、長寿時代を自分らしく
生きることや身近な地域コミュニティに対する関心の高まり、そして多様化する市民の価値観を互いに認め合
い社会全体で共有することの重要性がこれまで以上に重視されてくるでしょう。
　このような認識のもと、市民生活のゆとりと活力の向上や様々な地域資源を活かしたまちづくりを進め、多
彩な魅力が輝く都市の形成を目指して、千葉市の都市づくりの基本的な目標を「人とまち　いきいきと幸せに
輝く都市」として掲げます。

５　望ましい都市の姿
　基本目標に基づき、市民の視点から望ましい千葉市の姿を描いてみましょう。

（1）自然を身近に感じるまち・千葉市
　首都圏にありながら、四季の彩りを映す緑と水辺に恵まれた千葉市の自然は、後世に引き継ぐべき貴重
な財産です。この豊かな自然を維持、涵養し、自然と共にある生活空間を形成することは、心の豊かさや
うるおいを求める時代に、一層その重要性が増すでしょう。
　都市活動が、地球環境への負荷をこれ以上増大させないよう、配慮することも求められています。資源
循環型社会の達成にたゆみなく努力するとともに、地球市民として自覚ある都市づくりを進め「自然を身
近に感じるまち・千葉市」を実現します。

（2）健やかに安心して暮らせるまち・千葉市
　すべての市民が健やかで充実した生活を過ごし、子どもを生み育て、生きがいに満ちて生活を送ること
のできる社会の形成は、いつの時代にあっても変わることのない人々の願いです。
　市民一人ひとりが、かけがえのない個人として尊重されるとともに相互の理解で結ばれた地域社会を形
成し、住み慣れた地域や家庭の中で自立し、生きがいを持って「健やかに安心して暮らせるまち・千葉
市」を実現します。

（3）安全で快適なまち・千葉市
　都市は人々の生活の場であり、人やもの、情報の交流の場であり、経済活動や文化的な営みが展開され
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る舞台です。様々な都市活動が活発に行われ、市民が安心して暮らせるよう、安全で機能性の高い都市を
実現することは、まちづくりの基本でもあります。
　市民の生活が様々な危険から守られ、行き届いた生活環境に包まれ、高度で多様な都市活動が円滑に行
われる都市構造が構築された「安全で快適なまち・千葉市」を実現します。

（4）豊かな創造力をはぐくむまち・千葉市
　市民の主体的な創造活動、社会貢献活動、生涯学習活動は、市民一人ひとりに心の豊かさや充実感をも
たらすだけでなく、社会全体の健全な成長の源泉でもあります。
　市民が個人の関心や適性、意欲に応じていつでも学び、楽しみ、活動の輪を拡げていくことのできる機
会や仕組みを整え、そこから生み出される様々な交流に支えられた「豊かな創造力をはぐくむまち・千葉
市」を実現します。

（5）はつらつとした活力のあるまち・千葉市
　千葉市の産業集積は県勢の要であり、県都として、業務核都市として市域を超えた広範な圏域の人々の
生活を支えています。また、国の内外から人、もの、情報が集まり、賑わいが生まれることも大都市の魅
力の一つです。
　多彩で活発な産業活動が展開され、人々が生きがいをもって働くことのできる「はつらつとした活力の
あるまち・千葉市」を実現します。

（6）共に築いていくまち・千葉市
　都市は、先人達の生活や産業活動を始めとする諸活動の蓄積として形づくられ、さらに将来にわたって
築きあげていくものです。
　このように、創造の主役は都市で生活し、活動するすべての市民、民間団体、企業であることをはっき
りと認識し、行政と共に参加と協働により新しい時代の都市づくりを進め、「共に築いていくまち・千葉
市」を実現します。

6　土地利用の考え方
　土地は、将来にわたる有限の資源であり、市民生活や各種の都市活動の基盤でもあります。
　同時に、土地利用には、宅地、商業・業務地などの都市的な利用から、農地や森林などの自然的な利用への
転換は難しいという面ももっています。
　このため、内陸部に残された森林・農地などの緑、東京湾に面する長い水際線、文化的遺産及びこれまで整
備されてきた都市基盤など、様々な資産を活かしながら、千葉市民共有の財産として、公共の福祉を優先さ
せ、安全性、快適性、機能性の向上を基本に、自然と調和した多様性のある土地利用を進めます。
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（設置）
第1条　（仮称）千葉市基本計画（以下「基本計画」という。）の策定を行うため、千葉市基本計画策定本部

（以下「策定本部」という。）を置く。
（策定本部）

第2条　策定本部は、別表第1に掲げる職にある者をもって組織する。
2 策定本部に本部長を置き、市長をもってこれに充てる。
3 本部長は、策定本部を代表し、その事務を総括する。
4 策定本部に副本部長を置き、副市長をもってこれに充てる。
5 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理する。
6 策定本部は、幹事会の報告を受け、その総合調整を図ったうえで、基本計画を策定する。

（本部会議）
第３条　策定本部の会議は、本部長が招集し、その議長となる。

１　策定体制

千葉市基本計画の策定体制

2　千葉市基本計画策定本部設置要綱

市議会 審議会

有識者・企業・ 団体

市民

令和2年6月～令和3年6月：
総務委員会

令和3年6月～令和4年6月：
大都市制度・基本計画・
市制100周年調査特別委員会

令和4年6月～9月：
大都市制度・

基本計画調査特別委員会

令和4年9月：本会議

●有識者インタビュー
●団体等提言募集
●有識者ワールドカフェ

市民参加の取組み（P144参照）
●ワールドカフェ 
  「千葉市100人未来会議」
●千葉市まちづくり未来研究所
●まちづくりシンポジウム
●写真コンクール
●絵画コンクール
●まくはリンピック
●こども・若者の力　ワークショップ
●千葉大学カレッジリンク
●アンケート・意見募集
　・千葉市まちづくりアンケート
　・素案に対する市民意見募集
　・区民と区長の意見交換会
　・パブリックコメント手続

千葉市新基本計画審議会
（P150参照）

学識経験者、市民、関係行政機関の
職員及び関係団体を代表する者（40人）

千葉市

千葉市基本計画策定本部
本 部 長：市長
副本部長：両副市長
構 成 員：病院事業管理者、
　　　　　教育長、局長、区長等

市　長

幹事会
幹事長：総合政策部長
構成員：各局主管課長等

都市構造
検討部会 区検討部会

未来検討プロジェクトチーム
庁内の主査級以下の職員（32人）

諮問

答申

意見聴取等

意見・提言

調査、議案審議

説明、議案提出

意見聴取等

意見・提言

報告 了承、意見等

提
言
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（幹事会）
第4条　幹事会は、別表第2に掲げる職にある者をもって組織する。
2 幹事会に幹事長を置き、総合政策部長の職にある者をもってこれに充てる。
3 幹事長は、幹事会の会議を主宰する。
4 幹事長に事故あるときは、あらかじめ幹事長が指名する者がその職務を代理する。
5 幹事会は、本部長から付託された事項を調査研究し、その成果を本部長に報告する。

（検討部会の設置）
第5条　幹事長が必要と認めたときは、検討部会を置くことができる。
2 部会名、部会長、副部会長及び部会員は幹事長が指名する。
3 部会長は、必要に応じて部会を招集し、その議長となる。
4 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。
5 検討部会は、幹事長から付託された個別の事項を調査研究し、その成果を幹事会へ報告する。

（資料の提出等）	
第6条　本部長、幹事長及び部会長は、それぞれの会議において必要があると認めるときは、関係者の出席を

求め、その意見若しくは説明を聞き、または必要な資料の提出を求めることができる。
（庶務）

第7条　策定本部の庶務は、総合政策局総合政策部政策企画課において処理する。
（補則）

第8条　この要綱に定めるもののほか、策定本部の運営に関し必要な事項は、本部長が別に定める。

附　則
この要綱は、平成31年3月19日から施行する。
この要綱は、令和2年1月31日から施行する。
この要綱は、令和2年4月1日から施行する。
この要綱は、令和3年7月1日から施行する。
この要綱は、令和4年4月1日から施行する。
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市長
副市長
病院事業管理者
教育長
総務局長
危機管理監
総合政策局長
財政局長
市民局長
保健福祉局長
保健医療統括監
こども未来局長
環境局長
経済農政局長
都市局長

建設局長
中央区長
花見川区長
稲毛区長
若葉区長
緑区長
美浜区長
消防局長
水道局長
会計管理者
議会事務局長
総務局次長
市長公室長
総合政策部長

総合政策部長
総務課長
資金課長
財政課長
市民総務課長
保健福祉総務課長
こども企画課長
環境総務課長
経済企画課長
都市総務課長
建設総務課長
中央区地域振興課長

花見川区地域振興課長
稲毛区地域振興課長
若葉区地域振興課長
緑区地域振興課長
美浜区地域振興課長
消防局総務課長
水道総務課長
病院局経営企画課長
教育委員会事務局企画課長
議会事務局総務課長
政策企画課長

策定本部
別表第1

幹事会
別表第2
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千葉市基本計画の策定経過

策定経過

年 月 市民参加等 千葉市新基本計画審議会 市　議　会 庁　　内

平成30年
（2018年） 9月 千葉市まちづくりアンケート

（9/30～10/29）

令和元年
（2019年）

3月 策定方針決定（3/19）

5月 未来検討プロジェクトチーム
（5/31～2/13、計9回）

6月 千葉大学カレッジリンク
（6/22～7/20、計5回）

8月 ワールドカフェ「千葉市100人未来会議」
（8/4）

10月 有識者インタビュー
（10/30～3/2、計10回）

12月 団体等提言募集（12/2～1/31）

令和2年
（2020年）

1月
千葉市まちづくり未来研究所

（1/18～R3.6/12、計10回）
有識者ワールドカフェ（1/27）

5月 第1回策定本部会議（5/26）

7月 こども・若者の力　ワークショップ
（7/5～12/18、計8回） 総務委員会（7/6）

9月 第1回千葉市制100周年記念フォトコンテ
スト（9/23～1/31）

11月 まくはリンピック（11/20～1/22） 第2回策定本部会議（11/17）

12月 総務委員会（12/2）

令和3年
（2021年）

4月 第3回策定本部会議（5/12）

5月 総務委員会（5/20）

6月

第2回千葉市制100周年記念フォトコンテ
スト（6/1～8/31）
素案に対する市民意見募集（6/15～7/15）
まちづくりシンポジウム（6/20）
絵画コンクール（6/24〜9/10）

7月

区民と区長の意見交換会
（7/8～7/20、計6回）

市立高校ワークショップ
（7/9・7/13、計2回）

8月 第4回策定本部会議（8/25）

9月 第3回千葉市制100周年記念フォトコンテ
スト（9/1～1/31）

大都市制度・基本計画・市制100
周年調査特別委員会（9/13）

10月
第1回審議会（千葉市基本計画
〔原案〕諮問）（10/14）
第2回審議会（10/28）

11月
第3回審議会（11/10）
第1回第1部会（11/17）
第1回第2部会（11/18）

12月 第2回第1部会（12/21）
第2回第2部会（12/23）

令和4年
（2022年）

1月 第3回第1部会（1/17）
第3回第2部会（1/20）

2月 第4回審議会（2/15）

3月 答申（3/2）

4月 大都市制度・基本計画・市制100
周年調査特別委員会（4/14） 第5回策定本部会議（4/27）

5月 パブリックコメント手続（5/16～6/15）

7月 大都市制度・基本計画調査特別
委員会（7/8） 第6回策定本部会議（7/27）

9月

議案提出（第3回定例会）（9/8）
大都市制度・基本計画調査特別
委員会可決（9/13）
本会議可決（9/21）
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市民参加

　多様な主体による計画づくりを行うため、市民をはじめ多くの方々に、様々なかたちで計画の策定にご参加
いただきました。

1　千葉市まちづくりアンケート
（1）概要

　無作為抽出の市民1万人に対し、生活環境に対する満足度や日常生活を送るうえでの行動、まちづくり
についての意識などに関するアンケート調査を行いました。

（2）実施状況
ア 調査対象　千葉市に居住する15歳以上の市民
イ 調査期間　平成30年（2018年）9月30日～10月29日
ウ 回答状況

2　千葉大学カレッジリンク
（1）概要

　「“ちば ”共創都市圏」における連携強化など、地方創生の取組みについて提言をいただくため、千葉大
学在学生及び市内在住・在勤・在学者によるグループワークを開催しました。

（2）開催状況
ア 参加人数　19人（千葉大学生11人、社会人8人）
イ 開催日程

 令和元年（2019年）6月から7月にかけて以下の日程で開催しました。

配布数（A） 回答数（B） 回収率（B）／（A）

10,000人 3,398人 34.0%

回 開催日 内　容

第1回 6月22日 ●ワークショップ
●“ちば（都市圏・地方圏）”の強み・弱み

第2回 6月29日
● テーマ1 “ちば”の新しい価値観・暮らしスタイルをつくる
●ワークショップ

●“ちば”の価値観・ライフスタイルの提案

第3回 7月  6日
● テーマ1 “ちば”の新しい価値観・暮らしスタイルをつくる
●ワークショップ

●提案内容を実現する方法提案

第4回 7月13日
● テーマ2 “ちば”の新しい働き方（しごと）スタイルをつくる
●ワークショップ

●“ちば”のしごと・働き方の提案

第5回 7月20日
● テーマ2 “ちば”の新しい働き方（しごと）スタイルをつくる
●ワークショップ

●提案内容を実現する方法提案
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３　ワールドカフェ「千葉市100人未来会議」
（1）概要

　新しい基本計画の策定に向けた市民参加のキックオフイベントとして、自由な雰囲気の中で「千葉市の
未来」について対話する、ワールドカフェ形式のワークショップを開催しました。

（2）開催状況
開催日：令和元年（2019年）8月4日
参加人数：102名

５　団体等提言募集
（1）概要

　日頃から本市のまちづくりに携わっていただいている団体等の皆様から、将来のまちづくりに向けた提
言を募集しました。

（2）実施状況
ア 募集期間　　　　令和元年（2019年）12月2日～令和2年（2020年）1月31日
イ 提言提出団体数　87人・団体

氏名（敬称略） 役職等（当時）
伊藤 昌毅 東京大学生産技術研究所特任講師

大泉 敏郎 株式会社トラベルジップ代表取締役

小野 淳 株式会社農天気代表取締役

北野 宏明 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長・所長

小出 宗昭 富士市産業支援センターf-Bizセンター長

下河原 忠道 株式会社シルバーウッド代表取締役

為末 大 株式会社DeportarePartners代表取締役

田村 太郎 一般財団法人ダイバーシティ研究所代表理事

中室 牧子 慶應義塾大学総合政策学部教授

林 曉甫 特定非営利活動法人インビジブル理事長

４　有識者インタビュー
（1）概要

　多様な分野で活躍されている有識者の方々から、まちづくりについて長期的な視点からご意見を伺いま
した。

（2）実施状況
　令和元年（2019年）10月から、次の方々にインタビューを行いました。
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６　千葉市まちづくり未来研究所
（1）概要

　将来のまちづくりへの提言を得るため、無作為に抽出した市民及び公募市民の方から構成される、グ
ループワーク中心の自主運営を基本とした研究活動を行いました。

（2）活動状況
ア グループ構成

参加者が5つのチームに分かれ、市の特性を踏まえた未来のありたい姿やその実現に向けて今後10年
間で市民・市が行うべき取組みの方向性について議論し、提言をとりまとめました。
○チームテクノロジー　○魅力発信チーム　　○教育・子育てチーム
○チーム共生　　　　　○気軽に集える場所づくりチーム

イ 参加人数　49人
内訳：公募市民23人、無作為抽出による市民26人

ウ 活動日程
令和2年（2020年）1月から令和3年（2021年）6月にかけて以下の日程で活動しました。

回 開催日 内　容 参加人数

第1回 1月18日
●キックオフミーティング

●市長より委嘱状交付
●オリエンテーション

44人

第2回 2月24日 ●研究テーマ検討 32人

オンライン活動への移行準備（3月～9月）

第3回 10月3日 ● テーマ 「未来の暮らしのデザインを考える」
●チームが目指す「ありたい姿」の明確化 26人

第4回 11月7日 ● テーマ 「問題は何かを考える」
●ありたい姿の実現に向けた現状把握と問題点の整理 30人

第5回 12月6日 ● テーマ 「未来のデザインに向けて提言したい事業を考える」
●問題点を踏まえ、必要な取組みを検討 26人

第6回 1月9日 ●中間報告会のリハーサル 31人

第7回 2月6日
●中間報告会

●市に対し研究成果を中間報告
●市関係課との意見交換

31人

第8回 3月6日 ● テーマ 「提言のブラッシュアップ」
●取組みの具体性強化など提言のブラッシュアップ 31人

第9回 5月15日 ●最終提言報告会のリハーサル 27人

第10回 6月12日 ●最終提言報告会
●研究成果を市長に対し発表 30人

７　有識者ワールドカフェ
（1）概要

　企業・大学・地域活動団体など多様な分野において豊富な知識と経験を有し、公私ともに千葉市に長く
関与している有識者の方々から、千葉市の特性や未来への期待についてご意見を伺いました。

（2）開催状況
ア 開催日　　令和2年（2020年）1月27日
イ 参加人数　28人
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8　こども・若者の力　ワークショップ
（1）概要

　小・中学生から、10年後に目指したい市の姿や、それに向けて自分たちでどのような取組みができる
かについて提言をいただくため、「未来の千葉市」をテーマにワークショップを開催しました。

（2）開催状況
　令和2年（2020年）7月から12月にかけて以下の日程で開催しました。

回 開催日 内　容 参加人数

第1回 7月5日 ●グループワーク
●千葉市は何でできている？ 17人

第2回 7月19日 ●グループワーク
●「10年後の千葉市について考えよう」 15人

第3回 8月20日
●グループワーク

●市所管課とのヒアリング・意見交換
（防災・環境・交通・公園・障害者・観光）

16人

第4回 8月30日 ●グループワーク
●10年後に実現したい千葉市の姿の検討 17人

第5回 9月13日
●グループワーク

●「CB（ちば）DGs2020」の決定
●「未来のちば市政だより」の作成

15人

第6回 9月27日 ●グループワーク
●「未来のちば市政だより」の作成 17人

第7回 10月18日 ●グループワーク
●「未来のちば市政だより」の作成 15人

第8回 12月18日 ●市長対話会
●「未来の千葉市」について発表 13人

9　フォトコンテスト
（1）概要

　市制100周年の周知とともに、市民が本市のあゆみを振り返り、本市の未来について考える機会とする
ため、各回ごとにテーマを定め、そのテーマに沿った写真を募集しました。

（2）開催状況
　令和2年（2020）9月から令和4年（2022年）1月にかけて、計3回募集しました。

第1回 第2回 第3回

テーマ 「百の歴史」「千の未来」
「千葉市と私の100年」 100年後に残したい千葉市 わたしの"みち"

応募数 約1,000点 約3,900点 約1,500点
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11　素案に対する市民意見募集
（1）概要

　基本計画（素案）について、市民意見募集を行いました。
（2）実施状況

ア 募集期間　　令和3年（2021年）6月15日～7月15日
イ 意見数　　　203件（32人・団体）

12　まちづくりシンポジウム
（1）概要

　「未来のちばライフを語ろう！～バーチャル会場で語る千葉市のミライ～」をテーマに、未来へつなが
る新しい形のシンポジウムとして仮想空間内で開催しました。

（2）開催状況
ア 名　称　ちば ミライへの扉 Open the Door to the Future
イ 開催日　令和3年（2021年）6月20日
ウ 出演者（敬称略）　※役職等は開催時のもの

秋田 典子（千葉大学大学院園芸学研究院教授）…パネリスト
北野 宏明（株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長）…パネリスト
小脇 美里（MOTHERS編集部編集長）…パネリスト
神谷 俊一（千葉市長）…パネリスト
タケト（芸人）…モデレーター

エ 視聴人数　延べ1,718人

13　絵画コンクール
（1）概要

　子どもたちに千葉市の未来について考えてもらうため、千葉市内在住、または千葉市内の学校に通って
いる小・中学生を対象に絵画コンクールを開催しました。

（2）開催状況
ア テーマ　　わたしが住みたい未来の千葉市
イ 募集期間　令和３年（2021年）6月24日～9月10日
ウ 応募点数　2,377点

10　まくはリンピック
（1）概要

　未来のまちづくりに向けた提言をいただくため、幕張新都心の民間企業・本市の若手職員によるワーク
ショップを開催しました。

（2）開催状況
ア 開催日　　令和2年（2020年）11月20日〜令和3年（2021年）1月22日
イ 参加人数　32名
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15　市立高校ワークショップ
（1）概要

　基本計画に高校生のアイデアを活かすため、市立高校の一部クラスを対象に実施しました。
（2）実施状況

16　パブリックコメント手続
（1）概要

　基本計画（案）について、パブリックコメント手続を実施しました。
（2）実施状況

ア 募集期間　令和4年（2022年）5月16日～6月15日
イ 意見数　　115件（15人・団体）
ウ 意見の状況

エ 意見を反映した件数　34件

区分 開催日 参加人数 意見数
市立千葉高校 令和3年（2021年）7月 9日 40人 27件

市立稲毛高校 令和3年（2021年）7月13日 80人 19件

区分 件数
計画全般に関すること 6件

第1章　はじめに 1件

第2章　千葉市の概況 1件

第3章　現在の千葉市を取り巻く状況と2040年を展望した重要な社会変化 7件

第4章　まちづくりの基本方針 26件

第5章　計画の推進にあたって 5件

第6章　まちづくりの総合8分野 69件

合　　計 115件

区分 中央区 花見川区 稲毛区 若葉区 緑区 美浜区
開催日 7月11日 7月10日 7月20日 7月8日 7月17日 7月9日

参加人数 14人 13人 17人 16人 24人 15人

意見数 26件 10件 7件 10件 8件 12件

14　区民と区長の意見交換会
（1）概要

　区の将来像を共有し、区民の多様な意見を計画に反映するため、地域のまちづくりに関係する団体等を
中心とした方々と区長との意見交換会を開催しました。

（2）開催状況
　令和3年（2021年）7月に以下の日程で開催しました。
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部会名 所掌分野 委員数
第1部会 環境・自然、安全・安心、都市・交通、地域経済 18人

第2部会 健康・福祉、子ども・教育、地域社会、文化・スポーツ 22人

千葉市新基本計画審議会

　千葉市基本計画（原案）についてご審議いただくため、学識経験者、市民及び関係団体など40人で構成する
千葉市新基本計画審議会を設置し、全10回にわたるご審議により、答申をいただきました。

1　設置根拠
千葉市新基本計画審議会設置条例（5（1）参照）

2　構成
（1）委員数　40人
（2）会長　　轟 朝幸
（3）副会長　長岡 正明
（4）部会について

短期間に深度ある審議を進めるため、まちづくりの総合8分野を審議する以下の2つの部会を設置しま
した。

3　審議経過

日 程 審議内容

令和3年（2021年）
10月14日

●第1回審議会
●会長及び副会長の選任について
●千葉市基本計画（原案）の諮問について
●部会の設置及び部会委員の選任について
●基本計画（原案）総論について

10月28日 ●第2回審議会
●基本計画（原案）総論について

11月10日
●第3回審議会

●基本計画（原案）総論について
●中間取りまとめについて

11月17日

●第1回第1部会
●副部会長の選任について
●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（環境・自然、安全・安心、

都市・交通、地域経済）について
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日 程 審議内容

令和3年（2021年）
11月18日

●第1回第2部会
●副部会長の選任について
●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（健康・福祉、子ども・教

育、地域社会、文化・スポーツ）について

12月21日
●第2回第1部会

●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（環境・自然、安全・安心、
都市・交通、地域経済）について

12月23日
●第2回第2部会

●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（健康・福祉、子ども・教
育、地域社会、文化・スポーツ）について

令和4年（2022年）
1月17日

●第3回第1部会
●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（環境・自然、安全・安心、

都市・交通、地域経済）について
●第1部会答申（案）について

1月20日

●第3回第2部会
●基本計画（原案）まちづくりの総合8分野（健康・福祉、子ども・教

育、地域社会、文化・スポーツ）について
●第2部会答申（案）について

2月15日 ●第4回審議会
●千葉市新基本計画審議会答申（案）について

3月  2日 ●千葉市長に対し答申

4　委員名簿（50音順、敬称略）

氏 名 役 職 等（当　時） 所属部会
秋田 典子 千葉大学大学院園芸学研究院教授 第1部会
秋元 裕子 公益社団法人千葉市観光協会理事 第1部会
浅野 幸子 早稲田大学地域社会と危機管理研究所招聘研究員 第1部会

石河 勲 日本労働組合総連合会千葉県連合会
中央地域協議会議長 第1部会

市田 誠 株式会社アイ・メデックス代表取締役社長 第1部会
市橋 民子 一般社団法人千葉市薬剤師会理事 第2部会
岩崎 久美子 放送大学教養学部教授 第2部会（部会長）

梅澤 孝之 株式会社ZOZO
フレンドシップマネージメント部ディレクター 第2部会

江波戸 正子 千葉市PTA連絡協議会副会長 第2部会
大森 康雄 公益社団法人千葉市民間保育園協議会副会長 第2部会
小川 順子 公益社団法人千葉市幼稚園協会副会長 第2部会
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氏 名 役 職 等（当　時） 所属部会
柿沼 靖 公益財団法人千葉市国際交流協会事務局長補佐 第2部会
加藤 康幸 千葉みらい農業協同組合常務理事 第1部会
鏑木 憲子 千葉市民生委員児童委員協議会副会長 第2部会
菊地 端夫 明治大学経営学部教授 第2部会
倉阪 秀史 千葉大学大学院社会科学研究院教授 第1部会
近藤 利砂 一般社団法人千葉県中小企業診断士協会理事 第1部会
斎藤 博明 一般社団法人千葉市医師会会長 第2部会
斉藤 浩司 一般社団法人千葉市歯科医師会会長 第2部会
貞広 斎子 千葉大学教育学部教授 第2部会
島田 利美 千葉県警察千葉市警察部長 第1部会
下河原 忠道 株式会社シルバーウッド代表取締役 第2部会
鈴木 雅之 千葉大学国際教養学部准教授 第1部会
仙波 慶子 千葉市女性団体連絡会事務局長 第2部会
添田 智恵 千葉ホークス 第2部会
髙梨 園子 千葉商工会議所女性会会長 第1部会
高山 功一 一般社団法人千葉市身体障害者連合会会長 第2部会
角田 愛子 公募市民 第2部会
轟 朝幸【会長】 日本大学理工学部教授 第1部会（部会長）
長岡 正明【副会長】 千葉市町内自治会連絡協議会会長 第2部会（副部会長）
中島 陽一 公募市民 第1部会
成田 智子 千葉市手をつなぐ育成会会長 第2部会
林 曉甫 特定非営利活動法人インビジブル理事長 第2部会
細田 美和子 日本放送協会千葉放送局局長 第1部会
松永 哲也 株式会社ちばぎん総合研究所専務取締役 第1部会（副部会長）
森川 博之 東京大学大学院工学系研究科教授 第1部会
若狭 健 公募市民 第2部会
和田 勝紀 一般社団法人千葉市老人クラブ連合会会長 第2部会
渡部 茂樹 一般社団法人千葉県経営者協会専務理事 第1部会
渡邉 真由 公募市民 第1部会

5　根拠規定
（1）千葉市新基本計画審議会設置条例（平成22年3月23日条例第28号）

 （設置）
第1条 本市は、千葉市新基本計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。
 （所掌事務）
第2条 審議会は、市長の諮問に応じ、新基本計画に関する事項について審議し、市長に答申する。
 （組織）
第3条 審議会は、委員40人以内で組織する。
2 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が任命する。

（1）学識経験者
（2）市民
（3）関係行政機関の職員
（4）関係団体を代表する者
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3 委員の任期は、当該委員への任命があった日から所掌事務を終えるまでとする。
 （会長及び副会長）
第４条 審議会に会長及び副会長を置く。
2 会長及び副会長は、委員の互選により定める。
3 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。
4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
 （会議）
第5条 審議会は、会長が招集する。
2 審議会は、半数以上の委員が出席しなければ、会議を開くことができない。
3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
 （部会）
第6条 会長は、必要に応じて、部会を置くことができる。
 （委任）
第7条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。

附　則
 （施行期日）
1 この条例は、平成22年4月1日から施行する。
（千葉市新総合ビジョン審議会設置条例の廃止）

2 千葉市新総合ビジョン審議会設置条例（平成11年千葉市条例第5号）は、廃止する。

（2）千葉市新基本計画審議会運営要綱
 （目的）
第1条 この要綱は、千葉市新基本計画審議会設置条例（平成22年条例第28号。以下「条例」という。）第7条

の規定に基づき、千葉市新基本計画審議会（以下「審議会」という。）の運営に関し必要な事項を定める。
 （部会）
第2条 条例第6条の規定により、審議会に次の各号に掲げる部会を置く。

（1）第１部会
（2）第２部会
（3）地方創生部会
（4）政策評価部会
（5）公共事業再評価部会
（6）スマートシティ部会
２ 前各号の部会の所掌事務は、別表のとおりとする。
３ 部会に属する委員は、会長が指名する。
４ 地方創生部会は、呼称を千葉市まち・ひと・しごと創生会議とする。
 （部会長及び副部会長）
第3条 部会に部会長及び副部会長を置く。
２ 部会長は、会長が指名する。
３ 副部会長は、部会長が指名する。
４ 部会長は、部会を代表する。
５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。
 （会議）
第4条 部会は、部会長が招集する。
２ 部会は、半数以上の委員が出席しなければ、会議を開くことができない。
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３ 部会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、部会長の決するところによる。
 （委員の出席）
第5条 審議会又は部会開催の招集を受けた委員は、指定された日時及び場所に参集し、会議に出席するものと

する。
2 会議の出席には、会議の開催場所での出席のほか、テレビ会議システム等を利用した会議への出席を含める

ものとする。
3 委員は、前項のテレビ会議システム等による会議に出席するときは、事務局にその旨をあらかじめ連絡する

ものとする。
 （報告）
第6条 部会長は部会での審議結果について、すみやかに会長に報告しなければならない。
 （関係者の出席等）
第7条 会長又は部会長は、必要があると認めるときは審議会又は部会に関係者の出席を求め、意見を述べさ

せ、又は説明させることができる。
 （庶務）
第8条 審議会の庶務は、総合政策局総合政策部政策企画課において処理する。

附　則
　この要綱は、平成27年  7月27日から施行する。
　この要綱は、平成28年  6月  8日から施行する。
　この要綱は、平成28年10月20日から施行する。
　この要綱は、令和  2年  3月  4日から施行する。
　この要綱は、令和  2年12月  1日から施行する。
　この要綱は、令和  3年  9月  1日から施行する。

部会名 所掌事務

第1部会
1　千葉市基本計画原案のうち「環境・自然」、「安全・安心」、「都市・交通」、

「地域経済」の４分野に係る審議に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。

第2部会
1　千葉市基本計画原案のうち「健康・福祉」、「子ども・教育」、「地域社会」、

「文化・スポーツ」の４分野に係る審議に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。

地方創生部会
1　千葉市まち・ひと・しごと創生推進本部が策定する「人口ビジョン」及び

「総合戦略」に係る審議に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。

政策評価部会 1　千葉市新基本計画の政策評価に係る審議に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。

公共事業再評価部会
1　千葉市が作成した公共事業の再評価についての対応方針（案）に係る審議

に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。

スマートシティ部会
1　千葉市が策定する「（仮称）千葉市スマートシティ推進ビジョン」に係る

審議に関すること。
2　前項の審議結果に基づく答申（案）の作成に関すること。
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6　千葉市新基本計画審議会答申
（かがみ文）

令和４年３月２日

千葉市長　神　谷　俊　一　　様

千葉市新基本計画審議会
会　長　　轟　　朝　幸

千葉市基本計画（原案）について（答申）

　令和3年10月14日に諮問されました、千葉市基本計画（原案）について、慎重に審議した結果、別添のとお
り答申します。

（答申本文）

　今、我が国は、人口減少・少子高齢化が一層進行する中、地球温暖化による気候変動や風水害等災害の激甚
化、新型コロナウイルス感染症の感染拡大など、社会の持続可能性を揺るがしかねない状況が発生しており、
またこれらを契機としたライフスタイルの変化など、社会構造の大きな転換期に直面しております。
　千葉市においても、社会経済情勢などの急速な変化に対応するとともに、中長期的な未来を見据えながら、
市が持つ特性を活かした「千葉市ならでは」のまちづくりを推進するための市政運営の方向性を示す、新たな
「千葉市基本計画」の策定に向けた取組みを進めております。
　このような中、当審議会が、まちづくりの基本方針などを示した総論及び分野別の施策の方向性を示したま
ちづくりの総合8分野で構成される「千葉市基本計画（原案）」について、市長より諮問を受け、この計画原案
の審議を託されましたことは、大変意義深く、その責務を深く認識するところであります。

　市においては、計画原案の策定にあたり、市民、団体、企業、大学など多様な主体と行政が、ともに共有で
きる計画となるよう、ワールドカフェ「千葉市100人未来会議」を皮切りに、有識者インタビュー、まちづく
り未来研究所、まちづくりシンポジウムなど、多様な主体との連携による計画づくりに精力的に取り組まれた
点については、当審議会としても評価しております。

　当審議会は、短期間に深度ある計画原案の審議を進めるため、計画原案のうち、計画の策定趣旨や枠組み、
まちづくりの基本方針など総論については全委員が属する当審議会で審議し、まちづくりの総合８分野につい
ては、「環境・自然」、「安全・安心」、「都市・交通」、「地域経済」の4分野を審議する「第1部会」、「健康・福
祉」、「子ども・教育」、「地域社会」、「文化・スポーツ」の4分野を審議する「第2部会」の2部会を設置して、
全10回にわたる審議を行い、計画原案に反映された多方面からの意見・提言の趣旨を尊重しつつ、各委員が専
門的見地や市民視点に基づき、また未来に向けたまちづくりを「自分事」として捉えながら、真摯かつ精力的
な議論を重ねて参りました。

　計画原案では、千葉市ならではの計画とするために「はるか『縄文』の昔から受け継ぐ恵み豊かな自然」な
ど五つの「千葉市の特性」を明らかにするとともに、これらの特性を最大限に活かしながら分野横断的かつ重
点的に取り組むべき四つの「未来のまちづくりに向けた戦略的視点」、まちづくりの面的な展開としての「目
指すべき都市構造」、「目指すべき区の姿」、そしてこれらを多様な主体の一層の連携により行うための「まち
づくりを進める力」などが位置付けられており、分野別の施策展開とあわせ、市が目指すまちづくりの大きな
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方向性は、その妥当性を認めるものであります。
　しかしながら、具体的な記述については、市民一人ひとりが「自分事」として前向きにまちづくりに参加し
たくなる記述の工夫をはじめ、多様性とともに市民一人ひとりの個性を大事にする視点、多様な主体との連携
の重要性、SDGsの達成や脱炭素社会の実現に向けた分野をこえた取組み、テクノロジーをまちづくりに積極
的に活用する視点、持続的な発展に向けて地域経済の活性化を通じた人口の維持・増加に取り組む視点など、
多様な意見が数多く出されたところであり、答申は、これらの意見をできる限り反映し、審議会の意見として
とりまとめたものであります。

　市におかれましては、以下の意見・要望について十分検討・精査され、原案の修正にあたり反映されるよう
要望いたします。

計画全体

1 千葉市ならではの計画となるよう、表現や周知について工夫すること。

2 平易かつ適切な文章やデータを用い、市民にとって分かりやすい記述とすること。

3 多様な主体が楽しみながら、計画の実現に向けてチャレンジできる、ポジティブな印象が持てる計画となる
よう留意すること。

4 行政だけではなく、多様な主体との連携・協働に関する視点を充実すること。

5 総論とまちづくりの総合8分野や、各章、各分野などの繋がりを明確にし、読み手に伝わるよう留意すること。

6 実施計画や今後の事業展開において、緊急性や重要性を踏まえた優先順位にも留意のうえ、分野目標の実現
に資する具体的な取組みを検討すること。

総　論

1 総論全体について、以下の観点から、計画の目的や位置づけが市民により明確に伝わるよう工夫すること。

（1）現行の基本計画や個別部門計画との関係性を明確にすること。

（2）SDGsの理念を総論の冒頭に記載するとともに、各施策との関連を明らかにするなど、本計画における位
置づけをより明確にすること。

２ 千葉市の概況について、以下の観点から、より「千葉市ならでは」の計画になるよう工夫すること。

（1）千葉市の特徴や特性に関する記述を充実すること。

（2）千葉市のあゆみに関する記述を充実すること。

（3）東京圏あるいは県内における千葉市の位置づけを明確にすること。
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3 重要な社会変化について、以下の観点から、市民と課題認識を共有できるよう工夫すること。

（1）転出者の抑制及び転入者や交流人口の増加などにより、人口の維持・増加に関する視点を追加すること。

（2）人口や地域活力の維持の視点から、外国人市民に関する記述を充実すること。

（3）2050年脱炭素社会の実現に向けた市の姿勢を明確にすること。

4 まちづくりの基本方針について、以下の観点から、年齢・性別・国籍・障害の有無などに関わらず、「みん
な」でまちづくりを進める計画となるよう工夫すること。

（1）「みんなでめざす未来の千葉市」について、計画全体を通じて、市民をはじめとした多様な主体と共有で
きるよう、記述を工夫すること。

（2）地域・社会を支える担い手の育成など、教育・学習の視点を追加すること。

（3）多様性を活かしたインクルーシブなまちづくりの実現に向け、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包
括的に確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築・強化の視点を追加すること。

（4）戦略的視点について、以下の点に留意し、記述を検討すること。
ア 戦略的視点（2）について、時間や空間のゆとりにより、心身及び社会的に健康な市民生活が生み出さ

れることに言及すること。
イ 戦略的視点（3）について、市民一人ひとりが個性を活かし輝くことの重要性を強調するとともに、市

民の主体的なまちづくりへの参加や、市民と市とのパートナーシップの向上について言及すること。
ウ 戦略的視点（4）について、「挑戦都市」としてふさわしい記述とすること。

（5）目指すべき都市構造について、以下の点に留意し、記述を検討すること。
ア 千葉市型コンパクト・プラス・ネットワークの構築にあたり、先端の情報通信技術の活用に関する記

述を充実すること。
イ 「みどり」について、山林と田園の特性や維持管理・保全の取組みが異なることを踏まえ、記述を工夫

すること。
ウ 持続可能なまちづくりを進めることを記述すること。

（6）目指すべき区の姿について、以下の点に留意し、記述を検討すること。
ア 各区の特色や魅力に関する記述を充実すること。
イ 区の課題や特色に応じた取組みの方向性に関する記述を充実すること。
ウ 区域を越えた交流など、区間の繋がりに関する記述を検討すること。

（7）まちづくりを進める力について、市民参加の視点に関する記述を充実すること。
また、読み手が、自身も「多様な主体」の一人であることが伝わるよう、記述を工夫すること。

（8）県市間の連携強化に加え、国との関係性に関する視点を記述すること。
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５ 計画の推進について、以下の観点から、将来の変化にも対応できる計画となるよう工夫すること。

（1）地域情報の可視化や市民意見の分析など、具体的なデータに基づき、施策を企画・立案して計画を推進す
るとともに、計画の進捗管理及び効果検証を行うこと。

（2）将来を見通すことが困難になっていることを踏まえ、中長期的な視点とともに、変化に応じた柔軟な対応
に関する視点を記述すること。

（3）計画の推進に必要な予算が確保できるよう、健全な財政運営に留意すること。

（4）市民と計画を共有できるよう、以下の観点に留意すること。
ア 計画書の作成にあたっては、幅広い世代の市民が親しみを持ち、理解しやすいものとするため、デザ

インや動画の作成など、周知・啓発の仕方を工夫すること。
イ 市の取組みが市民に分かりやすく伝わるよう効果的な周知方法を検討すること。

まちづくりの総合8分野

1 各分野に共通する内容について

（1）テクノロジーの進展を的確に把握し、施策の実現に向けて積極的に活用していくこと。

（2）多様な主体が集まり、交流できる場に関する視点を記述すること。

（3）複数の分野に関連する内容について、再掲を含め整合性に留意すること。

（4）主な取組みについては、具体的に例示するなど、市民がイメージできるよう留意すること。

2 分野1「環境・自然」について

（1）政策1「脱炭素化を推進し、持続可能な社会を創る」について
ア 施策1「気候変動への対応」について

（ア）施策の名称について、目的や主な取組み、他の施策とのバランスを踏まえ、より適切な名称を検
討すること。

（イ）脱炭素社会の実現に向けた市民や企業の意識醸成や投資の促進に関する記述を追加すること。
イ 施策2「自然環境・生活環境の保全」について

（ア）千葉市の重要な緑空間の一つである里山の保全に関する記述を追加すること。
ウ 施策3「環境負荷に配慮したごみの削減と適正処理」について

（ア）食品ロスの削減など、ごみを発生させない視点から記述を充実すること。

（2）政策2「身近な緑と水辺を感じ、愛着を持てる環境を創る」について
ア 緑と水辺の持つ多面的な機能を活用する観点から、記述を充実すること。
イ 施策3「水辺環境の保全と活用」について

（ア）浜辺とともに、千葉市の重要な水辺環境である海辺の保全に関する記述を追加すること。
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3 分野2「安全・安心」について

（1）全般事項について
ア レジリエンスや減災の視点から、災害に強いまちづくりに関する記述を充実すること。

（2）政策1「災害に強いまちの基盤を整備する」について
ア 施策1、施策2の名称について、目的や対象となる災害の種類等に応じ、より適切な名称を検討するこ

と。
イ 施策1「土砂災害・浸水対策」について

（ア）風水害の甚大化を踏まえ、流域治水の推進に関する記述を追加すること。

（3）政策2「自助・共助・公助による防災力を高める」について
ア 災害時における行政と市民等の役割分担の視点から、政策の名称や施策の記載順序を含め、記述の見

直しを検討すること。
イ 市民の多様性を踏まえ、ニーズに応じた防災力の向上に関する記述を充実すること。
ウ 施策2「災害対応体制の強化」について

（ア）災害時における経済活動の継続の視点から、企業の事業継続計画に関する記述を追加すること。
（イ）災害時における被災者等のニーズに応じた情報収集及び情報発信に関する記述を追加すること。

（4）政策4「安全・安心な市民生活を守る」について
ア 施策1「防犯対策の推進」について

（ア）犯罪防止の視点から、DV・児童虐待などの防止や人権教育の推進に関する記述を追加すること。
（イ）交通事故防止の視点から、通学路等の安全対策や交通安全教育の推進に関する記述を追加する

こと。

4 分野3「健康・福祉」について

（1）全般事項について
ア 誰もが健康で活躍できる社会は、身体的、精神的、社会的に満たされた状態（well-being）の実現に

資するという視点を記述すること。

（2）政策1「健やかに暮らせる社会を創る」について
ア 施策2「医療提供体制の充実」について

（ア）かかりつけ医とともに、かかりつけ歯科医やかかりつけ薬局などの普及・啓発に関する記述を追
加すること。

イ 施策3「安全・安心な生活衛生環境の整備」について
（ア）新型コロナウイルス等の感染症リスクの増大を踏まえ、新たな感染症対策に関する記述を追加す

ること。
（イ）今後の更なる高齢化を踏まえ、墓地・斎園環境の整備に関する記述を充実すること。

（3）政策2「高齢者がいきいきと活躍できる社会を創る」について
ア 施策1「生きがいづくりと社会参加の促進」について

（ア）高齢者が培ってきた経験やノウハウを発揮する機会や場に関する記述を追加すること。
（イ）高齢者の生きがいづくりの観点から、学習機会の提供に関する記述を追加すること。
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イ 施策2「地域で安心して暮らせる環境の整備」について
（ア）今後の更なる高齢化を踏まえ、終末期医療ケアに関する記述を追加すること。

（4）政策3「障害のある人もない人も、自分らしく生活できる共生社会を創る」について
ア 施策1「障害のある方への理解促進と社会参加の促進」について

（ア）障害の特性に関する理解など、障害のある方への一層の理解促進に関する記述を充実すること。
イ 施策3「障害のある子どもとその家族への支援の充実」について

（ア）障害のある子どもへの切れ目ない支援に関する記述を追加すること。

5 分野４「子ども・教育」について

（1）政策1「子どもを産み・育てやすい環境を創る」について
ア 施策1「妊娠から子育て期までの支援の充実」について

（ア）不妊症や不育症などに対する支援や啓発について記述を追加すること。
イ 施策2「子育てしやすい保育環境の充実」について

（ア）民間保育園・認定こども園等だけでなく、公立保育所も含めた保育需要への対応に関する記述を
追加すること。

（2）政策2「自ら未来を切り拓いていくことができる子どもを育成する」について
ア 子どもの個性や自由な発想を養い、発揮する視点を記述すること。
イ 施策1「未来につながる学びの充実」について

（ア）市の地域資源などを活用した教育に関する記述を追加すること。
（イ）子どもが多様性を身近に感じられる機会の創出など、インクルーシブ教育に関する記述を充実す

ること。
ウ 施策2「学びを支える教育環境の充実」について

（ア）「地域とともにある学校」の実現に向け、地域と学校の連携に関する記述を充実すること。
（イ）質の高い教職員の育成に関する記述を充実すること。
（ウ）教職員の働き方の見直しに関する記述を追加すること。

エ 施策5「子ども・若者が社会で考え、行動する力の育成」について
（ア）子どもの地域課題への意識の喚起や地域活動への参画に関する記述を追加すること。

6 分野5「地域社会」について

（1）政策1「誰もが個性を活かして活躍できる環境を創る」について
ア 多様性を活かしたインクルーシブな社会の実現に向け、性別役割分担意識が固定化されることのない

よう、施策の構成や記述内容を見直すこと。
イ 施策3「多文化共生社会の実現」について

（ア）海外都市との協力・連携に関する記述を追加すること。
（イ）複数の国や地域に共通する課題を理解し対応を図る、グローバルな視点に関する記述を追加する

こと。

（2）政策2「多様な主体の連携によるまちづくりを進める」について
ア 市民が主体的にまちづくりに関わるきっかけとなる取組みに関する記述を追加すること。
イ 施策1「持続可能な市民主体のまちづくりの推進」について

（ア）地域の重要な担い手である町内自治会の活性化に関する記述を追加すること。
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7 分野6「文化・スポーツ」について

（1）政策1「文化・芸術が生まれ、広がる環境を創る」について
ア 文化・芸術に触れ、親しむことにより、想像力が豊かになる視点を追加すること。
イ 地域の活性化に向け、文化・芸術をまちづくりの幅広い分野で活用することに関する記述を充実する

こと。
ウ 施策1「文化・芸術活動の創出と支援」について

（ア）教育分野における文化・芸術に触れる機会に関する記述を追加すること。

（2）政策2「スポーツに親しむ環境を創る」について
ア 施策2「スポーツを核とした地域の活性化」について

（ア）プロスポーツに日常的に親しむことができる環境の創出に関する記述を追加すること。

8 分野7「都市・交通」について

（1）全般事項について
ア 市の拠点となる3都心の連携強化に関する記述を充実すること。

（2）政策1「持続可能で魅力あるまちづくりを進める」について
ア 人口減少社会を迎える中でも、持続可能なまちづくりを推進する視点から、土地利用の誘導やコンパ

クトなまちづくりに関する記述を充実すること。
イ 施策1「都市デザインによる美しく心地よいまちづくりの推進」について

（ア）「千葉ならではの美しく心地よい都市」の具体的イメージを市民と共有できるよう記述を充実す
ること。

（イ）空き家対策だけでなく、空き地対策に関する記述を追加すること。
ウ 施策2「3都心などの魅力向上」について

（ア）都市空間の再構築などの取組みが、3都心に限定した記述とならないよう留意すること。
（イ）蘇我副都心に関する記述を充実すること。

（3）政策2「都市の力を底上げするネットワークの整備」について
ア 施策2「道路ネットワークの形成」について

（ア）渋滞対策など、市民生活の向上に資する記述を追加すること。
（イ）モビリティを活かしたまちづくりに関する記述を充実すること。

イ 施策3「安全・安心な移動環境の整備」について
（ア）交通事故防止の観点から、移動環境の整備に関する記述を追加すること。

（4）政策3「暮らしを支える基盤の充実」について
ア 施策1「住宅・住環境の充実」について

（ア）子育て世帯や高齢者、住宅要配慮者など、多様なニーズに対応する記述を追加すること。
イ 施策2「持続可能な上下水道事業の推進」について

（ア）災害時など緊急時における水の安定供給に関する視点を記述すること。

（5）政策4「テクノロジーの進展を力に発展する」について
ア 施策2「新しい技術・仕組みの社会実装の加速化」について

（ア）テクノロジーの進展を踏まえた新しい技術の社会実装に関する記述を充実すること。
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9 分野8「地域経済」について

（1）全般事項について
ア 圏域における役割だけでなく、千葉県の県庁所在地であり、県内唯一の政令指定都市であることや、

東京圏における主要都市であることを踏まえた千葉市の役割に関する記述を追加すること。

（2）政策1「地域の産業を支え・育てる」について
ア 施策1「地域経済の新たな担い手の創出」について

（ア）市内における産業用地の状況を踏まえ、産業用地の確保や民有地を含めた用地活用に関する記述
を充実すること。

イ 施策2「企業の生産性向上による持続可能な地域経済の確立」について
（ア）企業の継続的な発展を支援する視点から、施策名称も含め記述を検討すること。
（イ）SDGsやデジタライゼーションへの対応など、市内企業の実情を踏まえた支援に関する記述を追

加すること。
ウ 施策3「雇用の確保・拡大と人材育成の強化」について

（ア）年齢・性別・国籍・障害の有無などに関わらず、全ての人材が活躍できる環境に関する記述を充
実すること。

（イ）コロナ禍において生じた雇用への影響を踏まえ、学生への就労支援に関する記述を充実すること。

（3）政策2「観光の振興とMICEの推進によりまちの魅力を高める」について
ア 施策2「MICEの推進」について

（ア）市民との協働を進めるため、普及・啓発や理解促進に関する記述を追加すること。

（4）政策3「農林業の持続的な発展を支える」について
ア 施策3「農と森林が持つ多面的機能の保全と活用」について

（ア）教育分野など他分野との連携に関する記述を追加すること。
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分野 分類 政策 政策名

1 環境・自然
政策1 脱炭素化などの地球環境保全

を進め、持続可能な社会を創る ● ● ● ●

政策2 緑と水辺を身近に感じ、愛着
の持てる環境を創る ● ●

2 安全・安心

政策1 災害に強いまちの基盤を整備
する

政策2 多様な主体の連携による防
災力を高める

政策3 消防・救急体制を充実・強化
する

政策4 安全・安心な市民生活を守る ● ● ●

3 健康・福祉

政策1 健やかに暮らせる社会を創る ● ● ●

政策2 高齢者がいきいきと活躍でき
る社会を創る ● ●

政策3 障害のある人もない人も、自分ら
しく生活できる共生社会を創る ● ●

政策4 住民一人ひとりの暮らしと生きがい、
地域をともに創っていく社会をつくる ●

4 子ども・
教育

政策1 子どもを産み・育てやすい
環境を創る ● ● ● ● ●

政策2 自ら未来を切り拓いていくこ
とができる子どもを育成する ● ● ●

5 地域社会
政策1 誰もが個性を活かし活躍でき

る環境を創る ● ●

政策2 多様な主体の連携によるまち
づくりを進める ●

6 文化芸術・
スポーツ

政策1 文化芸術が生まれ、広がる
環境を創る ●

政策2 スポーツに親しむ環境を創る ●

7 都市・交通

政策1 持続可能で魅力あるまちづく
りを進める

政策2 都市の力を底上げするネット
ワークを整備する ●

政策3 まちの発展にテクノロジーを
活かす ●

政策4 暮らしを支える基盤を創る ● ●

8 地域経済

政策1 地域の産業を支え・育てる ●

政策2 観光の振興とMICEの推進に
よりまちの魅力を高める

政策3 農林業の持続的な発展を支
える ● ●

まちづくりの総合8分野とSDGsの関連
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● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●
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